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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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００／




　暗くら闇やみの中、彼女は問う。

「もし『それ』が真実でなかったら、『私』はどうすれば良い？」

「は……？」

「真実だったなら、どうすれば良い？」




──ソレデモスクイヲアタエテホシカッタンダ──




　声は言葉ではなく音であり、同時に願いであり祈いのりであり、つまりは誰だれかへと届とどけようとする感かん情じようの一つの形だったのだろう。言葉は人類が生み出した最高のコミュニケーションであり、人間はそれを利用するからこそこれだけ広く繫つながる事が出来た。言語の壁かべは等しく存そん在ざいしていて、特に中学レベルの英語でこけてしまった僕ぼくのような人間にとってそれは避さけがたいものではあるものの、画一的に翻ほん訳やくする事が可か能のうなそれを使う限かぎり、人種や文化に関係なくある程てい度どの意思の疎そ通つうは可能だ。隣となりに両言語を理り解かいする通訳が居いれば、手元に辞書があれば、あくまで可か能のう性せいの話として、僕らは全すべての他者と繫がる事が出来るのだろうから。

　けれど……その事実は、僕らにとって必ずしも優やさしいものだろうか？

　抱だきしめる『彼女』の温ぬくもりを感じ、指に触ふれるそれとは別の熱さを感じ。

　僕はそこで、何かが決定的に間ま違ちがっていた事実を理解していた。

　言葉はなかった。触れ合うものだけが全てだった。

　悲しい子こ供どもだと思った。

　寂さびしい子供だと思った。

　彼女はどうしようもなく可哀かわい想そうな子で、僕はその存在に滑こつ稽けいなほど同情していた。何い時つだって一人きりだった少女の姿すがたを哀あわれんでいた。

　なのに現げん実じつは間違っていたのだ。

　逃にげ出す事はきっと容易たやすい。

　だってそうだろう？

　僕は普ふ通つうの人間なのだから。

　支はせ倉くら志し乃のという怪かい物ぶつを前にして───あるいは『魔ま法ほう使つかい』を前にして。

　いったい何が出来るというのか。

　視し界かいを埋うめるのは黒。

　光に満ちた夜の中に生み出された暗闇の世界。

　脳のう裏りを埋めるのは紅あか。

　誰だれ一人として逃のがれる事の出来ない死の証あかし。

　だから───この指を濡ぬらすそれは黒と紅の中間にあるものだった。

　上じよう質しつの繊せん維いに滴したたるその感かん触しよくは、少女の体温を間かん接せつ的に伝えている。

「アァ……」

　穏おだやかなるその喘あえぎに似にた吐と息いきの意味は分からない。言葉にならないその思いは、言葉でしか繫がる事の出来ない僕にとって遠く、嘆なげかわしいほどに遅おくれてやってくる。その時点から僕らのすれ違いは決定的で、つまり彼女の『場所せかい』に辿たどり着くには長い時間を要するのだろう。

　ただ、一つだけ────。

　真まっ直すぐに向けられたその顔には、確たしかに悦よろこびがあったのだった。

　四月、逃げ帰った大おお阪さかの町。暗闇の向こう側で人が死んでいる。

　そんな場所で、彼女も僕も、ただ触れ合う熱だけを感じていた。
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　二月になった。新年早々色々とあった一月だったが、振ふり返ってみれば平へい々へい凡ぼん々ぼんとした日々の積み重なりだったのだろう。イベントと呼よべるのは一月五日に新年会と称しようした鍋なべパーティが我わが家やで開かい催さいされた事くらいか。

　当然発案は大学の先せん輩ぱいである鴻こうの池いけキララ先輩で、支はせ倉くら志し乃のちゃんと涼すず風かぜ真ま白しろちゃん、それから先輩の手によって強きよう制せい参加させられた──その割わりには結けつ構こうノリノリだったけど──本名不ふ詳しようクロス少年の五人で贅ぜい沢たくな鍋を楽しんだ。

　キララ先輩が自分で持ち込こんだ日本酒で酔よっ払ぱらい、後世には決して残せない大だい惨さん事じを引き起こしたり、その煽あおりを受けてクロス少年がこれまた後世に残せない悲ひ惨さんな目に遭あったり、真白ちゃんがアルコールの匂においだけでも酔ってしまうという意外な弱点を晒さらしたり、志乃ちゃんが熱々の長なが葱ねぎに口内を襲しゆう撃げきされ火傷やけどを負い、翌よく々よく日じつの朝までずっと不ふ機き嫌げんそうにしていたりと色々面おも白しろいイベントだった。

　後は……普ふ段だん通り。

　学校が始まり、それまでと変わらない日にち常じようが繰くり返される。

　もちろん、何も変わっていないわけじゃない。

　色々あった去年一年、それから新年早々の重大な出来事。

　僕も志乃ちゃんも、そして二人の関係も変わっている。

　ここでは、変わらないものなんて一つもないのだから、と要約してしまおう。

　ベタだの語ご彙いが足りないだの、好きなように評ひよう価かしてくれて構かまわない。

　何な故ぜなら僕は直すぐにそれを否ひ定ていしなければならないのだから。

　これまでの僕ならその一言で満足していたに違いない。日々の僅わずかな変化に一いつ喜き一いち憂ゆうし、お互たがいの成長の跡あとを感じながら、日常を繰り返していく。それは例えば柱に刻きざまれた背せい比くらべの傷きずのように、何い時つか振り返って見た時に懐なつかしむ事の出来る生き方だ。

　人生とは斯かく在あるべきだと思う。

　けれど、だからこそ否定しなければならない。

　変わらないものなんて一つもない。

　しかし、変わらないまま残ってしまうものも、存そん在ざいしているのだ。

　それはまるで座ざ布ぶ団とんに落としてしまった珈琲コーヒーの染しみ。日常の中ではあまりにも小さく、気に留とめる事もない。わざわざクリーニングに出して染み抜ぬきをするのも億おつ劫くうで、ついついそのままにしてしまう。気にならないのだから気にしない。見て見ぬフリが出来るのだから、存在しないかのように思えてしまい……気づいた時には、一つの柄がらとしてそこに消えない痕こん跡せきを残している。

　そして僕らは気づくのだ。

　夕食後の満まん腹ぷく感を楽しみながら、炬こ燵たつの温ぬくもりに眠ねむ気けを誘さそわれて。

　ごろりと転がり、座布団を枕まくらにする。

　その時になって、ようやく。

　あぁ、あの時───何故僕は珈琲を零こぼすようなまねをしてしまったのだろうか。
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　軽かろやかではあるもののどうにも耳みみ障ざわりな音楽が響ひびく店内はかなり広い。そりゃ郊こう外がい型がたの大型店てん舗ぽとは比くらべるべくもないが、大半が住じゆう宅たく地ちの我わが町では最大規き模ぼのスーパーだった。

　夕方の時間帯、当然他ほかのお客さんも多い。思い思いに商品を選んでいる彼らの間を縫ぬうようにカートを滑すべらせながら、僕は隣となりをトコトコと歩く少女へと声を掛かけた。

「さて、どうせ『別に』って言うんだろうけど、一いち応おう確かく認にんさせて欲ほしいな」

　腰こしまで届とどく真っ黒な髪かみと光を吸きゆう収しゆうしているとしか思えない黒目がちの瞳ひとみ。対照的に眩まぶしいほどの白い肌はだ。小学五年生とは思えないほど小こ柄がらな身体からだで、器用に人ひと波なみをすり抜ける少女の名は支倉志乃ちゃん。僕の妹みたいな存在だ。

「志乃ちゃん、今こん晩ばんなに食べたい？」

「……別に」

　ほら、やっぱり。

　数えきれないくらい繰り返されてきた問答なので、既すでに答えは分かっていた。

　隣を歩く支倉志乃ちゃんは、特に食の分野において徹てつ底てい的に無関心だ。割と嫌きらいな食べ物は多いものの、出された物について具体的に文もん句くを付ける事はなく、明確に拒きよ絶ぜつするのはグリンピースくらいのもので、困こまった事に好きな食材や料理は一つもない。

　それどころか放っておけば一日の運動に必要最さい低てい限げんのエネルギーを摂せつ取しゆ出来るのなら何だって良いというのが彼女のスタンスだった。

　しかし、料理を作る側から言わせてもらえれば、こういった『今晩何食べたい？』『別に』というコンボは実にやっかいなもので、文句を口にしないのはありがたいのだが、無数にあるメニューから一つを選ぶ作業は実に面めん倒どうなのである。

　毎日あれ食べたいこれ食べたいと注文を付けられるのは非ひ常じように鬱うつ陶とうしい事だけれど、一年三百六十五日、最低限一週間程てい度どのスパンで一いつ貫かんされたメニューを考えるのは結構大変なのだ。貴方あなたが考える以上に、貴方のお母さんは苦労しているのである。

　そんなわけで、お母さんではないが僕も苦く悩のうしていた。

　今日の夕飯は何にしようか、と。

　世の中は常つねに便利さを追求するように出来ているようで、炒いためるか煮にるかの二択たくしかないような僕にさえも簡かん単たんに出来てしまうレトルト系けいの素そ材ざいが数えられないほど並ならんでいる。基き本ほん的には野菜を切って放ほうり込むだけ。中には一食丸々レンジでチン出来るようなのもあるのだ。貴方が考える以上に、貴方のお母さんは楽をしているのである。

　……苦労がある分、強さも必要だって事です。

　ともかく、包丁さえ使えれば何だって出来てしまう今のご時じ世せい、だからこそバリエーションを問われてしまう。

「やっぱり今日もお鍋なべにしようかな」

　それでも、冬場は鍋があるから簡単だ。

　肉も野菜も丸ごと放り込めるし、種類が豊ほう富ふだから味のバリエーションもつけ易やすい。最近は出だ汁しがパックになって売られているから、それを鍋に注いで沸ふつ騰とうさせれば終わりで手間も掛からない。炊たく事で体積も減へらせるから量も多く、栄養バランスも上出来だ。

　そんなわけなので既に定番メニューとなりつつある我わが家やの晩ばんご飯はん事じ情じようなのだが……三日も四日も連続というのは流石さすがに芸がない。いや、そもそも見せられる芸なんて存在しないわけで。

　最初から少ない献こん立だてを必死にローテさせてきた事を考えると、実に今いま更さらな話なのだろうけれどね。

「……別にお鍋で良いと思う」

「ん～、そう？　まぁ、お鍋は飽あきないから良いけど……何鍋が良いの？　カニとすき焼き以外で」

　魚ぎよ介かい類るいコーナーの一角に陣じん取どりその姿すがたを見せ付けてくる冷れい凍とうガニは値ね札ふだが輝かがやいて見えるほどに高こう価かで、お肉コーナーで横よこ綱づなのようにどしりと構かまえるすき焼き用牛肉のグラム単価は、きっと何かの冗じよう談だんなのだろう。半はん額がくシールでもついていない限かぎり、間ま違ちがっても手が出せない。

　相変わらずお財さい布ふが軽かった。

　冬休みは出来る限り志乃ちゃんと一いつ緒しよに居いられるようにとバイトを休んでいたから、家計が真っ赤なのだ。

　さて、ここらで志乃ちゃんと僕との関係について軽く説明しておこう。

　僕らには法的な繫つながりは一つもない。血の繫がりもなければ、戸こ籍せきも全く別。はっきり言ってしまえば、全くの赤の他人という事になる。

　では、何故そんな大学一回生と小学五年生がこうして一緒に夕飯の買い物をしているのかと言えば、それは僕らが擬ぎ似じ的ではあっても家族として過すごしているからである。

　仕事が忙いそがしい彼女の両親の代わりに、我が家で預あずかっているのだ。

　六畳じよう一間のおんぼろアパートで大学生と小学生の奇き妙みようとも言える共同生活は、去年の四月から始まり、いよいよ一周年も近づいている。その間、色々な出来事があり、たぶんこれからも色々な出来事があるのだろうが、概おおむね順調だった。

　しかし……である。

　そんな順調な日々に少しだけ翳かげりを感じているのは、僕ぼくの錯さつ覚かくなのだろうか。

「……何でも良い」

「やっぱりそうなのね。ちょっとくらいは希望を聞かせてもらいたいよ」

「…………」

「そうだな……それこそ、こっそりと籠かごにお菓か子しを入れるくらいな愛あい嬌きようがあっても良いと思う今日この頃ごろなんですが、どうでしょうか、支倉志乃さん？」

　志乃ちゃんはこちらを見ようともしない。

　普ふ段だんから無口無表情な志乃ちゃんではあるが、ここ最近は明らかに素そっ気け無ない。

　幼おさない子が拗すねているように、そっぽを向いて無む視しするような事はない。

　何かしら機き嫌げんを損そこねるような事をしてしまって、それに怒おこっているわけでもない。

　必要以上に警けい戒かいしている。常に何かを考えている。

　もちろん僕は他人の心を覗のぞき見るように把は握あく出来る特別なスキルは持ち合わせていない。むしろ知り合いからは鈍どん感かんだとか愚ぐ鈍どんだとか酷ひどい評ひよう価かを受けているタイプだ。

　だから小学生の女の子の考えている事なんてほとんど分からない。

　それでも今の志乃ちゃんが何を意い識しきしているのかは、ハッキリと分かっていた。

　何な故ぜなら、それは僕も同じだったからだ。

　始まりは一週間前に流れたニュース。

　それは悪あく夢むの再さい来らいを伝えるものだった。

　悪夢の再来……確たしかに悪い夢のような出来事だったのは間違いないだろう。何せ一息に要約するならば『広こう域いき劇げき場じよう型がた猟りよう奇き連続通とおり魔ま殺人』だなんて馬ば鹿かげた文字が列する事じ件けんだったのだから。

　日本各地を転々としながら合計九人もの人を殺害し、その遺い体たいを呪じゆ術じゆつ的儀ぎ式しき的とおぼしき不ふ可か解かいな演えん出しゆつで飾かざりつけ衆しゆう目もくに曝さらし、更さらには警察に対して挑ちよう発はつ的な行動をとり、捜そう査さの手から軽かろやかに逃のがれながら次々と人を殺し。

　そして最後には───自殺した。

　誰だれにも捕つかまらぬまま、唐とう突とつに自ら命を絶たった。

　去年の四月、日本国中を恐きよう怖ふさせた凶きよう悪あく事件。

　それが再ふたたび起こったという、あり得ない話。

　そう、そんな事はあり得ないはずなのだ。

　犯はん人にんは確かに死んだのだから。
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　綾あや瀬せシン。年ねん齢れい二十五歳さい、男だん性せい。

　オレンジ色に染そめ上げた短たん髪ぱつと常つねに笑っているかのような表情が印象的だった殺人者。

　たった一人で九人を殺害した恐おそるべきバケモノ。

　そう……彼は間違いなく怪かい物ぶつだった。

　これは何も、彼が凶悪な殺人犯だから人じん格かくを否ひ定ていしているわけではない。

　確かに人の心があるのかと思うほどおぞましい犯行だった。実じつ際さいに犯行方法の詳しよう細さいについて、一いつ般ぱん人じんの僕には知りようもないし、知りたいとも思わない。しかし煽あおり立てるように過か激げきな文章が躍おどる週しゆう刊かん誌しの記事は虚きよ実じつが混まざっているにしても、ただナイフで刺さしたり首を絞しめたりといった以上の、過か剰じような損そん壊かいが行われていたのは確かだ。不運にも遺体を発見してしまった中学生の女の子が、心を病やんで入院したという噂うわさもあったくらい、酷いものだったのだ。

　更に、九人という被ひ害がい者しやの数も恐ろしい。無む論ろん、大量殺人事件としては悪名高き津つ山やま事件があり、世界中を見み渡わたすまでもなく連続殺人としてこの数は、異い様ようと言えるほどは多くないのかもしれない。

　しかし、当たり前に受け入れられるような事件ではなかった。日本の犯はん罪ざい史し上、類が幾いくらあろうとも関係ない。その時を生きている僕らにとってその存そん在ざいは異様だった。

　まして彼の場合、行動半径が明らかに異い常じようなのだ。北は青あお森もりから南は沖おき縄なわまで、日本国中を転々としながら凶行に及およんでいた。この異常な行動力は他の普ふ通つうの犯罪者にはないものだ。

　だが、当然ながら彼は生身の人間である。

　出身は青森。小さな村の元名士の家に生まれ、地元の中学を記録上は卒業。しかし、一年生の頃ころから何らかの理由で不登校になった。当時を知る人達は、テレビのインタビューに異い口く同どう音おんで知らぬ存ぜぬだったけれど、中学生が不登校になる理由なんて凡およそ一つしか考えられないだろう。

　その後、高校へ進学する事なく二は十た歳ちになる。凡そ八年の間、彼は一歩も家の外へは出てこなかったらしい。少なくとも住民達の誰一人として彼の姿すがたを見た者は居いなかった。だが、そんな引き籠こもり状じよう態たいだった彼を不幸が襲おそう。

　実家で火事が起こったのだ。

　必死の消火活動の甲か斐いもなく家は全ぜん焼しよう。

　家族は助からなかった。

　だが発見された焼死体の中に、彼のものだけがなかった。

　綾瀬シンは何ど処こかへと消えてしまった。

　火事が起こり家人は死し亡ぼう、唯ゆい一いつの生せい存ぞん者しやは行方ゆくえ不明。

　しかもその生存者は社会的信しん頼らいのない引き籠り。

　そうなれば当然、あらぬ噂が立つのはある意味仕方のない事でもある。

　家族と口こう論ろんになり火を放ったのだ、そんな疑ぎ惑わくが彼を襲った。

　結けつ論ろんを先に言ってしまえば、容よう疑ぎは晴らされる。

　捜査の結果───火を放った犯人が特定されたからだ。

　火事の原げん因いんは、母親だった。恐らく息むす子この将しよう来らいを悲観し、無理心中を考えたのだろう。家にはありったけのガソリンと灯油が撒まかれ、その中で彼女は仏ぶつ間まに一人、祈いのるように手を合わせた姿で焼け死んでいたのだ。

　尤もつとも、今となっては本当に母親が犯人だったのかは分からないが、少なくとも当時はそう判はん断だんされ、そして───綾瀬シンは消えてしまった。

　もしかしたら、この瞬しゆん間かんから彼は『悪夢』になったのかもしれない。

　僕が彼を怪物だと思う理由は一つ。

　北から南、東へ西へ。連続殺人犯として異常なほど大きな行動半径。あたかも日本一周旅行でもしているかのような移い動どう距きよ離り。

　これを聞いて、思わなかっただろうか。

　警察は何をしていたのか、と。

　逃にげも隠かくれもせず悠ゆう々ゆうと移動している男を、何な故ぜ捕つかまえられないのか、と。

　その指し摘てきはとても正しい。最初の犯行の段だん階かいで彼の姿は防ぼう犯はんカメラに捉とらえられ、オレンジ色に染めた髪かみという、凡そ犯罪者としては致ち命めい的とも思えるような目立つ容よう姿しが判はん明めいしているのだ。

　道路には検けん問もんを敷しき、駅や空港には警けい官かんを張はり込こませる。市民からの目もく撃げき情じよう報ほうも含ふくめれば、すぐさま居場所を特定し逮たい捕ほ出来そうなものだ。

　にも拘かかわらず、綾瀬シンは最後まで───四月のあの夜まで、捕まる事はなかった。

　それは警察の失態である事に変わりはない。

　しかし、一方で凡そ人間業わざとは思えない事も確たしかだった。

　広こう域いき指名手配となり全国三千人規き模ぼで実じつ施しされた捜査の網あみの目をスルリと潜くぐりぬけ、犯行を繰くり返す。

　その姿は、まるで空間跳ちよう躍やくか透とう明めい化かの『魔ま法ほう』でも使っているようだった。

　綾瀬シンは恐きよう怖ふの具ぐ現げん……そう、あたかも『悪あく夢むに出てくる怪物』のように不意に現あらわれて襲い掛かかり、あっという間に消えて見えなくなってしまう存在だったと言えるだろう。遺い体たいを醜しゆう悪あくに飾かざり付ける犯行方法もあいまって、それこそホラー映えい画がのようだった。

　……いや、今となってはまさにホラー映画そのままなのかもしれない。

　その手の映画に出てくる怪物は基き本ほん的に不死身だ。矢でも鉄てつ砲ぽうでも死なない。炎ほのおの海に沈しずめ、瓦が礫れきの山に埋うめ、撃げき退たいしたつもりになってホッと一息吐ついたところで、五う月る蠅さいほどのＳＥと共に現れる。バッドエンド物でない限かぎり、最後には主人公とヒロインが何とか撃退し平和が訪おとずれるのだが、ラストカットで実はまだ滅ほろんでいなかった事が示しめされたりするものだ。

　それと、よく似にている。

　綾瀬シンは確かに死んだ。

　疑うたがいようもなく、僕はそれを知っている。

　なのに、事じ件けんはまた起こった。

　終わったはずの物語は、まるで急きゆう遽きよ決定された続ぞく編へんのように戻もどってきた。

「あまり考え過すぎない方が良い」

　ドキリと心しん臓ぞうが一つ跳はねて、その衝しよう撃げきで僕は長々と考え事をしていたのだと気づいた。

　正面には空っぽのままの籠かごを載のせたカートがあり、隣となりには志乃ちゃんが居る。無む意い識しきのまま移動していたらしく、ぐるりと半周しデザートコーナーにやって来ていた。

「あぁ……ごめん。ボーッとしてた」

「……別に良い」

「うん、ごめん。一いち応おう、他ほかの人の邪じや魔まにはならなかったみたいだしね」

　しっかりしなくては。

　僕にとって綾瀬シンの存在は忘わすれられないものである。

　けれど、志乃ちゃんにとってもそうなのだ。

　だからこそ、僕がしっかりしていなければいけない。

　そんな事を考えていると、小さな吐と息いきが隣から届とどいた。

「あ、ごめん。また────」
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　慌あわてて謝あやまる僕には応こたえず、志乃ちゃんは徐おもむろにデザートコーナーの棚たなに近づき、背せ伸のびをして上じよう段だんにある商品を一つ手に取ると、戻ってきて堂々と籠へと放ほうり込んだのだった。

「…………」

　無言のまま元の位置に戻ってくる志乃ちゃん。

　籠を覗のぞき込むと、生チョコのカップケーキだった。

「えぇっと……これはいったい？」

「……愛あい嬌きよう」

「あ、あぁ。なるほど、そういう事ね」

　先ほどの僕の要望を実じつ践せんしてくれたというわけだ。

　それはとりもなおさず、気を遣つかってくれたという意味である。

　本当に、情なさけないな。

「でも、志乃ちゃん。僕は『こっそり』って言ったんだよ」

　籠からカップケーキを取り上げ、棚へと戻す。

　カップケーキ一つに四百九十八円は高過ぎる。










真白／




　涼すず風かぜ真ま白しろはその事件について詳くわしく知らない。

　そもそも興きよう味みが湧わかなかったという理由が一つ。

　当時はそれ以上に大きな目的を抱かかえていたからというのが一つ。

　当時の彼女にとって『正せい義ぎの味方』に関する目的、あるいは事じ情じようこそが最さい優ゆう先せんであり、それ以外の何物にも思考を向けるつもりはなかった。彼女の全すべては既すでにそこを中心に動いていた。

　そのため連続殺人事件について、彼女は完全に内向きに動いていたのであり、終わりのほんの一部しか見ていなかったのである。
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「な～に～？　シロ子ちゃんってばもしかしてビビッてる？」

　御み倉くら坂さか観み美みは何い時つだって快かい活かつに笑う。

　ベッドの上、スカートだというのに気にもせず胡坐あぐらをかく姿すがたからもその性せい格かくは窺うかがえるだろう。真まっ直すぐに向けられる攻こう撃げき的な表情に真白は曖あい昧まいに表情を崩くずしながら、心中で苦く笑しようするしかなかった。

　攻撃的、というのは暴ぼう力りよく的とは意味が違ちがう。

　観美は言葉を選ばないし遠えん慮りよする事もないが、それは誰かを傷きずつけるものではなく、生来の性格に起き因いんしている。一言で表ひよう現げんするなら『怖こわいもの知らず』だろう。彼女は率そつ直ちよくなまでに、全ての他人に対して自らを宣せん言げんするのだ。

　集しゆう団だんの中で自じ己こを大声で主しゆ張ちようする事は、即すなわち攻撃である。

　それが他人を飲のみ込む行こう為いだからだ。

　しかし、彼女には他者を貶おとしめる悪意や敵てき意いがない。

　攻撃的ではあっても、暴力的ではない。

　真白はその人格を嫌きらっていない。

　その幼おさなさ、純じゆん粋すいさを好ましくさえ思っている。

　だからこそ、こうして今も彼女の家に遊びにやってきているのだ。

　小学校を卒業し、中学への入学を前にした四月の始まり。元クラスメイトであり、同じ学校へと進学する少女達が集まっていた。テレビのない部屋で会話のネタにされたのは異い性せいに関するものであり、その発はつ展てん先としての連続殺さつ人じん犯はんに辿たどり着いたのだった。

「観美ちゃんは怖くありませんか？　恐おそろしい殺さつ人じん鬼きなんですよ？」

「べっつに～。大だい丈じよう夫ぶだって、怖くないって」

「どうしてそう思うんです？　相手は何ど処こに現あらわれるかも分からない『魔ま術じゆつ師し』ですよ。もしかしたら既すでにこの近くに潜ひそんでいるのかもしれません。そして偶ぐう然ぜん、襲おそわれてしまうかも」

　魔術師。悪あく夢む、怪かい物ぶつ、それらに並ならぶ連続殺人犯の呼こ称しようだった。

　警けい察さつは一向に捕つかまえられない犯人に苛いら立だつ一方で、容よう姿しがハッキリと分かっており全国にその写真を公開しているにも拘かかわらず、未いまだに身元が判はん明めいしない事にも苛立っていた。

　一人で産まれ一人で育った人間など居いるはずがない。顔写真を公開すれば、必ず家族や友人からの情じよう報ほうが入ってくるはずなのに。

　しかし、この点はマスコミにとっては問題ではない。

　むしろ積極的に楽しんでいるようでもあった。

　彼らは事じ件けんやその犯人に名前をつけ、それを流は行やらそうとしているかのようである。

　魔術師はその中でも若じやつ干かんマイナーなものではあったが真白は最も的てき確かくであると考えていた。

「も～、シロ子、ビビリ過すぎ！　あ、でもでも、私としてはむしろ会いに来て欲ほしいくらいだね。あ～、会ってみたいなぁ、お話したい！」

　ケラケラと裏うら表おもてなく笑う観美。

　凶きよう悪あくな殺人犯に会いたいなどと、あまりにも思し慮りよの足りない感かん情じようではあったが、そう考える理由はあった。

「あの人って、かなり良い感じだもんね！」

「分かる分かる！　なんか渋しぶいよね～」

「渋いんじゃなくてカッコいいの！」

　異性への興味から辿り着いた理由。

　観美の憚はばかる事のない大きな声に他ほかの友人達もそう賛同した。公開されている犯人の容姿は、アイドルにも劣おとらない美形だったのだ。オレンジ色の髪かみという非ひ現げん実じつ性の中で、整った顔立ちに柔やわらかな微び笑しようを浮うかべるその姿にインターネット上では既に幾いくつかのファンサイトが立ち上がり、素す性じようの知れない、そのミステリアスさから主に中高生の女子の人気が集まっている。

　殺人犯を美化する不ふ謹きん慎しんさを大人達は当然許ゆるしていない。テレビや新聞の社説などで少女達のそのような風ふう潮ちようを叱しかり、命の重さについて語ってはいたが、往おう々おうにしてこの年とし頃ごろの子こ供どもには大人のそうした言葉は加速剤ざいとなるものだ。

　流石さすがに表立った行動に出る者は居なかったが、ファンサイトの数は順調に増ふえ続け、アクセスカウンタが止まる事はなかった。

　確たしかに写真を見る限かぎりイケメンである事は疑うたがいようがない。

　容姿の美び醜しゆうには興味がなかったが、どちらかと聞かれれば間ま違ちがいなく美男だと答えるだろう。

　だがアレは……好きにはなれそうになかった。

　それは彼女にはあり得ないはずの、理由のない嫌けん悪お感だった。

「また考え事なの？　シロ子ってさぁ、不思議っ子だよね」

「不思議っ子？　わたしが？」

　予想外のその言葉に、真白は呆あつ気けに取られた。

　今まで得た事のない評ひよう価かであり、まさか自分がそんな風に見られているとは思っていなかったからだ。

「観美ちゃん、その不思議っ子の意味はちょっと違うと思いますよ」

「違わないって！　絶ぜつ対たいシロ子は不思議っ子！　しかも天然！　はい、決定！」

　決定されてしまった。

　いったい何の権けん利りがあっての決定なのか……問えば返ってくるのは「私だから！」という論ろん理りを超ちよう越えつしたものだろう。

　それが分かっているから、真白は反はん論ろんしなかった。

　既すでに他の友人も、彼女を不思議っ子という眼めで見始めてしまっている以上、そういう役回りを求められたのだと理り解かいし、納なつ得とくする。

　特別面めん倒どうな事は認にん識しきしていなかった。面倒という点では、彼女達の世界で生きる事の方が遥はるかに上で、不思議っ子という言葉が持つ印象は、むしろ悪くはないものかもしれない。もちろん、彼女にとって決して心ここ地ち良い評価ではなかったが。

「でね、でね」

　観美が真白達に顔を寄よせ、潜めた声で言った。

　内ない緒しよ話ばなしのつもりなのだろうが、彼女の声はよく通り目的を果たした例ためしはない。

　そもそも部外者の居ない室内で声を潜める必要さえないのだから、あくまでそれはパフォーマンスだった。

「会ってみたくない？」

「会ってみたくないって……誰だれに？」

「馬ばッ鹿か！　シロ子ってば、決まってるでしょ！」

「もしかして殺人犯ですか？　まさか居い場ば所しよを知ってるのですか？」

「それこそまさかだって。でも、夜中なら会えるかもしれないっしょ」

　彼女らしい意見だった。

　確かに理り屈くつ上ならば夜間に出会える可か能のう性せいはゼロではない。なんたって、何ど処こにいるのかも分からない犯人なら、付近に潜んでいたとしても不思議ではないのだから。可能性としてあり得ないとは誰一人──例えば警察にしても──保ほ証しようする事は出来ないのだ。

　しかしそれは、あくまでゼロではないだけで決して分の良い賭かけではなかった。

　当然、その意見に賛さん同どうする者は居なかった。

　確かく実じつならともかく、不確定な可能性では頷うなずけるはずもない。

　親の居る夜中に家を出るのは難むずかしいし、巡じゆん回かいしている警察に見つかれば親に連れん絡らくされ、厳きびしい説教を喰くらう事は間違いないのだから。

「絶対外出禁きん止しとかされるって……」

「お小こ遣づかいが……お小遣いがぁ！」

　各おの々おのに悲鳴を上げる少女達。

　軍資金おこづかいの停止は彼女らにとって死し刑けい宣せん告こくに等しい。

　しかもただの夜遊びではなく、殺さつ人じん犯はんに一目会いたかったからだなんて動機を知られたならば、最悪の場合、携けい帯たいを取り上げられるという悲ひ劇げき的な死を迎むかえてしまうかもしれない。死刑宣告を飛び越こえて即そく日じつ銃じゆう殺さつ刑けいだ。

　想そう像ぞうしてしまったその未来リスクに震ふるえ上がるしかなかった。

「わたしも────」

「シロ子は参加ね」

　流れに乗って拒きよ否ひしようとした真白を遮さえぎって、観美が宣言した。

「観美ちゃん、ちょっと待ってください。どうして────」

「今こん晩ばん十一時に校門前ね。親が寝ねてからじゃないと出らんないし」

「あの、わたしの話を────」

「いい？　絶対来るのよ。もし来なかったら……えっと、そうだな～」

「いえ、ですから危あぶないから止やめておいた方が────」

「そうだ、罰ばつゲーム。シロ子の名前で男子にラブレター送ってやるから！」

　それはまた、随ずい分ぶんと恐おそろしい罰ゲームで。

　真白はただただ、溜ため息いきを吐つくしかなかったのだった。
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　脅きよう迫はくに負けたからではなく、真白は観美と共に夜の町を歩いていた。

　いよいよ日付が変わろうとしている時間だった。

　長期休きゆう暇か中の夜よ更ふかしは常つねとはいえ、そろそろ眠ねむ気けに負けそうになる時間帯である。夜更かしには慣なれていたが退たい屈くつな夜の散歩に瞼まぶたも重くなっていた。それは先を進む観美にしても同じようで、目的地のない移い動どうの中で既に五度ほど欠伸あくびを繰くり返していた。

　勝手にラブレターを出されるのは確かに面倒だ。

　真白は普ふ段だんから野や暮ぼったいメガネに三つ編あみというファッション性からは程ほど遠とおい容よう姿しではあったが、それでも常つねに目立っていた。

　何せ、銀色の髪かみである。

　公立の小学校で一人だけ銀ぎん髪ぱつをしていれば嫌いやでも目に付く。

　そして注目されてしまえば、整った顔や大人しい立ち振ふる舞まいに惹ひかれてしまう男子も居るもので……観美を始めとしたクラスメイトからは、やっかみの混まじったからかいを受けた事は多々あった。

「観美ちゃん。やっぱり止めておきませんか？　リスクを負うだけのリターンがあるとは思えません」

「も～、まだそんな事を言うんだから。シロ子ってば、もうちょっと過か激げきに生きようとは思わないわけ？」

「過激、ですか？　いえ、そういうのは……安全安心が一番ですよ？」

「詰つまんない！　そんなの全然さっぱり詰まんない！」

　夜中だというのに、近所迷めい惑わくを顧かえりみない大声だった。

「そりゃさ、シロ子の事じ情じようは知ってるよ？」

　真白の事情、それは髪の色の事である。

　多少の茶髪ならともかくとして、彼女達の通っていた公立小学校で銀髪などという不自然な染せん髪ぱつが易やす々やすと見み逃のがされるはずがない。真白が黒髪を強きよう制せいされなかったのは、彼女の過か去こに起き因いんしている。

　彼女は幼おさない頃ころ、誘ゆう拐かいされた事があった。

　遺い伝でん子しを研究している学者であった両親は当時、頻ひん繁ぱんにテレビに顔を出し、その資し産さん家かぶりも世間に広まっていた。犯はん人にん達はそれを脅おどし取ろうとしたのだった。

　それは結果的に失敗し、彼女は無事助かった。

　しかし、助かった彼女はそこで、人と人とが殺し合う瞬しゆん間かんを見てしまった。

　その恐きよう怖ふから髪が白く染そまってしまったのだ。

　────そういう話になっている。

　真実を知る者は、彼女一人しかいない。

　そう、たった一人しか。

「だから、シロ子が安全安心に生きたいって気持ちは分かる。でも、駄だ目め！　そんなの詰まんないから、駄目！」

　随ずい分ぶんな言い草だと思うだろう。

　心に傷きずを負った少女に対して言うような事ではない。

　だが、観美には悪意や敵てき意いがないのだ。

　彼女は本当に駄目だと思っているから、そう口に出しているだけだ。

　そしてそれが、真白のためだと本気で確かく信しんしている。

「でも、観美ちゃんの言う『つまらなくない』人生というのは、些いささか貴女あなたの背せ中なかには重過すぎるように思いますが？」

「ん？　なにさ、何が言いたいの？」

「いいえ。ただ、リスクを理り解かいしているのかと思いまして」

「そんなの、分かってるってば！　母ちゃんにバレたらマジ人生終わっちゃうねっ」

　実じつ際さいにそうなった時の事を想像したらしく観美が身体からだを震わせる。

　彼女の母親を真白も何度か見た事があったが……知的好こう奇き心しんを抑おさえるのに苦労するほどの巨きよ体たいだった。前ぜん職しよくはプロレスラーか、前世は熊くまか。真白の首程てい度どなら片かた手てでへし折れそうな手で頭を撫なでられた時は、クラスメイトの親である事を忘わすれて生命の危き機きを感じたものだった。

「あぁ、そうですね。あの人なら腕うでの一本くらいは覚かく悟ごした方が良いかもしれません」

「いやいや、甘あまいね。母ちゃんはあれで加か減げんが分かってるからさ、骨ほねを折ったりはしないの。昔、兄ちゃんが財さい布ふから万札パクって遊んでたのがバレた時は二時間耐たい久きゆうサブミッションフルコースだったね。折れる限げん界かいの一番痛いたいところで止めてさ、それが延えん々えんと二時間も！　兄ちゃん、最後は泣きながらおしっこ漏もらしてたな～」

「それを観美ちゃんも味わう事になるわけですね」

「…………」

「きっと観美ちゃんもおしっこ漏らしちゃうんですね」

「ぐっ……いや、いやいやっ！　でも駄目！　やっぱり行くんだから！」

　やはり、折れない。

　一度そうと決めてしまえば、梃て子こでも動かない。

　観美はそういうタイプの人間だ。内側から溢あふれ出すモノが彼女を突つき動かしている。いずれ、歳さい月げつを積み重ねたなら彼女の母親と同じように鋼こう鉄てつのような存そん在ざいとなるだろう。その時まで生きていられたならば、たぶん。

　真白は分かっている。

　観美は分かっていない。

　真白は数歩前を歩く少女の背中を見つめていた。

　若じやつ干かんぎこちない動きの理由は、結局のところ『お母さんに怒おこられる』という程度のものでしかない。

　彼女は僅わずかにも───自分が殺される事を意い識しきしていないのだ。

　夜道を無む警けい戒かいに進む観美には死への恐怖がない。

「観美ちゃんは……怖こわくないんですね」

「はぁ？　もう、シロ子ってばしつこいって。母ちゃんの事は分かってるってば」

　どれだけ歩いただろうか。

　待ち合わせた校門前から随ずい分ぶん歩いたが、付近をぐるっと周っただけらしく、現げん在ざい位置が見み慣なれた公園の近くである事が分かる。スタート地点から直線距きよ離りにすれば一キロほどしかない、完全な地元だ。

「もし犯人に出会ってしまったら、きっと殺されちゃいますよ」

「だからシロ子はビビリ過ぎ！」

　笑っている彼女は、しかし僅かにも未知なる『外側ばしよ』へは辿たどり着けなかった。見慣れた土地を周っただけで、先へと進む事は出来なかった。

　観美は犯人に会いたいと言った。

　しかし、それは本音ではないのだろう。

　彼女は、会えないと思っている。

　自分がそんな恐おそろしい連続殺さつ人じん犯はんに出会う事はないのだと、被ひ害がい者しやに名を連ねる事などあり得ないのだと思っている。会いたいと口にし、会うためにこうしてリスクを背せ負おいながら、『リスクを背負う事』をリターンとしている。

　恐らくは、詰つまらない日にち常じようのスパイスとして。

　そんな馬ば鹿かげた事を考えているのだ。

　真白は───しかし、それでも良いと考えていた。

　観美は自分の行動を自分で選べる人間だ。

　他者に流されるだけではなく、自ら行動する事の出来る人間だ。

　ならば、それで良い。

　彼女は彼女の欲よつ求きゆうに従したがって生きれば良い。

　真白がそうであるように、全すべて自身のために。

　自分のためだけに生きられないような人生など『詰まらない』のだから。

　ただし、選んだ責せき任にんは受けなければならない。

　彼女がどのように生きて、どのような人生を選び、どのように死ぬのか。

　真白の中の興きよう味みは更さらに強まっていた。

　もしかしたら、長い付き合いになるかもしれない。

　自分の側が先に限界を迎むかえるかもしれないが、せめてその時までは観察出来たなら。

「あ……っ」

　そこで───黒くろ髪かみの少女を見た。

　真白にとって全く予想外で、あり得ないほど最悪の偶ぐう然ぜんだった。

　公園へと吸すい込こまれていく、幼おさないその姿すがた。

　たぶん年下だ。そんな情じよう報ほうには意味がないけれど。

　とても小こ柄がらな少女だ。それにも意味はない。

　意味はないけれど、真白はその瞬しゆん間かん気づいていた。

　あれが間ま違ちがいなく『怪かい物ぶつ』だという事実。

　冗じよう談だんではない────。

　見ただけで分かる。分かってしまう。

　連続殺人犯どころの話ではない。

　あんなのに何の準じゆん備びもなく近づけるはずがない。

　恐おそらく、この付近に住んでいるのだろう。

　どうして気づけなかったのか。

　立ち止まった真白に気づかないまま、観美は進んでいく。

　だが真白は止めようなどと、考える事もなかった。

　ただただ、全力で逃にげる事だけを考えていた。





＊　＊　＊






　その後、具体的に何があったのかは知らない。

　翌よく日じつになって観美が入院している事を知った。

　観美と真白が殺人犯に会おうとしていた事を、友人達の口から知らされたのだろう。

　警けい察さつが会いに来たが、途と中ちゆうで帰ったと正直に答えると、それ以上の追及はしてこなかった。

　真白も興味を示しめさなかった。ニュースで映うつった見慣れた公園の風景と、忙せわしなく動く警察官の姿、そしてやけに落ち着いた声で伝えられた連続殺人事じ件けんの報ほう道どう。何が起こったのかは明らかだった。

　入院した観美がどうなったかについても、誰も詳くわしくは語らない。

　ただ一度だけ、友人達がお見み舞まいに行こうとしたが、観美の母親は憔しよう悴すいし切った顔で首を振ふった。二時間耐たい久きゆうサブミッションフルコースをやっていた頃ころの面おも影かげはなく、少女達も諦あきらめたようだった。

　正しい判はん断だんだと真白は評ひよう価かする。観美の容よう態だいについては予想は難むずかしくない。

　知っていなければならない事は知っていなければならない。

　知っていてはならない事は知っていてはならない。

　知る必要のない事は知る必要がない。

　背負ったリスクに対するリターンなど何ど処こにもなかった。

　リスクだけが其そ処こにあった。

　最悪、死ななかったのだから良かっただろうとは思わなかった。

　それ以前に、真白の中から観美への関心が失われてしまった。

　たとえ会えたとしても純じゆん粋すいだった彼女の瞳ひとみの光は鈍にぶく霞かすんでいる事だろう。

　ならばもう、彼女に何の価か値ちもなかったからである。
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　若じやつ干かんの不安定さはありながらも、僕ぼくらの日にち常じように大きな変化は、少なくともそれまではなかった。川に架けられた発はつ泡ぽうスチロールの橋のように、今にも割われて落ちてしまいそうなくせに、意外なほどの強度で保たもたれている。

　しかし、どれだけの強度があろうとも、発泡スチロールには限げん界かいがある。

「そう言えばさ、志し乃のちゃん────」

「……一つ聞きたい事がある」

「おっ？　うん、別に構かまわないけど」

　偶ぐう然ぜん、なのかな？

　言葉が思い切り被かぶってしまい、こちらが引く。志乃ちゃんから話し掛けてくるなんて稀き少しような事だし、後先に関係なく僕が譲ゆずるのは二人の習しゆう慣かんみたいなものだった。

「なんでも聞いてよ」

「……試験は大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「ぐぎゃあ！」

　思わず人のものではない声が出てしまった。

　なんという恐おそろしい少女なのだろうか。

　まさかこのタイミングで、これほど殺さつ傷しよう力りよくの高い話題を振ふってくるとはっ！

　セメスター制せいの我わが大学は一月の終わりから二月の頭にかけて後期試験が行われる。

　大学生の単位取得と言えば何十枚まいかのレポートを書いて評価してもらう姿すがたを想そう像ぞうするかもしれないが、基き本ほん的に一回生は一いつ般ぱん教養と呼よばれる高校時代とあまり変わらない講こう義ぎが多く、所いわ謂ゆる学校でのテストのイメージと何一つ変わらない。配られたテスト用紙に解かい答とうしていくだけのものだ。中にはレポートを提てい出しゆつする試験もあったが、Ａ４用紙で五枚だけという簡かん単たんなものだった。

　そんなわけなので、一いち応おう無ぶ難なんに乗り越こえたつもりではあるのだが……やはり不安はある。

　特に第二外国語──幾いくつかの語学の内、二つ取得しなければならない──に選せん択たくした独ドイツ語ごが恐ろしい。一番英語に近いという事前情じよう報ほうに従したがい、何も考えず選んだのだが、これがなかなかややこしいのだ。

　先生の終しゆう了りようの合図と共に机つくえにうな垂だれ、とぼとぼと帰路に就つき、電車の中で「大丈夫！　大丈夫！」と言い聞かせ何とか切り替かえたのだが、思い出すと今でも恐ろしい気持ちになる。

「そ、そりゃね……志乃ちゃん。君と比くらべちゃ駄だ目めだよ」

　小学生である彼女はまだテスト期間はなかったが、二学期までの成せい績せきを見る限かぎり一いつ切さい心配はないだろう。頻ひん繁ぱんに行われているらしい小テストでは百点満点しか見ていないし、我わが家やでの勉強態たい度どを見ていても不安要よう素そは一つもない。作業的に──それこそ雑ざつ務むをこなしているかのように──宿題をこなす小学生の姿というのは、世間一般の親おや御ごさんにとっては実に頼たのもしいのかもしれないが、僕の人生観からすれば異い常じようというより他ほかにない。だってほら、宿題ってもっとこう、嫌いや々いややるもんでしょ？

　そんな彼女だから、こと勉学に関しては口出しする事もなく、それどころか僕なんかが心配する事さえもおこがましい現げん状じようだった。むしろこちらのテスト前、逆ぎやくに勉強を教えてもらいたくなったのはここだけの秘ひ密みつである。

「……独語は少ししか分からない」

「そうですか、少しは分かるのですか、凄すごいですね」

　完全棒ぼう読よみの簡単な感かん嘆たん。

　いや、だって……僕は少しも分かっていませんから。

　というか、習っていないはずなのにどこで覚えてくるのやら。

「……四年あるんだから、大丈夫」

「いや、別に慰なぐさめてくれなくても良いから。大丈夫、母さんに厳きびしく言われてるからね。留りゆう年ねんなんて絶ぜつ対たいにしないよ」

　志乃ちゃんの頭をぽんと優やさしく叩たたく。

　まったく、小学生に心配されてちゃ世話ないな。

　去年の四月に再さい会かいして以来、僕の中で支はせ倉くら志乃という少女のイメージは随ずい分ぶんと変わった。今いま更さら自分が彼女よりも優すぐれているなんて年ねん功こう序じよ列れつ的な幻げん想そうは抱いだいていない。

　いないのだが……それでもプライドはある。

　なんというか、やっぱり年長者として、小学生に卒業を心配されるのって堪たまらないし。

「……それで、何？」

「ん？　何が？」

「さっき、何か言おうとしてた」

　あぁ、と相あい槌づちはちゃんと声になっていただろうか。

「いや、別に特別意味があったわけじゃないから」

「……そう」

「うん、そうなんです」

　こくりと頷うなずくと、志乃ちゃんはそれ以上聞いてはこなかった。

　誤ご魔ま化かしではなく、本当にただの日常会話だったのだ。

　無言で背せ中なかへと視し線せんを突つき刺さしてくる彼女があんまりにも気になって、何か適てき当とうな話題を探さがしていただけである。

　そう……困こまった事に、先ほどから志乃ちゃんの視線が気になって仕方がないのだ。

　例えば今、こうして台所で洗あらい物をしている時。

　ふと振り返ると、志乃ちゃんが普ふ段だんの定位置である部屋の隅すみから、台所を覗のぞける位置に移動している。こちらが視線を向けると、何事もなかったかのように点つけっ放ぱなしにしているテレビへと顔を向けてしまうのだが、顔を正面に戻もどすとたちまち背中に視線を感じてしまうのだ。

　二人分の、しかも品数が少ない食しよく卓たくで使われた食器。

　幾いくら手て際ぎわが悪いからって、そうそう長い時間は必要としない。

　十分と掛からず終わるその作業の間にさえ、気になるほどだった。

　いったい何事なのかと思うのも当然だろう。

　そんな彼女の変化は買い物から帰って来た夕方からずっと続いていた。
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　数すう刻こく前。

　一週間どころか数日分のメニューさえも不ふ確たしかな食材をスーパーで買った帰り。

　僕は、アパートの近くで意外な人物の姿を見つけた。

「……高たか柳やなぎ、さん？」

　自然と名前を口に出していたのは、それだけ彼女の存そん在ざいが印象的に記き憶おくに残っていたからだった。オフィス街や繁はん華か街がいとは違ちがい、住じゆう宅たく街がいはただでさえ余よ所そ者ものが目に付き易やすい。そんな場所に保ほ険けん販はん売ばい員いんとは違う紺こんのスーツに身を包んだ長身の女じよ性せいが立っていれば自然と目がいくものだろう。

　高柳美み咲さきさん。半年ほど前、何の不幸か巻まき込こまれてしまったとある事じ件けんの、その渦か中ちゆうで知り合った警けい察さつ官かんだ。といっても、彼女は普ふ通つうの刑けい事じさんとは少し立場が違っていた。正せい確かくな身分は実のところ知らないし、知る必要もないだろうけれど……一つだけ分かっているのは彼女が公安警察の人だという事だった。

　声を掛けると、彼女は嬉うれしそうにこちらに顔を向けてきた。

　その態度から偶ぐう然ぜんの再会ではなく、彼女が僕を待っていた事が分かる。

「お久ひさしぶりです」

　とりあえず挨あい拶さつしつつ、彼女との出会いとなった事件を思い出してしまった。

「えっと、もしかしてですけど、まさかまたアレ関係ですか？」

　真っ先に浮うかんだ不安を口にする。

　去年の秋ごろ、僕と志乃ちゃんはとある事件に巻き込まれてしまった。

　ぶっちゃけた話、中心人物というか関係の強い事件だったので、巻き込まれたと表ひよう現げんして良いものなのかどうかは迷まようが、無む限げんを求めた一人の男と共に居いる事を夢ゆめ見みた女の物語は、死という形で終わったはずだ。

「いえ、例の件はもう完全に解かい決けつしたと考えて良いと思いますよ。一いち応おうその後も調ちよう査さしていましたが、表立った活動は見られません」

　そもそもアレは一人の人間の暴ぼう走そうですから、と彼女はハッキリ頷いてくれた。

　あくまで表立った活動であって、裏うらでは何をしているのか分からないが、少なくとも志乃ちゃんにちょっかいを掛けてくるような事がないのなら十分だ。

「じゃあ、いったいどうして？　あ、もしかしたらただの観光ですか？　もしそうなら案内役を買って出ても良いいですよ。まぁ僕だって、あまり詳くわしくはないんですけどね」

「良いんですか？　じゃあじゃあ、是ぜ非ひ通つう天てん閣かくに！」

「何故に通天閣……？」

　思わず首を傾かしげてしまう。

　だってほら……あれって観光名所だったっけ？

　他所から来る人にとっては不明だが、東京タワーほど派は手ででも有名でもなく、大阪生まれとしては、はっきり言っておっさんの土地というイメージしかない。期待して行ってもガッカリする確かく率りつほぼ百パーセントだ。

「でもほら、凄すごくユニークな形けい状じようじゃないですか。なんだか可愛かわいらしくって」

　いえ、僕には眼めをキラキラさせている貴女あなたの方が可愛らしいです。

　高柳さんの実じつ年ねん齢れいは知らないが、年上である事は間ま違ちがいない。

　しかしながら、彼女と話していると時折中高生でも相手してるかのような幼おさなさを感じてしまうのだった。

「でも、大阪ってあまり歩き回るほどの観光名所はないんですよねぇ」

　通天閣にしろ、大おお阪さか城じようにしろ、わざわざ見に来るようなものじゃない。

　観光という意味で言えば京きよう都とや奈な良ら、あるいは兵ひよう庫ごの方が圧あつ倒とう的に面おも白しろいはずだ。その上、特産品らしい特産品もない。大阪の名物料理は何かと聞かれて、どれだけの人がパッと出てくるだろうか。

「あ、あっ、私お好み焼きが食べたいです。おにぎりも一いつ緒しよに注文するのがマナーなんですよね！」

「いや……別にマナーじゃないですから、お好みでどうぞ」

　お好み焼きだけに、って全然上う手まくないね。

「炭水化物同士って凄いですよね」

「…………」

　イタリアンでパスタとパンを一緒に食べるのに、お好み焼きと御ご飯はんが不ふ思し議ぎな理由って何なんだろう？　ヤキソバ弁べん当とうだって普通に売ってるでしょう？

「こほんっ」

　咳せき払ばらいが聞こえて、視し線せんを高柳さんの背はい後ごに向けると、そこに一人の女性が立っていた。

　実に今いま更さらながら──最初から気づいてはいたのだ──彼女の存在を思い知らされる。
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　綺き麗れいな人……なんだろう。

　ショートに切り揃そろえられた髪かみに若じやつ干かんキツイ切れ長の目。高柳さんと同じく紺のスーツを身に纏まとい、真っ黒なロングコートを羽は織おっている。長身の高柳さんと並ならんでいるため小さく感じられるが、女性としては比ひ較かく的長身で、真まっ直すぐに背せを伸のばしている。細身ながらもその姿すがたはまるで武ぶ道どう家かのようで不ふ愉ゆ快かいなほど──とても一いつ般ぱん人じんとは思えない──緊きん張ちよう感があった。

　綺麗な人だと思う、なんて躊躇ためらいが挟はさまれるのは、美形だと思うのに彼女が女性的な美しさを放ほう棄きしたような、酷ひどい言い方になってしまうが冷れい徹てつな印象を与あたえるからだった。容よう姿しではなく印象としてたとえるなら鷲わしに近いだろう。その表ひよう情じようからも態たい度どからも鋭するどさしか感じられない。

「失礼、よろしいかしら」

「ご、ごめんなさい」高柳さんは慌あわてて、「えっと、残念ながら私は観光しに来たわけではありません。仕事の関係で、貴方あなたに会いに来たんです」

「仕事ですか？　えっと、そちらの人も？」

「初めまして、弥や栄さかといいます。貴方の事は高柳から聞いています」

　はぁ、と曖あい昧まいに返しながら小さく頭を下げる。だが弥栄と名乗った女性は返礼する事もなく、当然のように右手を差し出してきた。

　握あく手しゆ───か？

　戸と惑まどいながら、慌てて彼女の手を握にぎる。

　強くもなく弱くもなく、ただ触ふれるだけの短いものだったが、その僅わずかな瞬しゆん間かんにさえ僕はゾッとしていた。

　やけに冷たい体温。手が冷えていたから、ではない。それなら手て袋ぶくろをしていない僕だって同じはずだ。彼女の手は純じゆん粋すいに冷え切っているようだった。先ほどは鷲だとたとえたがこうしてみると爬は虫ちゆう類るいじみてさえいた。

　この人は、苦手だ。

　具体的な理由は見当たらないが、生理的な拒きよ絶ぜつ反はん応のうが生まれていた。

「えっと、いったいどうしたんですか？」

　逃にげるように高柳さんへと視線を向けると、相変わらず大人びた容姿の女じよ性せいは子こ供どもじみた笑え顔がおで「実はですね、ちょっとお話がありまして」と答えた。口調こそ丁てい寧ねいだが、声に親近感が満ち溢あふれている。とても仕事中とは思えないほどの緩ゆるさだ。

　スタイリッシュな長身に大人びた顔立ち。まさしく仕事の出来る女のイメージそのままではあるが、枕まくら詞ことばとして『じっとしていれば』と付けなければならないのが彼女の悲ひ劇げきだろう。

「どこか、落ち着いて話が出来る場所に行きたいわね」

「あ、そうですね。じゃあどこかファストフードにでも」

「……私は落ち着いて話が出来る場所、と言ったのよ？」

「ファストフード、落ち着きません？」

　いやまぁ、どうなんだろう？

　そりゃ高柳さんみたいに感じる人だって居いるのかもしれないし、お喋しやべりには確たしかにもってこいな場所だとも思うけど、基き本ほん的に『落ち着いて話が出来る場所』とは言わないと思う。

　まして、これから話す事を想そう像ぞうするとなお更さらだ。

　どうして彼女達がやってきたのか、僕ぼくに会いに来たのかはまだ分からない。

　だが、十割わりの確率でそれは良からぬ事のはずだ。公安という彼女達の立場から考えて間違いないし、これまでの僕の経けい験けんがその予よ測そくを裏うら打うちしている。いい加か減げん、僕だって危き険けんの匂においを嗅かぎ分けられるようになっているのだ。

　結局、僕の方から近くの喫きつ茶さ店てんでどうかと提てい案あんする。未いまだ昭しよう和わの香かおりを漂ただよわせるそこは、駅前によくあるチェーン店とは違って若わか者ものはまず入ってこない。唯ゆい一いつの店員でありマスターでもあるおばちゃんの口の軽さを除のぞけば、常つねに閑かん古こ鳥どりが鳴いている、静かな場所だった。

　薄うす暗ぐらい店内に入って、四人掛けのテーブルに座すわる。

　頼たのんだのは全員ホット珈琲コーヒーだけだった。艶あでやかに彩いろどられたスイーツなんて存そん在ざいしない町の喫茶店だし仕方がない。まさかこの状じよう況きようで真っ赤なナポリタンを頼む人もいない。

　僕としては高柳さんがもう一ボケしてくれるかと期待したのだが、流石さすがにそれはないようだった。

「それで、どういう御ご用ようで？」

「現げん在ざい、再ふたたび起こっている連続殺人について、正せい確かくには一年前の綾あや瀬せシンの事じ件けんについて話をしに来ました」

　実に単刀直入だった。運ばれてきた三人分の珈琲には高柳さんだけが手をつけている。

　一いつ切さいの誤ご魔ま化かしを含ふくまない瞳ひとみが僕へと向けられていた。

　まったく、嫌いやな予感はよく当たる。

　今回は間ま違ちがいなくその中でも最大級だ。

「話って言われても、僕には何の関係もない事ですよ？」

「どうしてそう言い切れるんです？」

「え、いや……どうしてって言われても……」

「公安わたしが話を聞きに来たんです。普ふ通つうなら、どんな関係があるのかと疑ぎ問もんに感じませんか？　関係がないと断だん言げん出来てしまうのは不自然では？　それではまるで関係があるのを誤魔化しているようですよ」

「────そうでしょうか？　別に普通のリアクションだと思いますよ」

　我われながら、よく切り返せたと思った。

　大だい丈じよう夫ぶ……落ち着け。

　事実、僕自身はほとんど無関係なのだから、何も恐れる理由はない。

　そう、関係ないはずだ。

　関係なんてない。あるはずがない。

　言い聞かせるように、心中で何度もそう呟つぶやく。

　だが、そんな心の動きを読んでいるかのように、弥栄さんは笑った。口元を吊つり上げるようにして、その代わりに瞳だけは変わらない。眼めは鋭いまま口だけで笑っていた。

「安心しなさい。私は貴方あなたに対して何の疑うたがいも抱いだいていない。そう……別に逮たい捕ほだとか、法的に裁さばこうとしているわけではないんですよ。貴方にその心当たりがあるのだとしても、ね」

「……ではどうして、わざわざ？」

「どうして？　わざわざ？　随ずい分ぶんと自分を除じよ外がいするのですね。本当に典型例」

「典型例って……」

「何か隠かくしている人間の典型例。何も知らない人間と何かを知っている人間とでは、その決定的であり致ち命めい的でもある差によって反応が変化するものだから。ここで貴方が問うべきは『何を』でしょう。何も知らない貴方にとって、私の存在は不ふ可か思し議ぎ極きわまりないもの。『何を』聞かれるのかこそが、最大の疑問では？」

「…………」

　酷ひどい嫌けん悪お感だった。丁寧な言こと葉ば遣づかいかと思えば途と端たんに高こう圧あつ的になり、嘲あざけるような見下すような柔やわらかい口調に変わる。

　自覚的に───言葉を使っている。

　それはまるで、真相を語る時の志乃ちゃんに近い印象だった。

　いや、それを更に煮に詰つめて濃こくした、他者を追い詰めるための言葉だ。

　そして今現在、追い詰められているのは僕だった。これでどうして彼女に対して好感を抱けるというのだろうか。ましてこんな不ふ快かい感さえも彼女の自覚的なものなのかもしれないと思うと、なお更どうしようもなくなる。

「すみません、じゃあ言い直します。何を、聞きに来たんですか？」

「犯はん人にんを追い詰めるための情じよう報ほう以外に何がありますか？」

「…………」

　も、もしかしたら本当にただ馬ば鹿かにされてるだけなのか？

　そんな事はないと思うが、確かに今の質しつ問もんは必要のないものだった。わざわざ警けい察さつの人間が世間話をするために遊びにやってくるものか。仕事で来たと言っている以上、事件の捜そう査さに決まっているじゃないか。

　実に当たり前の話……しかし、だからこそ当然の疑問も湧わき上がる。

　何な故ぜ、僕なんだ？

　何故、僕に情報を求めているのか。

　だってそんな事───誰だれも知らないはずなのに。

「実は我われ々われは事件について継けい続ぞく的に捜査を続けていました」

　見み透すかしたようなその一言にドキリと心しん臓ぞうが跳はねた。

「犯人は、自殺したはずですよね」

「ですが新たに事件が発生しました」

「模も倣ほうなのでは？」

「模倣。そうですね、模倣といえばそうなのでしょう」

　随分とあっさり肯こう定ていしたものだ。

　いや、模倣犯であるというのは、現在発表されている警察の公式見けん解かいではあるのだけれど。

　それにしたって……迷まよいがない。

「細かい話は後にして、先に結けつ論ろんを言いましょう。我々は一年前の事件も現在の事件も、不特定多数による一連の犯行だと認にん識しきしています」

「それって……」一度言葉を詰まらせて、せめて堂々と口に出す。「あの事件が組そ織しきによるものだと？」

「その通りです。尤もつとも、組織と呼よべるほどの関連はないでしょうが。そもそも不思議に思いませんか？　全国をまたに掛け凶きよう行こうに及およぶ事が出来た理由。当然、公共交通機関には監かん視しをおき、無数に検けん問もんを敷しいていたのにも拘かかわらず、どうしても捕ほ捉そくする事が出来なかった。果たして、個こ人じんにそのような事が可か能のうでしょうか？」

　連続殺さつ人じん犯はん、綾瀬シンの魔ま法ほう。

　魔法使い、幽ゆう霊れい、悪あく夢む。

　どうやっても捕つかまえる事の出来なかった彼の移い動どう経けい路ろ。

　それを考えれば、当然ながら不特定多数の犯人を想そう像ぞうするのは当然だろう。

　実じつ際さい、春の夜を殺人犯が闊かつ歩ぽしていた頃ころ、複ふく数すう犯はん説は一部ではあっても人気だった。

　目立ち過ぎるその容よう姿しを隠し、警察の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし全国を移動する。

　そのような馬鹿げた魔法の説明として、外せない説だったのだから。

　綾瀬シンの死し亡ぼうによってその可能性は警察によって否ひ定ていされる事となったが、今現げん在ざい、こうして再さい開かいされた『悪夢』をみれば、十分な信しん憑ぴよう性せいがあった。

「彼らはインターネット上のアングラサイトに集まり、そこで日々飽あきもせず人を殺す事ばかり話し合っていました。こういった趣しゆ向こうはそう珍めずらしいものではありませんし、具体性のないものですから法的にも問題ありません」

「インターネット、ですか。でも、確たしかそれは否定されていたはずでは？」

　まぁ、このご時じ世せいだからと言うべきなのか。

　日本中、ひいては世界中とリアルタイムで接せつ続ぞく可能なインターネットは犯はん罪ざいの温おん床しようとなっている。

　情報の信憑性はともかくとして、ネット上に様々な犯罪が横行しているのは事実で、違い法ほうな薬物の取り引きから、盗とう品ひんの売買、恨うらみのある相手への暴ぼう行こうや殺害を依い頼らいする掲けい示じ板ばんまである状じよう態たいだ。事実、それによって事じ件けんが起こっている。

　だからこそ、警察もマスコミも徹てつ底てい的にチェックしていた。

　大手の掲示板を始め、アンダーグラウンドに位置する『裏うらの職しよく安あん』と呼よばれるサイト群ぐん、ひいては個人のブログまで調べつくし……けれど情報はどこにも見つからなかった。

　しかし、弥栄さんは首を振る。

「貴方達が見ることの出来る情報なんて一部だけです」

　インターネットは日本国内に限げん定ていされたシステムではない。

　世界中に、無む限げんに広がっている。

　つまり、日本人が日本語でどれだけ調べたところで限界があるのだ。

　外国のサーバーに設せつ置ちされ、外国語で情報がやり取りされていた場合、日本人がそれに気づく可能性は限かぎりなく少ない。

「犯人は強い犯罪性をもった不特定多数。これは何も綾瀬シンの事件に限った話ではありません。インターネットにさえも限定されない……それは社会の闇やみに常つねに存そん在ざいしている普ふ遍へん的なもの……私は彼らの事を《ブレット》と呼んでいます」

「ブレット……弾丸ブレツト、ですか」

「そう、一定の方向性を与えられた害意の塊かたまり。何らかの理由ひきがねによって解とき放たれたが最後、後はただ一直線に犯罪へと進み、その射しや線せん上に偶ぐう然ぜん居い合あわせてしまった人を見み境さかいなく傷きずつける。そういう連中です」

　感情的になりやすく、暴ぼう走そうしやすい人達……だろうか。

　確かに、そういう事件は少なくないような気はする。

「この連中には明めい確かくな動機がありません。ただ、害意がある」

「動機って、でもそれは、そうなった理由があるわけですし」

「勘かん違ちがいしないで欲ほしい。私はアナリストではありませんよ。家族と不仲だったとか、昔イジメに遭あっていただとか、就しゆう職しよく先さきが見つからずお金がないだとか、そんな理由はマスコミと裁さい判ばんに関かかわる者だけが必要とするものです。犯罪における動機は、政せい治じ的、宗しゆう教きよう的な思想に基もとづいた『確信』以外には存在しません。それ以外のものは、自分達にとって都合の良い免罪符いいわけであり、誰にとっても優やさしい御伽噺フエアリーテイルです」

　流石さすがは公安の人間、といっそ感心してしまいそうなほどだった。

　人が犯罪へ至いたる理由、それは数え切れないほど多い。

　恐おそらく最大は貧ひん困こんだろう。お金がない、日々の糧かてを得る事が出来ない。この場合の糧には嗜し好こう品ひんや娯ご楽らくも含ふくまれる。要はその人物が『それまで継けい続ぞくしてきた生活を維い持じするために必要だと考えているもの』だ。飢うえて一欠片かけらのパンを盗ぬすむ事も、ギャンブルのためにコンビニを襲おそう事も同じ『貧困』である。もちろん印象は大きく異ことなるだろうけれど、往おう々おうにしてこの種の犯罪は上じよう昇しようを求めるものではなく維持や継続のためのものだ。

　次点としては愛あい憎ぞうか。痴ち情じようの縺もつれによる犯罪は数え切れない。重犯罪に至るケースはさして多くはないものの、トラブルという意味ではあるいは貧困よりも確かく率りつが高いかもしれない。

　これらは全すべての人間に内ない在ざいしている──誰もがその立場になった時、高い確率でそこに至る──『動機』なのかもしれない。

　だが、それにしたって弥栄さんの意見はあまりにも極きよく論ろんに感じられた。

「その理り屈くつだと、この世界のほとんどの人は銃じゆう弾だんになっちゃいますね」

　皮肉のつもりでそう口にする。

「その通りよ」だが、弥栄さんは微笑ほほえんだ。「多くの人間は《ブレット》だわ。既すでに使用されているか未使用のまま薬室に眠ねむっているかは別にせよ、動機もなく犯罪に走る危き険けん性を内包する危険因いん子し。『引き金を誰かが引いたから』犯罪に走る弾丸」

　侮ぶ蔑べつ的な口調───だった。

　弥栄さんは表ひよう情じようを僅わずかも変えていない。

　ただ、言葉だけが上から見下しているような、強い違い和わ感を受けるものだった。

　いや……違和感じゃない。

　これはハッキリとした嫌けん悪お感だ。

「犯罪に走るのは一部の人だけです。僕らは弾丸なんかじゃないですよ」

「しかし十分な理由があれば貴方あなたもまた犯罪に走る。違うと言い切れるかしら？」

「……それは」

　言葉に詰つまったのは、正月の出来事を思い出したからだった。

　僕は確かに、犯罪に走った。

　その理由は私し欲よくや私し益えきのためではなく、ある破は滅めつ的な計画を回かい避ひするためのものだったが……確かに放火という犯罪を選んだのだ。その時の事は今思い出しても心が震ふるえる。一方で悔くやんでもいない。あれは僕にとっての『確信』だったのだから。

　十分な理由があれば、僕だって犯罪に走る。それが罪つみだと分かっていたとしても、必要だと信じたのなら僕らはきっとそれを選せん択たくしてしまうのだろう。

　その理り屈くつは分かる。

　けれど───人を殺したりなんてしない。

　そのラインを超こえるのは、やはり一部の、何かしらの『たが』が外れてしまった人だ。

「自分は特別、ね。自分はそうはならないと、本気で思っている」

　だがそれでも、弥栄さんは笑うのだ。

「怒おこらないで下さい。貴方のそれは病気なんですよ」

「病気、とかそういう言い方……」

「決してこの世界から消える事のない、終わりのない人類の罪。《イモータル・ブレット》。全ての人がその病に冒おかされている。噓うそなくしては生きる事も出来ない人間達の病気。だからこそ、私はこうして戦っている。病に冒された犯はん人にん達を罰ばつするために」

　戦う、そう口に出した瞬しゆん間かん、彼女の表情から笑えみが消えた。なるほど確たしかに、それは戦士のような表情だった。強固なまでの意い志しと僅わずかなものも見み逃のがさない瞳ひとみ、そして圧あつ倒とうされる敵てき意い。

　それは彼女の犯はん罪ざいに対するスタンスの表明だった。

　この人は本気で犯罪を憎にくみ、それをなくすために働いているのだろう。

　警けい察さつとして、いささか過か激げきではあるものの、力強く頼たのもしく感じられた。

「……分かりました。協力出来る事があるのなら、協力しますよ。でも、僕ぼくに何が出来るでしょうか？　知っている事なんて何もないと思うんですが────」

「それは本当に？」

「────っ」

「綾瀬シンの事を、貴方は───『貴方達』は本当に何も知らないんですか？」





＊　＊　＊






　僕は何も知らない。

　何も分かっていない。

　けれど、僕はあの日、何かを知って何かを理り解かいしなければならなかったのだろう。

　弥栄さんの追及には知らぬ存ぞんぜぬで通すしかなかった。自分でも分かるほど青ざめた表情、論ろん理り性せいの欠片かけらもない否ひ定ていの言葉、目を合わせる事も出来ない態たい度どからは、誰の眼めにも噓は明らかだったろうけど、貫つらぬき通すしかなかった。

　弥栄さんの嬲なぶるような遠回しな質しつ問もんが今も耳にこびり付いている。

　全部分かっていて、たぶん確信に至る証しよう拠こもありながら、単刀直入には切り込こんでこない。

　僕が今こうして帰き宅たく出来ているのも、彼女があえて見逃してくれたからだ。

『また、いずれ話を聞かせていただく事になると思います』

　別れ際ぎわ、彼女はそう太い釘くぎをさしていった。

　憔しよう悴すいしながらあの夜の『悪あく夢む』をリピートし続ける僕にとって、あたかも死し刑けい宣せん告こくのようだった。

　だが心配げな高柳さんに見送られて帰り着いた後も、問題はあった。

　よっぽど酷ひどい顔をしていたのだろう。

　帰ってきた僕を見て志乃ちゃんはどうしたのかと聞いてきた。

　正直に答えられるはずがなかった。

　僕の───僕らの過か去こについて誰かに知られていたかもしれないなんて言えるはずがない。

　あの日の出来事を知られているなんて、そんな事は絶ぜつ対たいに。

　あれは僕らの中だけで終わらせなければならないもの。全すべてをなかった事にして、日にち常じようを演えんじ続けなければならない出来事なのだ。

　しかし、真っ黒な瞳で全てを見通す彼女に生なま半はん可かな噓は通用しない。

　そんな彼女を騙だませるだけの噓を吐つけるほど頭が回転するわけではない。

　それでも、僕には『公安の高柳さんと偶ぐう然ぜん会っただけだよ』としか言えなかった。

　その結果がこれである。

　洗あらい物を終えて炬こ燵たつに足を突つっ込むとたちまち熱気が肌はだに喰くらいついてくる。その感覚は実に心ここ地ち良いもので、特に冷え切った手などはジンジンと痺しびれるのだ。堪たまらず「ふぅ」と吐と息いきが漏もれる。やっぱり日本の冬には炬燵が最高だろう。発明した人は間ま違ちがいなく天才だ。

　とまぁ、そんな風に幸福感に包まれている最さ中なかにも、志乃ちゃんの視し線せんを感じた。それは決して、炬燵に温められて見苦しいほどに緩ゆるんでいる僕に対する奇き異いの視線ではない。実じつ際さい、隣となりにそんな男が居ればある種の気持ち悪さを感じてもおかしくなさそうだが、これは明らかに別のものだった。

　警けい戒かいしている……のだろうと思う。

　未いまだ微かすかに痺れている手を何度も握にぎり締しめながら、少女の視線を横目で返す。

　あんな拙つたない誤ご魔ま化かしが通用するはずがない。公安の人間が会いに来た、なのに具体的な内容については話さない。我われながら不自然極きわまりない事は自覚している。聡そう明めいな彼女が僕の態度とタイミングから凡おおよそ勘かん付づいてしまったとしても不思議ではない。

　まして、たぶん。

　彼女だってある種、覚かく悟ごしていた事だろうし。

　炬燵の天板に顎あごを載のせ、壁かべに掛けたカレンダーへと視線を移うつした。

　あれからもうそろそろ一年経たとうとしている。

　再さい開かいされた悪夢は、何ど処こまで僕らの過去を再さい生せいするのだろうか。










リプレイ０１／




　春が、町を彩いろどっていた。

　まだ若じやつ干かん肌はだ寒ざむい夜の残る三月下げ旬じゆん、テレビでは桜さくらの情じよう報ほうが主流となり、沖おき縄なわから北上していく桜前線のニュースを誰だれもが見守っていた。それに併あわせて花見弁べん当とうの広告が続いている。色いろ鮮あざやかなそれらは、どれもこれも学生の僕にはかなりお高いものばかりだ。そのくせ、入っているおかずはあまり美お味いしそうに見えない。見み栄ばえは確かに良いのだが、もうちょっとお肉が多くても罰ばちは当たらないだろうに。お弁当屋さんの幕まくの内うち弁当もそうだが、わざわざ自分で買って食べる気にはならない。

　そんな事を考えながら、ぶらぶらと散歩していた。

　生まれ育った大おお阪さかの町、四年ぶりの帰き郷きよう。

　比ひ較かく的古い住じゆう宅たく地ちで、田畑が一面に広がるような田舎いなかではないものの、瓦かわ屋らや根ねの木もく造ぞう一戸建てが目立つ町まち並なみはとても落ち着いた印象を与あたえる。テレビで取り上げられるほどの『味わい』はないけれど、日本的な穏おだやかさがあった。

　尤もつとも、それもいずれは昔の話になってしまうのだろう。劇げき的てきではないものの各所に変化の跡あとが散見され、今もほら、道を歩いていれば金きん属ぞくの防ぼう音おん壁へきによって仕切られた敷しき地ちが場違いなほどに目立っていた。どうやらマンションを建けん設せつしているらしい。

　都市部から各駅停車でも一時間と掛からないような立地。隣りん県けんの新しん興こう住宅地から特急に乗って職しよく場ばへと向かわなければならないようなこのご時じ世せい、放置しておくにはあまりにも惜おしいのは間違いない。

　変わっていくのは、止やむを得ない事なのだろう。

　そんな風に適てき当とうな感想を抱いだいていた。

　特別惜しい気持ちはなかったからだ。

　もちろん、四年間引ひっ越こしていたとはいえ地元なのだから残念に思う気持ちはある。

　小学生の時、遠足に持っていくおやつを真しん剣けんに吟ぎん味みしていた駄だ菓が子し屋やさんはもうなかった。昔はパン屋さんだったのが何い時つの間にかドーナツ屋さんになっていた。駅前のコンビニが出来て、二十四時間経けい営えいの定食屋も出来ていた。

　特に駄菓子屋については、思い出が多いだけに残念である。僕らの時代から既すでに緩やかに消しよう滅めつしかかっていたのだから、いずれコンビニや大型店に飲み込まれるのは予想がついていた事ではあるけれど。

　それから、もう一つ。

「ここが変わっちゃってるのは微び妙みようだよなぁ」

　思わず声が引き攣つってしまうのは、太ふと腿ももほどまでの柵さくに囲われた公園のせいだ。

　学区内にある一番大きな公園。大きい、広いという感覚は子こ供どもにとってのもので、残念ながら野球が出来るほどではない。台形に近い形をしているため比ひ較かくは難むずかしいが、面積的にはバスケのコート三つ分といったほどではないだろうか。

　こうして新たに大学生になろうとしている今の僕にとって、あの頃ころ感じたような自由は何ど処こにもなかった。むしろこんなに小さかったのかと驚おどろいたほどだ。

　しかし、僕らにとって最大の遊び場であった思い出は事実だ。

　塗と装そうがひび割われた滑すべり台だいを逆ぎやく走そうし、握にぎると錆さびの臭においがするブランコで靴くつを飛ばし、コンクリートで出来たトンネルの中でお菓子を食べ、藤ふじの木が巻まき付いた鉄柵に登り、無数に散らばる犬いぬ猫ねこの糞ふんで大切なボールを台無しにした。

　それが今はどうだろう。

　目の前に広がるのは、綺き麗れいに整せい備びされた遊具に洒落しやれたテラス付きの休きゆう憩けい所じよ。砂すな場ばには動物除よけと思われる柵まである。元々は垣かき根ねだった公園の囲いもチョコレート色に塗ぬられた鉄柵になり、藤の木は完全に撤てつ去きよされていた。

「ん～、まぁ綺麗は綺麗なんだけどね」

　子供にとっても大人にとっても安心安全な公園である事は間違いない。

　特に休憩所の隣に建つトイレは素す晴ばらしく改かい善ぜんされたと思う。かつては男女共用な上にコンクリート壁へきにぶちまけるだけの小便器、狭せまくて薄うす暗ぐらく、汚きたなくて臭くさい、近づきたくない場所だった。

　それが今は、小ぢんまりとはしているものの男女は別になり、入り口は丁字型の磨すりガラスで隠かくされている。外観もモザイク柄がらのタイルで装そう飾しよくされて悪くない。中までいちいち確かく認にんはしないが、きっとそれなりに綺麗になっている事だろう。

　そういったプラスの要よう素そもあり、変化を否ひ定ていするつもりはない。

　しかし、だ。幾いくらなんでも劇的に変わり過ぎである。

　ここまで変化してしまうと、最も早はや同じものとは思えない。

　久しぶりに──ここで遊んでいたのは小学校くらいまでなので六年以上になる──立ち寄よって当時を懐なつかしもうという僕の思おも惑わくは、外から眺ながめただけでも、ものの見事に空から振ぶったのだった。

　ま、けれど────。

　それでも、がっかりはしたものの落らく胆たんというほど大げさではない。

　帰って来たという懐かしい気持ちと同時に、新天地のような喜びがあったからだ。

　それはたぶん、僕の心理状じよう態たいにも左右されているのだろう。

　リセットボタンに等しい愚おろかな行こう為いなんだって分かっていた。けれど、逃にげ出した僕を他ほかの誰だれが批ひ難なん出来るだろうか。いや、逃げ出したわけじゃない。僕はただ、これ以上付き合いたくなかったのだ。そんな責せき任にん、ないだろう？

　四年前、親の仕事の都合で引っ越す事になった九州の土地で僕は悲しい経けい験けんをした。大切な女じよ性せいを失い、大好きだった友人とも距きよ離りを取るしかなかった。今思い出しても心が軋きしむ。何時かはそれらも乗り越こえていけるのかもしれないけれど、今の僕にはその壁かべはあまりにも大きく厚あつい。

　だが大学が始まれば、気づけば言い訳わけを繰くり返すばかりの毎日も終わるだろう。

　その意味で、生まれ育ったこの大阪の町は『安心出来る新天地』だった。

「都合のいい話だな、まったく」

　情なさけなくて、笑ってしまう。

　自じ虐ぎやくになり切れない自虐が心を満たしていた。

　そんな心理状態が力となって引き寄せてしまったのだろうか。

　偶ぐう然ぜんと言えば、本当に偶然でしかない。そう言ってしまえば、それだけで終わってしまうほど簡かん単たんな事で、しかし後から思えばある種の運命だったのではないだろうか。神様なんて信じていないけれど、神様によく似にた誰かに導みちびかれた可か能のう性せいは否定出来ない。

　少なくとも、僕はそれを絶ぜつ対たいに否定しようとは思わない。

　散歩の目的は夜食だった。午後十一時半を回って、ようやく引っ越し作業が終しゆう了りようした。これから四年間お世話になる六畳じよう一間の掃そう除じをし、届とどけられた家具を並ならべ荷物を適当に放ほうり込み、洗せん濯たく機きや冷れい蔵ぞう庫この設せつ置ちを行い、こんな時間になってようやく全すべての段ボール箱を攻こう略りやく出来たのだった。ちなみに一昨日おとといから始めて、ようやくである。

　初日と二日目は途と中ちゆうで面めん倒どうくさくなって後回しにしてしまったのだが、資し源げんゴミの回かい収しゆうが明日だったのでこれ以上は延のばせなかったのだ。ただでさえ狭い六畳の部屋を、段ボールで更に狭くする事もない。

　入学式のための準じゆん備びも済すませた事だし、後はゆっくりとその日を待つだけである。

　というところで、一仕事終えた自分の胃い袋ぶくろへのご褒ほう美びとして夜食を買うために、適てき当とうにぶらつきながらコンビニへと歩いていた。

　疲つかれてはいたけれど、こうもお腹なかが空いていたんじゃ落ち着いて眠ねむる事も出来ない。

　もちろんこの時期、世間を騒さわがせている連続殺人事じ件けんは知っていた。

　犯はん行こうの全てが夜間である事も、大阪に来ている可能性が高い事も、夜間の外出を控ひかえるよう言われていた事も全てテレビで知っていた。が、気には留とめていなかった。むしろ気になるのは空くう腹ふく感と寒さだ。夜空は晴れ渡わたりあまりにも静かな空気にぶらついてしまったが、食料を買い込こんだら即そつ行こうで家へと帰り、炬こ燵たつに飛び込むつもりだった。

　それくらい余よ裕ゆうがあった理由は、この町の治安だった。

　ちゃんと鍵かぎを掛かけていないと自転車は即行で盗ぬすまれるし、何気に引ったくり件けん数すうランキングの常じよう連れんだったりするけれど、少なくとも凶きよう悪あく犯はん罪ざいの話はとんと聞いた事がない。僕の親より少し上の世代はよほど遠出する時以外は自じ宅たくの玄げん関かんに鍵を掛ける習しゆう慣かんが最近までなかったほどで、そういう年配の方々が少なくない土地なのである。

　この町なら大だい丈じよう夫ぶだろうという根こん拠きよの無い安心感があって、僕ぼくは躊躇ためらわなかった。

　実じつ際さい、道には僅わずかながら人の姿すがたがある。街灯に加え周囲の家屋から漏もれ出す光もあって、日付も変わろうという深夜でありながらさほど暗さは感じられない。流石さすがに全ての闇やみを打ち払はらう事は出来ないわけで、そこかしこに人目を拒こばむ空間は存そん在ざいしていたが、そこから何かしら良くないものが飛び出してくるなんて、今時子こ供どもだって思わないだろう。

　現げん代だい日本と大げさに括くくるつもりはないが、少なくともこの町はお化けを始めとする未知の存在にとって非ひ常じように住み難にくい土地である事は間ま違ちがいない。

　ふらりふらふら、と緩ゆるやかな足取りで向かった先は公園近くのコンビニだった。近所に乱らん立りつしているコンビニの中でそこを選んだ理由は特にない。公園を見たかったというわけでもなく、単たん純じゆんに思いついたからだった。

　ガラス張ばりの店内から溢あふれ出す煌こう々こうとした輝かがやきが住宅地の中で明らかに浮ういている。山しか見えないようなど田舎いなかではあるまいし、街灯はもちろん各所に立っているのだが、それでも異い質しつである。

　尤もつとも、光があるからこそ闇が際きわ立だつという点はあるだろう。

　車一台が通れる程てい度どの道を挟はさんで隣となり合わせている公園には無数の影かげが出来ていた。

　光が作り出した闇の檻おりへと視し線せんを向ける人は多くないだろう。特に仕事に疲れ帰宅を急ぐ社会人にとっては意い識しきする事さえきっとない。日にち常じようという絵画のいわば額がく縁ぶちでしかない一風景として通り過すぎる事しかなかったはずだ。

　僕だって大学が始まって、新たな生活を送るようになればもうそこにある風景を意識する事はなかったと思う。

　だから、僕がそれに気づけたのは、本当に偶然以外のなにものでもなかったのだ。

「え……っ」

　暗くら闇やみの公園に微かすかに見えたそれに、呼こ吸きゆうが一いつ瞬しゆん止まる。

　歪いびつな台形をした公園の片かた隅すみには四年前にはなかった休きゆう憩けい所じよがあって、木もく製せいのテーブルと椅い子すが置かれている。それもまた、変化の中で際立ったものの一つだった。

　そこに───人が居いた。いや、椅子に座すわった状態で、テーブルに伏ふしていた。

　繁はん華か街がいからは若じやつ干かんの距離があるこの辺りにも、止やむを得ない話ではあるが、ホームレスは居る。路上で寝ね泊とまりしている姿はほとんど見た事がなかったが、リヤカーを引きながら資源ゴミを拾い集めている姿はそう珍めずらしいものでもなかった。

　しかし、そこに倒たおれていたのは汚よごれた服ふく装そうをした成人男だん性せいの姿ではなく、信じられない事に、まだ幼おさない───恐おそらくは小学生程てい度どの少女だったのだ。

　言葉にならない声が漏れて、全身が硬こう直ちよくした。

　それは僅かな間で、すぐさま脳のうから指令が下る。

　冗じよう談だんじゃないっ！

　そんな気持ちで僕は公園を区切る柵さくを乗り越え慌あわてて駆かけ寄よった。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　声に対する反はん応のうはなかった。

　だが、肩かたを摑つかんだ手に高い体温を感じた。

　最悪の可能性を考え心底冷え切っていた手にそれは熱いほどで、見覚えのあるセーラー服に包まれた背せ中なかが規き則そく的に上下している。見える範はん囲いでは外がい傷しようもなく衣類に汚れや乱みだれもない。

「……寝ねてる、だけ？」

　自分に確かく認にんするように呟つぶやいて、それから大きな溜息が漏れた。

　長く間ま延のびするそれと共に、全身の冷や汗あせを感じる。

　良かった───そう思う一方で、なんて人ひと騒さわがせなという苛いら立だちもあった。

　だが、安あん堵どしたのも束つかの間、今度はあまりの異い様ようさに困こん惑わくする。

　確たしかにこの町は治安が良い。件くだんの殺さつ人じん犯はんだってきっと居ないだろう。

　根拠に乏とぼしい妄もう想そうではあるが、住人にとってはある程度、共有出来るもののはずだ。

　けれど、それとこれとは話が別である。

　明らかに未成年である少女が一人、公園で寝ているのだ。

　はっきり言ってしまおう。僕はその時、関かかわりたくないなぁと考えていた。

　だってそうだろう。こんなの、控ひかえめに言ってもまともなシチュエーションじゃない。

　トラブルの臭においがこれでもかといわんばかりに漂ただよっている。

　とは言え、見てみぬフリというわけにもいかない。無む視しして立ち去ってしまいたい気持ちは確かだが、今いま更さらそんなわけにもいかない。女の子をこんなところに一人にしてはいられないし、暖あたたかくなってきたとはいえ、まだまだ夜風は冷たいのだ。あらゆる意味で、身の安全に関わる。

「お～い、ちょっと。こんなとこで寝ちゃ駄だ目めだよ」

　肩に掛かけた手を何度も動かす。手のひらに伝わるのは体温だけではなく、驚くほど細くか弱い身体からだの感かん触しよくだった。少女が僕が思っている以上に幼い事を伝えていた。下へ手たに力を加えたなら、そのまま砂すなで出来た山のように崩くずれてしまうのではないかと思うほどだった。

　自然と乱らん暴ぼうだった腕うでの動きは弱まり、冷静になった思考がその少女の正体を探さぐる。

　まず目に付くのは衣服だろう。この辺りの学校のものではない、しかし何ど処こかで見た覚えのある意い匠しよう。続いて、少女の妙みように長くて黒い髪かみ。何たって垂たれ下がるそれは腰こしほどまで届とどいている。

　そして───月明かりに照らされる白い顔。

「あ、れ……？」

　それを見た瞬しゆん間かん、四年前の記き憶おくが津つ波なみのように溢あふれてきた。

　実はその時、僕は彼女の存そん在ざいをほぼ完全に忘わすれていた。名前が思い出せないとか、どんな顔だったかとか、そういった喪そう失しつではない。記憶の片かた隅すみに追いやってしまって、日常の中で反はん芻すうする事のない、忘ぼう却きやくだ。

　だからそれが溢れ出した時、本当に驚おどろいてしまった。

「まさか、志乃ちゃんっ!?」

　支倉志乃。その名前は無む性しように懐なつかしく、しかし口に出してみれば自然だった。

　最後のピースが合わさった時のように、妙な安堵と寂せき寥りようを感じる。

　それはたぶん、僕がまだ大阪にいた過か去この時間を再さい生せいするものだったからだろう。





＊　＊　＊






　彼女との出会いは、僕が小学生だった頃ころに遡さかのぼる。

　ある日突とつ然ぜん、母親が見知らぬ子こ供どもを連れて帰って来た。

　当時三歳さいになったばかりの、支倉志乃ちゃんだった。

　今から思い出しても、本当にいきなりだったと思う。もう少し知ち恵えがついていたなら、母が誘ゆう拐かいしてきたのではないのか、あるいは隠かくし子なのではないかと疑うたがっていただろう。幼かったからこそ、僕はその突然の闖ちん入にゆう者しやを驚きこそすれ、自然と受け入れる事が出来たのだ。

　仕事で忙いそがしい両親の代わりに預あずかってあげよう、というのが母さんの主しゆ張ちようだった。

　元から尻しりに敷しかれていた父さんは反対しなかったし、僕にしたって反対する理由は特になかった。というか、既すでに母親同士で話がついていて、今いま更さら男二人が反対したところで決定は覆くつがえらなかっただろう。

　その日から僕に妹が出来た。

　実を言うと、妹の存そん在ざいにはちょっとだけ憧あこがれていたのだ。

　出来れば弟の方が良かったし、別べつ段だん七たな夕ばたの短たん冊ざくに書くほど欲ほつしていたわけではなかったけれど、一人っ子の僕にとって家族が増ふえた事は素す直なおに嬉うれしかった。

　だが……そんな興きよう味みは長く続かないものだ。

　最初の頃こそ「一いつ杯ぱい仲良くなろう」「良いお兄ちゃんになるんだ」と熱を入れていたが、やがて居いるのが当たり前になれば、それはもう特別ではなく、興味の対象からは外れていった。

　子供が、散々欲ほしがっていたペットの世話をしなくなるのと似にているのかもしれない。

　世の中の大半の兄弟と同じだ。

　お互たがいを常つねに意い識しきしているなんてあり得ない。

　毎日顔を合わせているのだから、別に今日遊ばなくても明日にすれば良い。

　居るのが当たり前になれば、居る事の特とく別べつ性せいが失われる。

　まして、ただでさえ歳としの差があって共通する遊びもない。小こ柄がらで弱々しく見える彼女を男子の遊びに連れてはいけないし、そんな事をしたら友人達から大だい顰ひん蹙しゆくを買うのは目に見えている。

　かと言って、家の中でオママゴトなんて死んでもお断ことわりだ。母さんから買い与あたえられた女の子向けの絵本や玩具おもちやは、最初こそ妹のためにと嬉き々きとして引っ張ぱり出していたものの、直すぐに飽あきた。

　酷ひどい兄だと思う人も居るかもしれないが、遊びといえばドッジボールかバスケか……とにかくボールを使ったもの意外考えられなかった当時、よほど雨でも降ふっていなければ家の中に籠こもって人形遊びに耽ふけるなどあり得ない選せん択たくだったのだ。男の子なら分かってくれると思う。

　結局、それ以い降こう九州へと引っ越す日まで、僕らは兄妹きようだいとして平和に過すごしながらも、別段深く関わる事はなかったのだ。

「……う～ん、どうなってるんだ？」

　そんな妹しのちやんと再さい会かいした僕だったが、この異い常じような状じよう況きように困こん惑わくするしかなかった。

　いったいどうして、彼女が公園で寝ねてるんだ？

　素人しろうと目めでしかなく確たしかとは言えないが、何らかの病気のようには思えない。内ない臓ぞうや脳のうの疾しつ患かんが原げん因いんだとしたら判はん断だんのしようもないが少なくともただ眠ねむっているだけのように思えた。となると……もしかしたら家出だろうか？

　真っ先に思い浮うかんだのは彼女の家庭についてだった。

　小学生の子供が一人、野外で眠っている。そこから家庭環かん境きようの、マイナス方向への変化を想そう像ぞうするのは当然の事だろう。まして僕は彼女の家庭の事じ情じようを知っているのだからなお更さらだ。

　そういえば僕も昔、一度だけ家出をした事があった。

　その時は確か───志乃ちゃんと同じように、この公園に居た。何い時つもは友人達と騒さわぎ走り回っているその場所で一人きり、ぶらんこに乗っていた。その頃ころ、僕らの間ではぶらんこから飛び降おりる飛ひ距きよ離りを競きそう事が流は行やっていた。靴くつ飛とばしに飽あきた誰だれかが始めたその遊びは、幼おさない頃にありがちな無む謀ぼうさと同どう義ぎの勇気を試ためすもので、誰もがビビッている自分を悟さとられたくなくて、積極的に挑ちよう戦せんしていた。

　飛距離を出す上で必要なのはより大きく漕こぐ事とタイミングだ。立ち漕ぎで支し柱ちゆうとほとんど並へい行こうになるくらいまで勢いきおいを付ける。でも、頂ちよう点てんから飛べば良いわけではなくて、それでは大した距離も出せず、無む駄だに高いところから飛び降りるだけになってしまう。

　考えてみれば、僕はそこで運動エネルギーと位置エネルギーの関係について体感したのだろう。学んだわけではない。理り解かいしていたわけではない。その証しよう拠こに、テストの成せい績せきは振ふるわなかった。ただ、僕らはそういった現げん象しようがある事を体感した。

　話を戻もどそう。

　家出をした僕はそんなぶらんこに座すわりながら、けれど漕ぐ事もなくじっとしていた。

　一人きりでは意味がなかったからだ。下らない事を話し合い、どうでも良い事に一いつ喜き一いち憂ゆうする……そんな相手が必要だった。それは寂さびしいという感情とは少し違ちがっている。確かに寂しかったし一人きりで居る事に不安を抱いだいていた。でもどうしてもぶらんこを漕げないでいた理由はとても単たん純じゆんで、一人では少しだって楽しくなかったからだった。

　結局、陽ひが完全に暮くれて夜の闇やみが肌はだに触ふれるほど近づいてきた頃、空くう腹ふくに負けた僕はとぼとぼとした足取りで家に帰った。玄げん関かんで迎むかえてくれた母さんは酷ひどく怒おこった顔をしていた。それは見み慣なれたもので、無言のままビンタされても、「なんだよ！」と苛いら立だちしか感じなかった。だいたい、捜さがしに来てくれるものと期待していたのに、母さんは何い時つも通り夕飯を作っていたのである。

　ただ、仕事から帰って来た父さんは言った。

『母さんを悲しませるな』

　ああ───悲しんでいたのか。

　その日の夕飯が普ふ段だんよりも少しだけ美お味いしく感じられたのは、空腹という調味料によるものではなくて、もっと別の思いが届とどいたからなのかもしれない。

　そう思う事が出来たのは、もうちょっと後になってから。

　家出の理由を自覚したのは、更に後になってから。

　あの日の僕はたぶん、寂しかったのだと思う。

　だから家を出ようとした。独ひとりになろうとした。

　矛む盾じゆんしていると思うだろうか。

　もしそう考えるのだとしたら、それは酷く正しい。

　紛まぎれもなく矛盾していた。

　捜して欲ほしい。心配して欲しい。

　不安になって、悲しんで欲しい。

　自ら手を離はなす事で、更に踏ふみ込こんで手を伸のばしてもらいたいという願いの籠った賭かけだ。それは駆かけ引きでさえない、純じゆん粋すいで幼く利り益えきを約束されない欲よつ求きゆう。

　眠る少女の姿すがたに僕はかつての自分を見たような気分だった。志乃ちゃんもまた、そういった理由で家出しているのではないか。

　捜してくれる誰かを、求めているのか。

　寂しさを埋うめてくれる人を────。

「おい！　お前っ、何をしているっ！」

「はい？」

　突とつ然ぜんの怒ど鳴なり声。

　そして強きよう烈れつなタックル。

　混こん乱らんした脳みそが認にん識しきした、その人物の服ふく装そうは────。
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　まぁ、当然といえば当然なのかもしれないさ。

　考えてみて欲しい。貴方あなたが夜道を歩いていたとして、ふと視し線せんを横に向けるとそこには若わかい男と少女が居いる。少女の方はぐったりとしていて、男の手は無む造ぞう作さに彼女の身体からだに触ふれている。あぁ、見ようによっては首に手を掛かけているようにさえ見えたのかもしれない。

　さて、世間はというと殺さつ人じん犯はんの話題で持ち切りである。しかもそいつは夜間に行動している。被ひ害がい者しやに共通点はないらしく、少なくとも今のところはないようだが、今後少女が標的になる可か能のう性せいもあるわけで、各地で奥おく様さま方がたの不安の声が報ほう道どうされていた。

　そのような情じよう勢せいで前ぜん述じゆつしたような場面に直面した時、どうするだろうか。

　僕ぼくなら迷まよわず警けい察さつに通つう報ほうする。誰だってそうするだろう。

　だが、そこに更さらに条じよう件けんを追加すると──目もく撃げきしたのが警察官だったならば──そのまま逮たい捕ほという流れになるのは必然だ。道理であり条理である。

「でもですね、問答無用で捕ほ縛ばくってのはどうかと思うんですよ」

　そんな指し摘てきに対して、いきなりタックルをかましてきた上にそのまま拘こう束そくし手て錠じようを掛け、応おう援えんに駆かけつけた同どう僚りようと一いつ緒しよに乱らん暴ぼうに連行してくれた警官は、『明らかに怪あやしかったんだから仕方ない』というニュアンスの言葉を返してくれた。

　実じつ際さいにはもうちょっと遠回しで、申し訳わけなさそうな苦にが笑わらいだったけれど。

「災さい難なんだったね。彼らもピリピリしているんだろうさ」

　無事解かい放ほうされた警けい察さつ署しよからの帰り道、運転席から投げ掛けられた渋しぶい男性の声に、僕はとりあえず「そうかもしれませんけど」とだけ答えた。

　スーツ姿のその男性は志乃ちゃんのお父さんだ。

　時じ刻こくが時刻だけに多少無ぶ精しようひげが目立ってはいたが、それさえも不ぶ恰かつ好こうに見えないというのは、同じ男性として不ふ遜そんながらも嫉しつ妬との情じようを抱いてしまう。ナイスミドルという言葉をそのまま体たい現げんしたような人である。僕もこんな風に歳としを取れたら───と、しかし我わが父上様の姿を思い出して暗雲たる気持ちに包まれたのだった。

「小お父じさん達が来てくれなかったら……覚えててくれなかったらどうなっていたかと思うと恐おそろしいです」

「忘わすれるわけないでしょう」

　小父さんに変わって、助手席から凜りんとした美しい声が掛けられる。

「確たしかに迷めい惑わくを掛けてしまったかもしれないけれど、見つけてくれたのが貴方あなたで本当に良かったわ。もし他ほかの人なら───その人が悪意を持っていたなら、どうなっていたか分からないもの。改めて、お礼を言わせてね」

　助手席から振ふり返り頭を下げる小お母ばさん。四年前から凄すごく綺き麗れいな人だ──我が家の母上様とは大おお違ちがいである──と思っていたが、こうして少しばかり成長した今、改めて顔を合わせてみると、殊こと更さら思い知る美び貌ぼうだ。暗い車内でも分かる力の籠こもった瞳ひとみが真まっ直すぐに向けられ、一いつ瞬しゆんドキリとしてしまう。

「い、いや、僕はただ偶ぐう然ぜん見かけただけですから」

「だとしたら、これはとんでもない幸運だったな」

「そうね。幸運だわ……志乃に何もなかった事も含ふくめて」

　忙いそがしい小父さん達とは四年前にもほとんど顔を合わせた事はなかった。正直、顔だって曖あい昧まいにしか覚えてなかったほどで、もし繁はん華か街がいですれ違っただけだったら気づけなかったかもしれない。

　それくらい薄うすい付き合いだというのに、信しん頼らいしてくれているのが嬉うれしかった。

　志乃ちゃんはいったいどれだけ深く眠ねむっていたのか、警官によって保ほ護ごされた後もしばらく起きる事はなく、病院に運ばれて検けん査さをしている途と中ちゆうで、ようやく眼めを覚ましたらしい。尤もつとも、その後また直ぐ眠ってしまい、今もこうして───隣となりですやすやと寝ね息いきをたてている。

　綺麗な寝顔だ。

　なんて、これじゃまるで死んでいるかのようだけれど、実際、顔を見ただけでは本当に生きているのか、生き物なのか分からないほどだった。肌はだの血色は確たしかだし、微かすかに呼こ吸きゆうの痕こん跡せきが見られるから生物であると分かるだけで、その姿は放置された人形と大差ないようにさえ思える。

　まるで魂たましいの籠こめられていない人形だ。

　人の形をしているだけの、たぶん別の存そん在ざい。

　恐おそる恐おそる指を伸ばして──何な故ぜか震ふるえている──僕はその肌に触ふれる。

　反はん応のうはなく、ただ温ぬくもりだけが届とどいた。

　とまぁ、志乃ちゃんがこんな状じよう態たいだから、僕が知り合いだと証しよう言げんしてくれない。所持品から小父さん達のところに連れん絡らくが入り、駆かけつけた二人によってようやく僕と志乃ちゃんの関係が証しよう明めいされ、なんとか解放されたわけである。

　小父さん達が来てくれなかったら、覚えてくれていなかったら、そして何より僕の事を信頼してくれていなかったら……事じ件けんとして立件されていたかもしれない。

　そう考えると、あまりの恐ろしさに身体からだが震える。

　大学生になり新たな生活が始まろうとしている、その矢先に逮捕起き訴そなんて人生終しゆう了りようのお報しらせ以外の何物でもない。

「そりゃ信頼しているさ。なんたって、志乃のお兄ちゃんだからね」

「あまり良い兄じゃなかったと反省してます」

「そんな事はないわ。志乃も凄すごく懐なついていたもの」

　懐いていた……のかな？

　喧けん嘩かをした事はないし、嫌きらわれていたとも思わないけれど、懐かれていたという印象もない。もちろんこれは、僕の方が無関心になっていった結果だけど。

「いやいや、志乃は誰よりも君に懐いていたよ。もしかしたら、私達よりもね」

　それは単に年ねん齢れいが近かったから───そう言おうとして、それだけじゃない事を思い出した。

　そう、僕に特別懐いていたわけじゃない。比ひ較かく対象が小父さん達である事が問題なのだ。

　彼らよりも僕の方が志乃ちゃんとの距きよ離りが近かったのは、『もしかして』なんかじゃなく事実で、当然ながらその理由は年齢じゃない。

　彼らがそれだけ、一緒に居いる時間を持たなかったからだ。

「志乃ちゃん、どうしてあんな場所に居たんでしょうか？」

　そう口にした瞬しゆん間かん、車内を沈ちん黙もくが包んだ。ちょうど赤信号に引っ掛かかったタイミングだったので、なお更さらその静せい寂じやくが際きわ立だっている。殊こと更さら責せめるような口調ではなかったはずだが、言葉の意図は恐おそらく正せい確かくに伝わっていたのだろう。

　少しの間を置いて、小母さんが口を開いた。視し線せんは真っ直ぐ前に向けられていて、こちらへと向けられる気配はなかった。

「今日は確か、英会話の日だったはずね」

「英会話？」

「近くの英会話学校に通わせているのよ」

「しょ、小学生が英会話学校ですか……」

　あんぐりと口が開いた。今時といえば今時なのか。他ほかの教科と違って語学は幼おさないうちから触ふれておいた方が良いっていうし。中学一年の段だん階かいで既すでに落ちこぼれていた僕が言うのもなんだが、これからのご時じ世せい、英語くらいある程てい度ど出来た方が良いに決まってる。

　しかし、それがどうかしたのか。

　英会話の塾じゆくに通っているからってあんな遅おそくまでやっているはずがない。

　いや、やってるのかもしれないけど小学生が通う時間じゃないだろう。

「終わるのが十時半だから────」

「十時半!?　そんな遅くまでやってるんですか？」

　ギョッとして、大きな声が出てしまう。

　志乃ちゃんを起こしてしまうかと思ったが、それは杞き憂ゆうだった。まぁ、直ぐ隣で警察と取っ組み合いをしている最中でも起きなかった彼女なのだから不思議ではないかもしれないけれど。人形のように眠り続ける彼女は、もしかしたら王子様のキスでもなければ目覚めないのかもしれない。

「制せい服ふくのままだし、途中で眠ってしまったのかもしれないわね」

「それは、でもおかしいですよ。あんな場所で一時間も眠ってたら、僕よりも前に誰かが気づいてるはずですし」

　気づいていたのなら、それが善ぜん人にんであっても悪人であっても、そのまま放置しているはずがない。

　そう考えると、志乃ちゃんは僕が発見する直前に公園へとやってきて直ぐに眠ってしまった可か能のう性せいが高いだろう。

　……あれ？　でもそれだと少しおかしいか？

　微び妙みように嚙かみ合わない歯車のぎこちなさを感じて首を傾かしげるものの答えは出ない。

　まぁ、きっと思いすごしだろう。そう判はん断だんして、話を続けた。

「仕事、相変わらず忙いそがしいんですか」

「……ええ」

「どうにかならないんですか？」

「……そうね」

　小お母ばさんの答えには同じように僅わずかな躊躇ためらいがある。

　けど、その二つには大きな違ちがいがあった。

　前者は躊躇いを含ふくむ答え。

　後者は口にする事を躊躇う答え。

　忙しいのは事実だが志乃ちゃんのために時間を割さく事が出来ないわけではない。

　しかし、それを選ぶ気持ちはない。

　子こ供どもよりも仕事を優ゆう先せんしたい。

　無言の小お父じさんからも、それを否ひ定ていする言葉はついぞ出てこなかった。
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　可哀かわい想そうだ───僕はそう思った。

　志乃ちゃんは孤こ独どくだ。

　一人きりだった。ずっと、四年前に僕らが引ひっ越こしてから。

　幼い日々を思い出す。

　彼女に友達なんて居なかった。

　自発的に遊びに出て行った事なんて一度だってなかっただろう。彼女が幼よう稚ち園えんや小学校以外で外出する事なんて、母さんの買い物に付き合うか、僕が無理やり引っ張ぱり出した時だけだった。それだってほんの僅かな間で、小さい志乃ちゃんは何い時つだって我わが家やで一人きりだった。

　もちろん、母さんは専せん業ぎよう主しゆ婦ふなのだから、厳げん密みつに一人きりになる事はほとんどなかっただろう。仮かりにも預あずかっている立場なのだから、放置出来るはずもなかった。

　でも───一人だったのだ。

　翌よく日じつ。昨夜ゆうべのお礼と再さい会かいのお祝い──大学進学のお祝いも含ふくめ──がしたいと言われ、僕は志乃ちゃんの家を訪おとずれていた。元の実家からは徒歩一分も掛かからなかったが、新しん居きよであるアパートからは少し歩かなければならない。自転車を必要とするほどではないにせよ、距離を感じた。

　この近辺では一番の高級住じゆう宅たくが建ち並ならぶ区画に彼女の家はある。

　元々住んでいた我が家もそうだったのだが、それにもまして志乃ちゃんの家は大きい。親子三人で住むにはいささか大きすぎるくらいで、その上、小父さん達はほとんど帰ってこない。帰ってきても寝ねて起きる程度で───久ひさしぶりに見ても、やっぱり生活感の無い空間だった。

「お邪じや魔ましま～す」

「いらっしゃい。こうして私達の家で集まるのって久しぶりね」

「そう言えばそうですね」

　集まるといえば、決まって僕の家か外食の場でだった。

　僕がこの家に上がる事自体珍めずらしかったし、何より小父さん達が二人揃そろっている機会なんてレアもレア、時じ価か数百万単位の超ちようレアだった。流石さすがに昨日の今日では家を空けるわけにはいかなかったのだろう。

　リビングに通されると、六人掛がけの大きなテーブルには既すでに小父さんが腰こし掛かけていて、にこやかな表ひよう情じようで正面の席を勧すすめられる。ネクタイこそしていないがスーツ姿すがただった。たぶん、この人はラフな私し服ふくなんて持っていないのではないだろうか。

　僕は少し緊きん張ちようしていた。

　何だかんだで、小父さんとはほとんど話した事がない事を思い出してしまったからだ。

　まるで彼女の家に初めてやってきてご両親と対面した時のような感じだ。残念ながら──本当に残念に思うが──そういうシチュエーションを経けい験けんした事はないけれど。

　だが、それは僕だけではなかったらしい。

「なんだか、不思議だな」

「はい？　何がですか？」

「いや、こうして成長した君を前にしているとね。将しよう来らい、志乃が結けつ婚こん相手を連れてくる時の事を考えてしまった」

「あはは、シチュエーション的にはそんな感じですよね。でも、幾いくらなんでも気が早過ぎませんか？」

「確たしかにそうなんだが、あれで子供というのは成長が早いからね。君を見ていると余よ計けいにそう思うよ。たった四年ほど会わなかっただけで、随ずい分ぶんと大人になったものだ。男子三日あわざれば、と言うがまさにその通りだね」

　小父さんに大人なんて言われると、気き恥はずかしいばかりである。

　まして、当人としては成長しているとは思えないだけになお更さらに。

「志乃ちゃんも大きくなりましたね」

「そうだろうか？　まだまだ小さいままな気がするが」

「あぁ、確かに身体からだは小さいですけど……そうですね、随ずい分ぶん美人さんになりました」

「あら良かったわね」小お母ばさんの声だった。「美人ですって」

　リビングに入ってきた小母さんの瞳ひとみは、僕ぼくではなく後ろへと向けられていた。

　あっ、と気づく。

　小こ柄がらゆえ陰かげに隠かくれるような形になっているが、そこに少女が立っていた。

「志乃……ちゃん」

　懐なつかしい名前を呼よぶ。

　だが志乃ちゃんはというと、ペコリとどこか他人行ぎよう儀ぎに頭を下げ、そのまま無言で席に着いてしまった。

　も、もしかして……忘わすれられてる？

　あんまりにも冷たい態たい度どに不安を抱いだくが、昔からこういう子だったと思い出す。

　呆あきれてしまうほどの無む表ひよう情じようと、自発的なコミュニケーションを拒きよ絶ぜつしているのではないかとも思える無口。それらは確かに四年前の姿と重なって見える。

　こちらから話し掛けないと、本当に何も喋しやべらない子だった。

　だからたぶん、今のが彼女のデフォルトの挨あい拶さつなのだろう。

　用意された夕食は小母さんの手料理───ではなく、出前だった。

　小母さんも料理は出来るし、その腕うで前まえは家庭料理としては十分すぎるほどだ。

　しかし、それを見せてくれる事は滅めつ多たになかった。

　お祝いだからなのだろう。用意されたお寿す司しはいっそ笑ってしまいたくなるくらい高級だった。あわびのお寿司なんて初めて見たよ。「完成していたのか……」と思わず口に出してしまい、三者の奇き異いに満ちた瞳が痛いたかった。

　お寿司を摘つまみながらの話題は、主に空白の四年間の出来事についてだった。

　といっても、小お父じさん達の四年間はやっぱり仕事漬づけだったし、僕は───多くを語りたくなかった。語れば語るほど、楽しかった思い出の重さに苦しむしかなかったからだ。

　その間も、志乃ちゃんはずっと黙だまっていた。

　一いち応おう、話を振ふれば反はん応のうしてくれる。

　しかし言葉は「はい」か「いいえ」の二つしかない。

　夕食を終えて、そそくさと──あたかも自分の出番が終わった脇わき役やくであるかのように──リビングを出て行く志乃ちゃんの背せ中なかを視し線せんだけで追って、僕らはようやく本題に入る事にした。

　もちろん、この会合が僕のお祝いである事に間ま違ちがいはないだろう。小父さん達の歓かん迎げいは真実で、僕としても嬉うれしい限かぎりだった。だが、それ以外にも志乃ちゃんの事を話し合う意味もあったのだ。

「……何か、言ってましたか？」

「いいえ、あの子は難むずかしい子だから」

「家出、だったんでしょう？」

　事じ故こどころか事じ件けんに発はつ展てんしていてもおかしくなかった昨夜の行動の理由。

　昨夜から一日あったのだ、話し合って志乃ちゃんの口から聞いたはずである。

　だが小母さんは首を振ふった。

「ごめんなさい、とだけ……言ってくれたわ」

「それだけですか？　待って下さいよ、理由を聞かなかったんですか？」

「それで十分なんだよ。私達にはね」

「十分じゃないですよ！　もっと心配してあげないと……志乃ちゃんだってそう思っているんじゃないでしょうか」

　それは───ハッキリ言ってしまえばただの義ぎ憤ふんだった。

　何も分かってない。何も知らない。

　僕は、子こ供どもでしかない。

　小父さんは言う、仕事が忙いそがしいからと。

　小母さんは言う、仕事が忙しいからと。

　それはたぶん真実で、自分を養い、誰だれかを養うっていうのは凄すごく大変な事なのだろう。何い時つかは僕もそういう立場にたって、同じような言葉を口にするのかもしれない。

　でも僕は子供だから、その時の感情は本物だった。

　志乃ちゃんを一人きりにする小父さん達が許ゆるせなかった。

　責せめる僕の言葉を二人の大人は静かに聞いていた。










キララ／




　鴻こうの池いけキララのマンションに富と樫がし虎とら之の助すけが姿すがたを現あらわしたのは、午後十時を回ってからだった。

　女一人暮ぐらしの部屋に堂々と上がり込こむ姿から、傍はた目めには色いろ恋こいを感じられるかもしれないが、彼女達の関係はそんな予想とは全く異ことなっている。その巨きよ体たいを窮きゆう屈くつそうにスーツに収おさめている彼は、物に溢あふれた室内を慎しん重ちように進み、奥おくでパソコンに向かう女じよ性せいを見る。

　ロッキング機き能のうのある椅い子すの背せもたれを揺ゆらしながら、彼女は黙もく々もくとマウスを操そう作さしていた。草臥くたびれた小豆あずき色いろのジャージに身を包んでいる。その姿からは女性的な色気は一つも感じられない。

「お疲つかれさん、で良いいんかな？」

「いえ、この後また署しよに戻もどりますので」

「そうかぁ。ま、仕方ないわな。なんせ悪あく夢むの再さい来らいや」

　視線をディスプレイに向けたまま、キララは呟つぶやく。

「夜間の巡じゆん回かいが始まっていますから、お嬢じようも外出は控ひかえてくださいね。引っ掛かかっても連れん絡らくを取っている余よ裕ゆうがないかもしれません」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

「大丈夫じゃありません。もしお嬢が一晩ばんでも留りゆう置ち場じようで過すごす事になったら、師範せんせいに合わせる顔がありませんよ」

「怒おこられるんはウチやねんから、気にせんでもええやないか」

　あまりに気楽な口調に富樫は呆あきれるしかない。

　キララの両親、また祖そ父ふも含ふくめ、彼女の悪あく癖へきについて許している者は一人も居いない。

　万が一にでも、富樫の言ったような事になれば大目玉な上に実家に連れ戻もどされ外出禁きん止しの罰ばつを受ける事は間ま違ちがいないだろう。あらゆる手しゆ段だんを用い説得するまで、数日は掛かるはずだ。

「お嬢……」

「分かっとるよ。そないなミスはせん」

「いえ、ミス云うん々ぬんが問題ではなく、自重してくださいと……」

「自重は無理やなぁ。けど、トラの心配は的外れやで。なんたって、外出する意味がないんやから。居場所も正体も分からん犯はん人にんを捜さがして夜な夜な歩き回るほどアホやないで」

　それはつまり、意味さえあれば外出するという事であり、富樫が心配しているのはまさにそれであった。

　キララの事は幼おさない頃ころから見てきたが、こういった無む鉄てつ砲ぽうさは直らない。

　その原げん因いんが自分達が甘あまやかしているからだとは、もちろん分かっているのだが。

「で？　どないや？」

「まだ確かく定てい情じよう報ほうはありません。現げん状じようでは、よく模も倣ほうしている、としか」

　話題は、もちろん『再発』した連続殺人についてだった。

　凡およそ一年前、綾あや瀬せシンの事じ件けん。各地で無差別に発生した通とおり魔ま殺人が一連のものであると特定された理由は、犯人の目もく撃げき情報と、その犯行方法が非ひ常じように近い事からだった。

　青森県で起こった猟りよう奇き殺人。まだ二月になったばかりの、雪の降ふる早朝。新聞配達の青年は真っ白な雪の上に『倒とう立りつしている』成人男だん性せいの死体を発見した。

　キララはその写真を見ながら、嫌けん悪お感に眉まゆを顰ひそめる。

　見ない方が良いと拒こばむ富樫を何とか説得したは良いが、確たしかにそれは思わず目を背そむけたくなるほどのものだった。写真だからこそまだ良いが、もし実じつ際さいに直面していたら、我が慢まん出来なかったかもしれない。

　写っていた被ひ害がい者しやの姿は、とても公表出来ない悲ひ惨さんなものだった。

　全身の骨ほねが砕くだかれたその遺い体たいは、人間では決して不ふ可か能のうな姿をしていた。雪に埋うもれる形で倒立した身体からだに、折られた手足がぶら下がっている。氷点下の気温に晒さらされた遺体は硬こう化かし、開かれた股またの上にぽつんと切せつ断だんされた頭部が載っていた。

　遺体を激はげしく損そん壊かいし、あたかも呪じゆ術じゆつ的に、まるで儀ぎ式しき的に飾かざり付ける。それが綾瀬シンの犯行方法であった。

「せやけど、そこに何の意味もなかった」

「はい。専せん門もん家かを呼よんで確かく認にんしてもらいましたが、結果は様々なオカルトを組み合わせただけのもの。いえ、深読みすればそう読み取る事も出来るだけのもので、分かったのは犯人がそういった分野に対して素人しろうとだという事だけです」

「つまりテキトーやって事やね」

　自殺という形で終しゆう焉えんし、所持品から身元が判はん明めいした綾瀬シンではあったが、その私し生せい活かつについてはハッキリと分かっていない。

　母親の無理心中を狙ねらった放火以い降こうの足取りは全く摑つかめていない。

　何ど処こで何をし、どのように暮くらしていたのか。どのようなコミュニティに属ぞくしていたのか。

　学校に通わず、家族以外の誰とも会わない生活を送っていた上に、痕こん跡せきとなるはずの証しよう拠こ品ひんが全すべて焼しよう失しつしてしまっては、もうどうしようもなかった。

　一年前の捜そう査さで、近きん隣りん住民から母親が綾瀬シンの奇き行こうについて相談されていたという証言は得ていたが、その詳しよう細さいについては不明だ。それがオカルトに関連するものなのかは分からない。

　分かっているのは、富樫が口にした通り素人であるという事のみである。テレビや雑ざつ誌し、ネット等では事件の一部分だけを抜ぬき出してオカルトと結び付け、その異い常じよう性せいを肴さかなに盛もり上がっていたが、全体を見た時、それは散文的で意味を成さない事は明らかだった。

「しかし、だからこそ怪あやしいんやなぁ」

「そう……ですね」

「元ネタがあるんなら、まだ分かる。綾瀬シン自体がなんらかの儀式を模も倣ほうしとったんやったら、それを更さらに模倣する事も簡かん単たんや。けど流石さすがにオリジナルやとすると『似にてる』事自体が不自然になってまう」

　キララは背せもたれを倒たおし、天てん井じようを睨にらみ付けた。

　犯行に何かしらの意味合いがあるのならば、模倣は容易たやすい。

　だが、独どく自じの感性は模倣出来ない。

「これは下手をしたら最悪もあり得る、か？」

「見けん解かいとしては、あり得ないと言うしかありません。ただ……可能性はゼロではないと考えています」

「願望を含ふくむと一番痛いたいところで転ぶで？」

　そうは言うが、富けい樫さつにとって『あり得ない』と言うしかない事は、キララにも分かっていた。

　警察が最も恐おそれているのは、かつて自殺した犯人が偽ぎ装そうであり、真犯人が潜せん伏ぷくしていた可能性である。

　これは、間ま違ちがいなく最悪だ。

　ただでさえ、逮たい捕ほ出来なかった警察はその対たい応おうに激はげしい批ひ難なんを浴びたのだ。その上更に実は犯人ではなかった、本当の犯人を取り逃にがしていた、となればどうなるか。そんな事は火を見るよりも明らかだろう。

「そもそも、決定的な証拠が存そん在ざいしなかった事が今になって大きな問題になりました。上は既すでに大おお騒さわぎです」

「もし今のが本物の犯はん人にんやったとしたら、ドでかい責せき任にんを負わされる事になるやろなぁ」

　防ぼう犯はんカメラに映うつっていたオレンジ色の髪かみの男性、綾瀬シンを殺人犯と断だん定ていしたのは警察であり、その死を自殺と断定し一連の事件の終結を宣せん言げんしたのも彼らだ。

　防犯カメラの映えい像ぞうについて、事件の起こった付近で同一人物であるとほぼ断定出来る映像があるのなら、犯人であると判はん断だんしたとしても誤あやまりではないだろう。

　しかし、決定的な証拠がない。どのカメラも、目もく撃げき者しやも、犯行の瞬しゆん間かんを目撃しているわけではないのだ。

　大阪で起こった最後の事件。

　綾瀬シンが自殺という最さい期ごを迎むかえた日の事件。

　そこにさえ、決定的な証拠はなかった。

　被害者の身体に残る刃は物ものの痕こん跡せきと、綾瀬シンが自殺に使った大型のナイフとの形けい状じようが一いつ致ちしていた事もあり、彼が犯人であると判断されたが、それ以外の事件について共通するのは、近くのコンビニの防犯カメラの映像だけである。

「最悪、綾瀬シンこそ模倣犯やった可能性もあるわけやね」

「流石に可能性としては低いですが……ないと断言出来るわけではありません」

「結けつ論ろんを早まった、か」

　警察としては、九人もの被害者を出し批難を浴びた事じ件けんを早期に終結させてしまいたかった。どうしても捕つかまえられない彼らへの批難は日に日に増ますばかりで、だからこそ綾瀬シンの自殺に際さいして飛びつくより他になかった。彼を犯人だと断定し、以後の捜査を彼の犯行動機に絞しぼったのである。

　その時点で彼以外に犯人が居いる可能性、彼が犯人ではない可能性を排はい除じよしてしまった。

　今、新たに被害者が出たのは、警察の責任である。そういった批判を避さける術すべは、綾瀬シンこそが本物で、現げん在ざいの殺人が模倣犯によるものであると言い続けるしかない。

「犯人の目的が何にせよ、早く捕まえんと……でも」

　キララはしかし、不安を抱いだいていた。
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　昨年の三月末、鴻池キララは実家に居た。

　大学の近くに建つマンションへ引ひっ越こすまで使っていた自室は、伽が藍らんとした畳たたみの客間だ。広さにすれば十畳じようほどで、南側の障しよう子じの先には縁えん側がわがあり、断だん熱ねつ性せいの高いガラス戸ど越ごしにこぢんまりとした庭がある。

　春という事もあり、花か壇だんは鮮あざやかだった。

　そこは、幼おさない頃ころ病弱だった彼女のために与あたえられた特等席だった。

　かつてはただ寝ねているしかなかったその場所で、キララは今も寝転んでいた。

　布ふ団とんは敷しいていないが、国産の稲いな藁わらとい草を使った畳は化学繊せん維いのそれとは異ことなり優やさしい弾だん力りよくを持っている。ガラス戸からは程ほどよい日光が差し込み、室温はまさに絶ぜつ妙みようの極きわみだ。小鳥の声も心ここ地ち良い子こ守もり唄うたのようで、瞼まぶたが次し第だいに重くなっていくのも仕方のない事だろう。

「ふわぁ」

　と、何度目かの欠伸あくび。

　昼寝には絶好の環かん境きようで、その誘ゆう惑わくは非ひ常じように強力だ。

　だがキララは眠ねむるわけにはいかなかった。こんなところでダラダラと昼寝している姿すがたを親に見られたら、何を言われるか分かり切っている。食事の準じゆん備びを手伝え、洗せん濯たく掃そう除じを手伝え、そんな暇ひまならお稽けい古こに行け。

　剣けん道どうの道場を運うん営えいしている鴻池家は非ひ常じように礼れい儀ぎに厳きびしく、古い考え方が残っていた。

　曰いわく、男は外で働き汗あせを流せ。家事など女め々めしい事はするな。

　曰く、女は料理に茶に花に舞まいに励はげみ、男を支ささえる内助たれ。

　流石に時代錯さく誤ごである事は自覚しているらしく、またキララが祖そ父ふに溺でき愛あいされていた事もありキャンパスライフを謳おう歌か出来てはいるが、進学の際に一ひと悶もん着ちやくあったのは苦い思い出だった。

　今でも、特に母はキララの『我わが儘まま』を好ましく思っていない。自身が徹てつ底ていして守り続けている価か値ち観かんから外れていく娘むすめを見ていられないようで、事あるごとに小言を口にする。キララにとっては困こまった事に、それが嫌けん悪おではなく本気の心配だから手に負えない。

　なかなか分かり合えない母から距きよ離りを取るために──口くち煩うるさく厳きびしい規き則そくから逃のがれるために──一人暮ぐらしを始めたはいいが、その分だけ雪ゆき解どけは遠くなったような気がしていた。

　そのような事じ情じようもあって、キララは実家に帰る事は滅めつ多たになかった。

　一人暮らしを始める際の約束である週三日の帰き宅たくも、様々な理由を見つけては引き伸のばし、四回生になろうとしている現在では月に三日程てい度どとなっている。

　そんな彼女が今こうして眠気に耐たえながらも実家に滞たい在ざいしている理由。

　母親にはあくまで静かに勉強に勤いそしむため、という建前を伝え、用事がなければ邪じや魔ましないように言っては居いるが、実じつ際さいは違ちがう。

「サークルの新入生勧かん誘ゆうから逃にげてきたなんてバレたら最悪やからなぁ」

　複ふく数すうのサークルに所しよ属ぞくしているキララは、当然この時期、新人の獲かく得とくに駆かり出されるはずだった。なんたってどこもかしこも人手が足りない。メジャーな運動部なら数十人は当たり前で、大して呼よび込こみをせずとも自動的に新入生が寄よってくるものだが、キララが所属しているのは多くて十数名、四学年合わせても十人に満たないようなマイナーどころばかりなのだ。

　貴き重ちような部室争いに勝ち抜ぬくためにも、運営費用のためにも、優ゆう秀しゆうな人材を少しでも多く取るためにも、何ど処こもかしこも必死である。就しゆう活かつが本ほん格かく化かする四回生はある程度見み逃のがしてもらえそうなものだが、合同説明会帰りのリクルートスーツのまま勧誘活動している者もいるわけで、弱小サークルの悲ひ壮そうは十分に窺うかがえるだろう。

　キララとしては勧誘活動自体は嫌いやではない。初うい々ういしくも緊きん張ちようした新入生を甘あまい言葉で誘さそい、逃げられないよう囲い込む作業は狩かりに似にて非常に魅み力りよく的だ。

　しかし、今年は駄だ目めだった。

　とあるサークルの会長が用意した作戦を聞いて、キララは無む条じよう件けんでの遁とん走そうを決定した。大学近くのマンションでは捕ほ縛ばくの可か能のう性せいも考えられ、だからこそ実家へと帰って来たのである。勧誘活動が終しゆう了りようするまで籠ろう城じようする心積もりだ。

　それに、勉強しなければならないのも確たしかだった。

　大阪府ふ警けいの採さい用よう試験を五月に控ひかえ、もうそれほどの時間はない。

　しかしそれも、自室に閉とじこもり寝る間も惜おしんでしなければならないほど余よ裕ゆうがないわけではなかった。

　なにせ───中学二年から始めた勉強だ。

　当時、実家で暮らしていた彼女は、ようやく体力も人ひと並なみになった事で、変わらない日にち常じようを疎うとんでいた。

　布団から出るのにも苦労しなければならなかった頃はまだ諦あきらめもついたが、人並みに快かい復ふくした若わかい体力は抑おさえがたい衝しよう動どうとなって発散先を探さがしていた。

　だが元気になったからと言って、突とつ然ぜん世界が変わるわけではない。

　周囲の人間、特に親にとっては医い師しからのお墨すみ付つきを得たにしても、弱々しい彼女の姿が脳のう裏りに焼き付いていて、ある日突然消えるようなものではない。

　普ふ通つうに学校に通い、普通に体育もこなせるようになった後も外出を制せい限げんし、家の中での女としての作業しかさせなかった。思い出してみても、キララには中学時代の友人らしい友人が居なかった。

　道場は門下生こそ多いものの大半が籍せきを残したまま一人立ちした者であり、特別な日以外、稽古に顔を出す者は十名に満たなかった。特に若じやく年ねん層そうは顕けん著ちよで、週末の小中高生向けの指し導どうは、年々参加者が減げん少しようしている状じよう態たいで、休きゆう憩けい時にお茶を運んでも同世代と出会う事はない。

　キララは家族と大人達の中で鬱うつ屈くつしていく衝動の先を、やがて幼い頃から聞かされて、夢ゆめとなった『警察官』へと求めるようになった。幸いな事に同じように警察官を目指す者は少なくなく試験の概がい要ようや問題集に触ふれる機会は多い。更さらに現せん職ぱいにも事欠かない環境で、彼女の欲よつ求きゆうを満たすのは容よう易いだった。

　女じよ性せいの採さい用よう枠わくが少ない事、身長や視し力りよくに多少の問題がある事を除のぞけば、合ごう格かくはほぼ間違いなかった。

「キララさん、ちょっと良いかしら────」

　声がしたのとほぼ同時に襖ふすまが開いた。

　キララはその瞬しゆん間かん、身体からだを起こして机つくえに向かう。

　慣なれたもので、普ふ段だんは曲がっている背せ中なかも自然と伸のびていた。

「いったい、なんや？」

「お勉強してるところ悪いわね」

　まるで悪びれない母親に、キララは唇くちびるを尖とがらせて不服を表明する。

　顔立ちこそ似にてはいるが母おや娘この印象は正反対だ。

　性せい格かくに起き因いんする立ち振ふる舞いこそが最たるものではあるが、身体的には特に瞳ひとみが違う。

　野の良ら猫ねこのように活力に満ち溢あふれているキララとは対照的に、和わ服ふく姿すがたの母親は細く垂たれて落ち着いた犬のような印象を与あたえた。

「今、忙いそがしいんや。後でえぇんやったら後にして」

「まったく。貴女あなたって子は相変わらず不ぶ精しようなんだから。そんな事よりもずっと大事なのよ」

「そんな事ぉ？」

　母は娘が警察を目指している事を快こころよく思っていない。何年も徹てつ底てい的に話し合い、鶴つるならぬ祖父の一言でようやくケリがついたものの、結局母の賛さん成せいは得られないままだった。恐おそらく、彼女が結けつ婚こんして家に入るまで、絶ぜつ対たいに得られないだろう。

「いいわ、貴女は頑がん固こなんだから。今はそんな話は止やめましょう」

「頑固なんはどっちやねん」

「はぁ……まったく、こんな子を貰もらってくださる方はいらっしゃるのかしらね」

　わざとらしい溜息が鬱うつ陶とうしい。

　大学へと進学する事もなく家事を学び、父とお見合い結婚した母にとって、キララの就しゆう職しよくよりも遥はるかに結婚が重大事らしく、二は十た歳ちを超こえた頃ころからしばしば話題に出てきていた。

　ここ最近に至いたっては帰ってくる度たびに、

「どなたか良い方は見つかったの？」

　と困こまったような顔をされ、耳にタコが出来ている。

　まさかこの人は、自分が大学に生しよう涯がいの伴はん侶りよを探さがすために通っていると思っているのではないかと呆あきれもしたが、そういう人間が居いるのも事実なので何も言えなかった。

「生あい憎にくとまだ見つかってませ～ん」

「やっぱりもう少しお淑しとやかにならないといけませんよ」

　幼おさない子こ供どもを諭さとすような言い方が気に食わない。

　女は男の三歩後ろを歩くべし、などと笑えもしない冗じよう談だんを真顔で言いかねない女性だ。

　そんな母の言う『お淑やか』など実じつ践せんしていては、息が詰つまって仕方がないだろう。

　まして、そのような女性を望むような男とは絶対に付き合えない。

　キララにしても、自分が決して可愛かわいらしい性格ではない事くらい自覚している。

　分かってはいるし、母の生き方を軽けい蔑べつしてもいない。

　多くの門下生が集まる道場のなかで、彼女の存そん在ざいがどれほど大きいかは幼い頃から見て知っていた。鍛たん錬れんに没ぼつ頭とうする男達にお茶を出し食事を出し、何かあれば連れん絡らく役を担たん当とうし怪け我がをすれば手当てをし、私し生せい活かつについても様々な相談に乗る。

　ただでさえ手間の掛かかる病弱な我わが子を抱かかえながらも、彼女は立りつ派ぱにその役やく割わりを果たしていた。泣き言一つ口に出す事なく、男に負けない仕事をこなしていた。

　キララはそんな母の責せき任にん感の強さを、純じゆん粋すいに尊そん敬けいしている。

　……が、同じ生き方は出来ない。

「ウチが結婚するんやとしたら、その人は、ウチの生き方を認みとめてくれる人やね」

「警察官なんて危あぶないお仕事目指してる子なんて、誰だれも貰ってはくれませんよ」

「いや、一いつ杯ぱい居おるやろ……」

　とは言いつつも、事じ務むならともかく刑けい事じを目指していると聞けば、男は嫌いやな顔をしそうだと思った。なんとなく行き遅おくれそうな予感は彼女の中にもあるのだった。結婚に対して強い欲求は今のところなかったが、何い時つまでも独ひとり身で居られない事は自覚していた。

「お母さんもお父さんも、貴女に道場を継ついで欲ほしいとは思ってないし、縛しばり付けるつもりはないのよ？」

「分かってます。その点は、感かん謝しやしてます」

　わざと丁てい寧ねいな言葉を選ぶ。下へ手たをすれば大学進学さえも許ゆるされず、お見合いの果てに結婚し家に入らなければならなかったかもしれない。それをクリア出来ただけでも、キララにとっては幸運だった。

　道場の跡あと継つぎについては、祖そ父ふの後は父親が、その後は弟で子しの中から選ぶ事に決まっていた。

「貴女の幸せを思ったからこそ、お見合いもお断ことわりしているというのに。この様子では何時になるか分かったものじゃない。お願いだから、早く安心させて頂ちよう戴だいね」

「はいはい、分かりましたって」

　テンプレートとなっているその言葉に適てき当とうに答える。

　結婚まではいかずとも、恋れん愛あいについては全く興きよう味みがないわけではない。

　良い相手が見つかれば、とは常つね々づね思っている。

　だが今は───夢ゆめを叶かなえるのが先決だった。

　身体が弱く家に籠こもっていた幼い日々、聞かされていた彼らの物語は、大人になり真実を知るようになっても霞かすむ事なく輝かがやいている。

　真実は汚きたなく噓うそに塗まみれ、あるいは糞ふんにさえ塗れているのかもしれない。知る必要のない真実が世界にはあり、過か去この輝きを瞬またたく間に打ち砕くだいてしまうのかもしれない。

　しかしそれは、少なくとも一人の少女を救ったのだ。

　真実ではない無数の物語は、病やまいに苦しむしかなかった自分を救った。

　どれだけ大人が大だい丈じよう夫ぶだと口にしたとしても決して振ふり払はらう事の出来なかった不安。

　自分はこのまま何も出来ずに死んでしまうのではないのか。何者にもなれないまま、何一つ他者の役に立たないまま、意味一つ持てないまま死んでいくのではないか。優やさしい大人達の言葉に慰なぐさめられながらも、夜が来る度たびに襲おそい掛かかる恐きよう怖ふを打ち払ってくれた夢という輝きを今も摑つかんだまま離はなさないでいる。

　一人きりで苦しむしかなかった自分を救ってくれたその未来へと向かって、今は一直線に進んでいきたかった。

「────お義ね姉えさん、それじゃそろそろ失礼させていただきますんで！」

「あぁっ！」

　廊ろう下かの向こう、恐らく玄げん関かんから届とどいた太い男だん性せいの声に、母は大きなリアクションを見せた。

「待って、待って。昌しよう吉きちさん、もっとゆっくりしていってくださいな」

　慌あわてたように、玄関へと声を掛かける。

「昌吉さんって、もしかしてオッチャンが来とるん？」

「そうなのよ。それでご飯を用意するから手伝ってもらおうって……あぁ、待って。今行きますから！」

「なんでそれを知らせんのよ！」

　キララは慌あわてて飛び上がり、玄関へと急いだ。

　昌吉は彼女の父親の妹、つまりキララにとっての叔お母ばの夫である。

　玄関で今にも靴くつを履はこうとしているスーツ姿すがたの懐なつかしい顔を見て、キララは微笑ほほえんだ。

「オッチャン、お久ひさしぶりです」

「おぉ？　キララちゃんかっ、お久しぶりやな～」

　団だん子ごのような丸い顔にこぶのような鼻、そして薄うすい髪かみの毛。

　決して美男ではないが、キララを迎むかえた笑え顔がおは人好きのする心ここ地ち良いものだった。

「いったい何年ぶりやろうか。すっかり大きくなって！」

「何年ぶりもなにも、つい正月に会ったばかりやろ～」

「そうやったか？　いや、最近すっかり記き憶おくも髪も薄くなってしもうて」

「何を今いま更さら、髪が薄いんはウチがガキの頃ころからやないですか」

　そうやったかな、と薄い自分の頭をぱちんと叩たたきながら豪ごう快かいに笑う姿からは想そう像ぞう出来ないが、彼は警察大学校で教きよう鞭べんをとる警けい視し正せいである。後を追いかけてきた母が「ちゃんとご挨あい拶さつしなさい」と叱しかるのも当然の身分だ。

　しかし、キララにとっては幼おさない頃から知っている愉ゆ快かいな親しん戚せきであり、目上の人という印象はほとんどなかった。

「昌吉さん、せっかくなんだからご飯食べていってくださいな」

「キララちゃんが居いるんやから是ぜ非ひに、と言いたいところなんですがね。これから別の用事があるもんで、今日のところは失礼させてもらいます」

「そうですか、お仕事では仕方ありませんね」

「オッチャン、何ど処こ行くん？」

「ちょっくら大おお手て前まえまで」

「せやったら、『お見送り』させてや。車なんやろ？」

　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで、途と中ちゆうまで乗せていって欲ほしいという要求は伝わる。

　母はそんなキララの態たい度どに怒おこっているようだったが、昌吉は少しでも話が出来るのが嬉うれしいらしく、快こころよく請うけ負った。

　厳きびしい母の視線を受けながら二人を乗せた車は走り出す。

「そういえば、キララちゃんは勉強大丈夫なんか？」

「ん？　あぁ、大丈夫大丈夫。トラからはお墨すみ付つきをもらっとるし」

「富樫くんか。あの子はアレや、アホやで？」

「オッチャンと違って地方やからね。問題ないわ」

「せやったら良いんやけど。しかし、そうかぁ……ほんなら、来年からは部下になるわけや」

　部下といっても警察大学校の教員であり警視正である彼の下に所しよ属ぞくする事はない。

　また、来年の四月になったからといっていきなり現げん場ばに出るわけではなく、警察学校に通う事になる。

　あくまで、同じ命令系けい統とうの中で階級が下になるというだけだ。

「オッチャンは何でこっちに？　大ほ手ん前ぶに行くみたいやし……もしかして、連続殺人事じ件けん？」

　警察大学校は東京にあり、彼が大阪を訪おとずれる事はほとんどない。まして最前線の刑けい事じでもない彼がわざわざ大阪は大手前にある府ふ警けい本部にやってくる理由などないはずだった。

　当然、何事かとワクワクした瞳ひとみを向けるキララに昌吉は苦く笑しようした。

「いやいや、ただの私し用ようや」

「なんや、残念。てっきり連続殺人の捜そう査さに協力しに来たんかと思ったのに」

「……キララちゃんは、もしかしてあの事件に興きよう味みがあるんか？」

　キララの周りに居る大人達の中で、彼女が実じつ際さいの事件に興味を抱いだき、富樫を代表とする知り合いから情じよう報ほうを得ている事は暗あん黙もくの了りよう解かいであり、同時に悪あく質しつな頭ず痛つうの種だった。

　仮かりにも公こう務む員いんが一いつ般ぱん人じんに内部情じよう報ほうを漏もらしている事実は大問題であり、その危き険けん性の高さからも止やめさせなければならないものではある。

　ではあるのだが……強くは言えない。

　ただでさえ真しん剣けんに警察官になろうとしている上に──つまりは自分達の後を追おうとしている──自分達を頼たよってくれる彼女に嬉うれしさもある。

　ちょっとくらいなら、と甘くなってしまう程ほどに溺でき愛あいしてしまっていたのだ。

　だがその時は、昌吉の表ひよう情じようから笑顔が消えた。

「オッチャン……？」

「あの事件には、関かかわらん方が良いいよ」

　正面を見み据すえた彼の表情から、これが真剣な話である事を理り解かいしキララは居住まいを正した。

「どうして、って聞いて良い？」

「オッチャンも詳くわしくは知らんけどな、立場上色んな話を耳にするんや」

「それは、どんなん？」

　聞いたが、答えはなかった。

　車内の沈ちん黙もくは、彼のおどけた声が再ふたたび戻もどるまで続く事になる。

　問い詰つめなかったのは彼の立場や心情を僅わずかばかりでも理解したからであり、せっかくの時間を無意味な沈黙で埋うめ尽つくしたくなかったからだった。

　もちろん、それでも彼女の興味は消えなかった。

　むしろ昌吉の言葉が試験を前にした彼女の心に火をつけたと言っても過か言ごんではない。
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　しかし────。

　事件はキララが本ほん格かく的に動き出すよりも前に終わりを迎えた。

　唐とう突とつで、そして絶ぜつ対たいの終わり。

　終わりになるはずだった、終わり。

　綾瀬シンの事件、そして現げん在ざいの事件。

　あの時、昌吉は何を知っていたのだろうか。

　何な故ぜあんな事を言ったのか。

　電話をすれば、会って話を聞けば答えてくれるだろうか。

　キララは携けい帯たいを見つめ、そして甘あまい願望だと首を振ふった。

　彼はきっと何も答えてくれないだろう。

　あの時のように、関わらない方が良いと言うに違ちがいない。

　何な故ぜならば。

「なんや、この事件には裏うらがありそうやね」

「裏、ですか？」

「うん。たぶん、まだウチらが知らん事実があるんやと思う。せやから……もしかしたら、犯はん人にんだけを追ってても仕方がないかもしれん」

　わけが分からないといった様子のトラを無む視しして、キララは考える。

　一年前の事件は全すべて綾瀬シンのものだったのかもしれない。

　今現在起こっている事件はただの愚おろかな模も倣ほうなのかもしれない。
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　問題は────事件という事実にこそある。

　そう、彼女は考えていた。
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　新たな遺い体たいが発見された───朝一のニュースはその報ほう道どう一色だった。

　もちろん、連続殺人事じ件けんの、である。

　発見されたのが早朝だったため、まだ具体的な解かい剖ぼう結果は出ておらず、警けい察さつは断だん定ていしていないようだったが、被ひ害がい者しやの全身に刃は物もので紋もん様ようを描えがき、樹きに逆さかさ吊づりにして晒さらすなどという犯行方法は他ほかに考えられない。

　というか、考えたくない。そんなおぞましい犯はん罪ざい者しやが、同時に二人も三人も居いるだなんて想そう像ぞうしたくもなかった。もしかしたら本当に複ふく数すう人居る可か能のう性せいを聞かされてしまったからこそ、なお更さらにそう思った。

　ともかく、これで三人目。

　いや、あるいは十二人目と数えるべきなのか。

　綾あや瀬せシンは死んだ。だから彼の犯行ではない。

　しかし、事件は終わらない。

　こうしてまた、新たな被害者を生み出してしまった。

　これがどういう事なのか、正せい確かくに理解している人はきっと少ないだろう。真剣な表ひよう情じようで事件の情じよう報ほうを伝えるレポーターにしても、それを見ている視し聴ちよう者しやにしても。

　終わりが、全く見えなくなってしまった。

　果たして現げん在ざいの犯人が捕つかまれば、それで被害者はなくなるのか。綾瀬シンが死んでも終わらなかった事件、もし今の犯人も自殺する事となったら、その時はどうなるのか。一いつ切さいの保ほ証しようがなくなってしまった気分だった。

「どうすれば、良いいんだろう」

「…………」

　小さな呟つぶやきに、横になったままの志し乃のちゃんが視し線せんを向けてくる。

「ごめん、なんでもないよ。志乃ちゃんはゆっくりしてて」

　考え過ぎちゃ駄だ目めだ。また彼女に気を遣つかわせてしまう。

　それは正直、情なさけないとは思いつつも嬉うれしい事だった。なんたって普ふ段だんからほとんど感情を言葉や態たい度どに表してくれない子なのだ。ある程てい度ど読み取れるようになってきて、再さい会かいした頃ころのように意思疎そ通つうに一々苦く悩のうする事もなくなったけれど、やはり何らかのアクションは欲ほしいものである。

　その意味で、気を遣ってくれるのはやっぱり嬉しい。なんたって、それだけ僕ぼくの側に歩み寄よってくれているわけなのだから。

　僕と共に居る事を、大切にしてくれている証あかしである。

　しかし、流石さすがに今は気を遣わせてしまうわけにはいかない。

　ゆっくりと身体を休めてもらわなければならないのだ。

「……これでよし、と。どう？　気持ち良い？」

　志乃ちゃんの額ひたいに氷を二重にしたビニール袋ぶくろに入れてタオルで巻まいただけの即そく席せき氷ひよう囊のうを載せる。固定する器具などないので、支ささえていないと直すぐにも落ちてしまいそうだが、今は仕方がないだろう。

「……ん」

　頷うなずくのも億おつ劫くうなのか氷囊を気にしてなのか顔は動かさなかったが、小さな肯こう定ていの声が返ってきた。やはり若じやつ干かん弱々しくはあったが、意い識しきはハッキリしているらしい。

　その事に少しだけ安心して、さてこれからどうしたものかと考える。

　そう、今僕が何よりも考えなければならないのは、事件などではなく───風か邪ぜをひいてしまった志乃ちゃんの事なのだ。

　何い時つものように目覚まし時計のベルに叩たたき起こされ、テレビを点つける。

　春休みに入っている僕は、バイトの時間まで余よ裕ゆうがあるのでパジャマ姿すがただ。

　狭せま苦くるしい台所へ向かい、欠伸あくびを嚙かみ殺しながら朝食の準じゆん備びを始める。

　本日の朝ご飯はバターロールとスクランブルエッグとフルーツ入りのヨーグルト。肉のないヘルシーメニューなのは、別に健康志し向こうを意識してではなく単たん純じゆんに買い忘わすれたからだ。ベーコンなりウィンナーなりが欲ほしいとは思ったが、わざわざコンビニまで買いに出るのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいので諦あきらめるしかなかった。

　普段なら、その間に志乃ちゃんが起きて着き替がえを済すませているはずだった。

　だが……料理を並ならべようとした僕の眼めに入ったのは、未いまだ着替えもせず、それどころか布ふ団とんから出てもいない彼女の姿だった。

　寝ね惚ぼけているのか───なんてあり得ない事を考えた。

　しかし、どう見ても違ちがう。

　雪のように白い顔が、今日は少し赤かった。

　表情には出ない子なので苦しそうには見えなかったが、どこか動作が緩かん慢まんだった。

　まさかと思って額に手を当ててみると、確たしかに熱い。平へい常じよう時じでも体温が高く、冷えた手足を温めるのに重ちよう宝ほうしているのだが、今日は明らかに異い常じようだった。

　改めて体温計で計ってみると、三十八度二分。

　病名、たぶん風か邪ぜ。

　というわけで、こうして看かん病びようしているのであった。

　熱も危き険けんなほどではないし、咳せきもほとんどない。朝食に用意したパンとヨーグルトを少し食べさせて、常じよう備びしている風邪薬も飲ませた事だし、たぶん今日一日休めば快かい復ふくするだろう。

「小お母ばさんはちょっと直すぐには帰って来られないってさ。お昼ひる頃ごろになっちゃうと思う」

「……ん」

「学校へは小母さんからお休みの連れん絡らくを入れてくれるらしいし……安心していいよ」

　小母さんは東京に出しゆつ張ちよう中。

　小お父じさんもどうしても外せない仕事があるとかで、今日は帰って来られない。

　それだけを考えれば、最悪のタイミングと思えるかもしれないが、実じつ際さいには不幸中の幸いだった。

　なにせ、両親が居いないからこそ僕の家に泊とまっていたのだから。あくまで小父さん達が帰ってこられない日、大きな家の中で小学生を一人にするのは危険だし寂さびしいだろうからという理由でお泊とまりさせているのである。当然、二人が家に居る日は志乃ちゃんも自分の家に帰る。

　だが、それでは今のように素す早ばやく気づけなかっただろう。最悪の場合夕方まで気づけなかったかもしれない。夕飯を食べに来ない事を不ふ審しんに思い、電話を掛かけてみてようやく気づく。そんな事になっていたかもしれないのだ。

　その可か能のう性せいを考えると、本当にゾッとする。

「ホント、早く気づけて良かったよ」

　小母さんは一いち応おう帰ってきてくれるという話だが、たぶんまた仕事があるだろう。東京にとんぼ帰りする事になるに違いない。そんなわけで、今日は一日看病で潰つぶれる事は間違いないので、既すでにバイト先にもお休みの連絡を入れていた。

「……ぅん」

「ん？　どうかした？」

「……喉のどが」

「あ、お水ね。ちょっと待ってて」

　おでこの上に危あやういバランスを保たもっている即席氷ひよう囊のうから手を離はなして、コップに水道水を注そそぐ。もっと吸きゆう収しゆうの良いスポーツドリンクなりがあれば良かったのだが、冷れい蔵ぞう庫この中には飲みかけの炭たん酸さん飲料があるだけだ。

　今はこれで我が慢まんしてもらおう。

　布団に戻もどって、背せ中なかを支ささえながら身体からだを起こす。

「自分で飲める？」

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　コップを受け取る両手はしっかりしている。身体を起こす際さいに少し重さを感じたもののほとんど自力だったし、三十八度を超こえる熱にしては体調は悪くないようだった。

　少しばかりダルいという程度なのだろう。

　しかし……安心は出来ない。

　こうしている彼女の身体は酷ひどく弱々しかった。

　身体が小さいのは改めて思う事ではない。隣となりを歩いている時、一いつ緒しよにご飯を食べている時、並んで眠ねむる時。人形のように華きや奢しやで、触ふれれば壊こわれてしまいそうなか弱さを感じる機会は、日にち常じようの中にごまんとあるのだから。

　だが、今はそれ以上に弱さを感じていた。

　たぶんそれは───彼女の『子こ供ども』の部分を見たような気がしたからなのだろう。

　ほとんど舐なめる程度の量を口に含ふくんで、志乃ちゃんはまた横になった。

　身体を支えていた手には高い体温以外に、湿しめり気のようなものは感じなかった。

　まだあまり汗あせはかいていないらしいが、今後の事を考えると枕まくら元もとに水差しのようなものを用意しておいた方が良いかもしれない。あと、替かえのパジャマも必要だろう。一応タンスには志乃ちゃんの服一式が入っているが、念のため家に取りに行った方が良いかもしれない。

　他にも消化が良くて栄えい養よう価かのある食材と、新しい風邪薬、氷囊の代わりになる冷れい却きやくシート。

　病院に行く可能性も考えると、予あらかじめお金を下ろしておいた方が良いかもしれない。

「後で、お店が開いたらだけど、色々と買ってくるよ。何かご希望は？」

「……いい」

「ないの？　そっか、じゃあこっちで適てき当とうに選んでくるよ。こういう時はやっぱり桃ももの缶かん詰づめが良いかな。って、何で風邪の時は桃の缶詰なんだろうね？　なんか定番みたいになってるけど、何か由来があるのかな？」

　ちなみに僕が幼おさない頃ころ、風邪を引いた時は確か、口にチョコレートを放ほうり込こまれた。

　甘あまくて美お味いしいし、自然と溶とけるから嚙かむ必要もないし、糖とう分ぶんとカロリーもある。

　何だかんだで優ゆう秀しゆうなのだ。

　尤もつとも、「これでも咥くわえてろ」と言わんばかりにぞんざいに口にねじ込まれたのでは、有あり難がた味みも消し飛ぶって話だが。

　母上様の乱らん雑ざつな看病を思い出し、頭が痛いたくなると共に志乃ちゃんには出来る限かぎり優やさしく接せつしてあげようと心に決める僕だった。こういうのも、反面教きよう師しって言うのか？

　と、その時だった。

　パジャマの裾すそを引くものがあった。

　見ると志乃ちゃんの手が布ふ団とんの下から少しだけ出ていて、細い指で摑つかんでいた。

「買いに行かなくて……いい」

「え、でも────」

「いいから」

　志乃ちゃんは僕の言葉を遮さえぎって、それから信じられない言葉を口にした。

「ここに居て」

「────っ」

　啞あ然ぜんとした、なんてもんじゃない。

　心しん臓ぞうが止まったんじゃないかってくらいの衝しよう撃げきで、一いつ瞬しゆん意い識しきが三千世界の向こう側まで飛んでいってしまうほどだった。

　何かの冗じよう談だんだろう。

　キララ先せん輩ぱいあたりが仕組んだ悪あく質しつなドッキリなのではないのか。

　あるいは幻げん聴ちようの類たぐいなのかもしれない。

　人は誰だれだって病気になると気弱になるものだ。

　それは分かっている。

　そんなのは分かっているのだ。

　でも───志乃ちゃんだぞ？

　あの支はせ倉くら志乃が弱々しく『ここに居て』なんて言うものか？

　いやいや、あり得ない。だってどう考えたってキャラが違ってるでしょ。そういう弱さの見せ方ってのは、所いわ謂ゆるツンデレ系けいの専せん売ばい特とつ許きよではないのか。でも志乃ちゃんはツンデレじゃない。だって基き本ほん的にツンがないし。いや、ツンデレの定てい義ぎはよく分からないから、もしかしたら、時折向けてくる面めん倒どうくさそうだったり鬱うつ陶とうしそうだったりする視し線せんはツン要よう素そなのかもしれない。強がりじゃなく本当に面倒くさかったり鬱陶しかったりするだけなのは間違いないけど、好意的に解かい釈しやくする事は可能なのではないか。そう、つまり志乃ちゃんはツンデレキャラだったのである！　な、なんだってー!!

　……どう考えたって、「なんだそりゃ」とずっこける結けつ論ろんだった。

　というか、ツンデレとかそういうのは激はげしくどうでも良い。

　今はそこが問題じゃない。

　志乃ちゃんに、寂さびしいという感情があった事に驚おどろいたのだ。

　先ほど感じた『子供』の部分。

　もっと言えば『人間』の部分。

　弱さ、だ。

　それは僕らが当たり前に抱かかえているもの。

　分かっている。分かっているつもりだ。

　だけど……どうしても、そんな彼女の姿すがたに僕は重ねてしまうのである。

　四月、あの夜の姿を。










リプレイ０２／




　可哀かわい想そうな女の子がそこに居いた。

　一人きりの女の子がそこに居た。

　二階の、南側に面した一番良い部屋。

　子こ供ども部屋だった。

　四年前、僕がまだこちらに住んでいた頃には使われていなかった。予あらかじめ子供部屋として造られ、最初から志乃ちゃんの私し物ぶつが置かれていた部屋だったけれど、彼女のために機き能のうしていた記き憶おくは一つもない。

　寝ねる時はだいたい僕の家だった。凄すごく幼い頃は母さんと一いつ緒しよに、少し成長してからは僕の布ふ団とんで、僕が中学に入ってからは追い出すようにして再ふたたび母さんと一緒。

　志乃ちゃんが自分の家の、自分の部屋で寝た事はなかったはずだ。

　それどころか、生活した事さえも……。

　その証しよう拠こが、目の前の光景だ。

　言葉を失うしかなかった。

　そこは───そう、人形の家だった。

　綺き麗れいに並ならぶ掃そう除じされ乱みだれのない家具達。染しみ一つなく貼はり付いてるだけの壁かべ紙がみ。

　少し考えればそれがどれだけ異い常じようかなんて分かるものだろう。どんな綺麗好きだって、どんな神しん経けい質しつな人間だって、ここまで完かん璧ぺきに整った部屋で生活する事は出来ない。どうしたってそこに、人の名残なごりを感じさせるものだ。

　例えばそれは、照明のスイッチ付近にある僅わずかな黒ずみ。フローリングの床ゆかに残るワックスの削けずれた跡あと。机つくえやタンスに残る小さな傷きずや僅かなゴミ。あるいはもっと曖あい昧まいで、しかし具体的な人の匂におい。

　何一つなかった。

　人形遊びに使うミニチュアを集めたような、無む味み無む臭しゆうな光景だった。

　だからこそ、その中に居る志乃ちゃんの姿は主役たる人形そのままの、魂たましいの欠落を感じさせたのである。

　体たい格かくに合わない大きなベッドの上で、彼女は体育座ずわりをしていた。

　部屋に入る前、ノックを三度ほど繰くり返したが返事はなかった。今こうして入ってきても反はん応のうはない。

「居るんなら返事くらいしてよ」

　出来る限かぎり優やさしい声で言った。

　四年経たっている。ぶっちゃけてしまえば、かつての僕ぼくがどう彼女と接せつしていたのか、いまいち覚えていなかった。たぶん、もう幾いくらか傲ごう慢まんで無む神しん経けいだったんだろうな、と幼き日々の自分の姿を思う。

　志乃ちゃんはベッドの上で、こちらに目を合わそうともしない。

　その態たい度どからは明らかな拒きよ絶ぜつが感じられた。排はい除じよしようとする動的なものではなく、声など届とどかないかのような静的で分ぶ厚あつい壁かべだ。

「えっと……さ。昨日の事、僕は別に怒おこってないからね？」

「…………」

　沈ちん黙もくが重い。

　僅かに視線を向けたような気がした──それはあまりにも一いつ瞬しゆんの出来事で、正せい確かくに把は握あく出来たわけではない──が、会話は成立しなかった。

　どうやら怒られるのが怖こわくて黙だまっているというわけではないらしいが、だとすると余よ計けいに厄やつ介かいだと言える。

　この態度を見る限かぎり、僕には一つ心当たりがあった。

　昨夜の家出の件けんといい、彼女の態度を表す言葉はただ一つ。

　そう───反はん抗こう期き、だ。

　少し早いのではないかとは思うが、これくらいの年ねん齢れいでは男の僕よりも女の子の方が進んでいたりするから、分からない。テレビのニュースで、小学生くらいでも夜遊びしている子はいるらしいし、中には援えん助じよ交こう際さいをやっている子も……流石さすがに特とく殊しゆな例だと思うし、反抗期と結びつくものなのかは分からないけど、それくらい早そう熟じゆくな子もいるのだ。

　その辺りが、男子とは違ちがう。

　小学校高学年。その頃ころの僕がどんな人間だったかといえば……情なさけない話、女の子との関係が恥はずかしいと考えていた。スカート捲めくりをして遊ぶほど幼くはなく、けれど言葉には出せないまま好きな子にちょっかいを出さずにはいられないくらいに幼かった。これは他の男子にしてもそうだろう。

　我われながら、今だってそうかもしれないけれど、情けない話だ。

　お互たがいに沈黙を保たもったまま、僕は椅い子すをベッドの対面に持ってきて座った。

　志乃ちゃんとちょうど向かい合う形になる。

　それでも視し線せんが合う事はなかった。

　彼女はわざとらしく顔を背そむけたりはしなかった。ピクリとも動かず、視線をそのまま下へと向けたのだ。特とく徴ちよう的な黒目がちの瞳ひとみは、長い前まえ髪がみが御み簾すのように隠かくしてしまっていた。

　やっぱり、拒絶されているよなぁ……。

　しかし、出て行けとは言わないし、自分から立ち去るわけでもない。

　こうして真正面に座る事すら、拒こばまなかった。

　反抗期ってのは人じん格かく形成の一いつ環かんで、凄すごく簡かん単たんに言ってしまえば、世界への自分の価か値ちの訴うつたえ掛けだ。生まれてきて、家族に愛されて育ってきた自分。あるいは誰だれにも愛されずに育ってきた自分。

　受動的であり、ある意味では自動的だった日にち常じようから飛び出し、自分の力を世界に示しめし、その存そん在ざいを声こわ高だかに叫さけび、上位存在おとなから与あたえられるだけの自分ではなく、能のう動どう的な一いち個こ人じんとしての価値を表ひよう現げんする事。

　どうしても最初は自分の能力を過か大だい評ひよう価かしてしまったり、過小評価してしまって、やり方が乱らん暴ぼうだったりしてしまうのだけど、必要であり当然のものである。

　だが、それにしては、いま一つ表現が足りないのはどうしてだ？

　もっと苛いら立だちを見せても良いはずなのに、ただただ拒絶しているだけだ。

　もしかして自分を過小評価してしまって、恥ずかしがっているのだろうか。それとも短たん絡らく的な厭えん世せいを気取っているつもりなのか。元から感情を出さない子だから、反抗期に入って更さらに内向的になってしまっているのか。

　まさかいきなりキレだしたりしないだろうな───なんて馬ば鹿かな事を考える。

　ないない、流石にそれはない。

　根こん拠きよと呼よべるものはないけど、どうしたってこの少女が突とつ然ぜん奇き声せいを上げて無む茶ちや苦く茶ちやに暴あばれる姿すがたなんて想そう像ぞう出来ない。むしろ逆ぎやくに見てみたいという好こう奇き心しんさえ擽くすぐられるほど、あり得ない。実じつ際さいに目まの当あたりにしたら、生しよう涯がいのトラウマになりそうだけど。

　って、いったい何を考えてるんだか。

　馬鹿馬鹿しい自分の思考に、思わず小さく吹ふき出してしまった。

　その呼こ気きに反応して、僅かに志乃ちゃんの視線がこちらを向く。

　ほんの一瞬の事で、気づいた時には既すでに元のポジションに戻もどってしまっていたため、結局目を見る事は出来なかったけれど、とりあえず完全に無む視し出来ているわけではないらしい。

　ならば、と僕は口を開いた。

「改めて、久ひさしぶりだね、志乃ちゃん」

　とりあえず本題は後回し。

　いきなり直球勝負を仕し掛かけるほど、僕だって無む神しん経けいではないのである。

「しばらく見ないうちに、大きくなったよね。身長、どれくらい伸のびたのかな？　それに凄すごく美人さんになった」

「…………」

「四年ぶり、だよね。正確には三年と……何ヶ月かな？　まぁ、そんなのはどうでも良いか。その間、どうしてた？　僕の方は……えっと、まぁ平へい凡ぼんだったよ。あんまり思い出に残るような事はなかったよ、あはは」

「…………」

「志乃ちゃんの方はどう？　会わない間に何かあったかな？　何でもいいから話して欲ほしいな。学校の事とか、友達の事とか」。親の事とか、とは言わない。「そうだ、今年で五年生なんだよね。志乃ちゃんのところは進学校だから、勉強も難むずかしくなってくると思うけど、分からない事があったら何でも聞いてね。なにせ僕は大学生になったんだから！　って、あんまり偏へん差さ値ち高くないんだけどさ！」

　知らぬが仏ほとけ。

　後になって僕は、自分が想像していた小学五年生の勉強と志乃ちゃんが経けい験けんしているそれとが、アンドロメダほどもかけ離はなれている事に気づき、この偉えらそうな発言を大いに悔くいる事になるのだった。

　と、それはともかく。

「……………………」

　無言だ。

　見事なまでの無言だ。

　これでもかと言わんばかりの無言だ。

　ある程てい度ど覚かく悟ごしていたとはいえ、なるほどこれは強きよう敵てきである。

　場を和なごませるためにと小こ粋いきなジョークを披ひ露ろうしてみせたりもしたのだけれど、案の定というか当然というか、軽く泣きそうになるほどの無言が返ってきた。自分的には会心の出来だったんだけどなぁ。

　そんなわけで、話し始めてから三十分ほど。

　いよいよ話題もなくなり、地じ獄ごくのような沈ちん黙もくが僕らを包んでいた。

　僕らというか、主に僕なのだけど。

　こうなったら賭かけで切り出してみるか？

　家出の事を聞くのではなく、少し遠回りではあるが小お父じさん達との関係を。

　いや、もう更に遠回りに、今幸せかどうかとか……って、これは遠回し過ぎるか。

　というか、聞かれた方も困こまるだろ、こんな質しつ問もん。

　ならば……寂さびしかったかどうかなら、どうだろう。

「志乃ちゃん。僕らが居なくなって、寂しかった？」

　九州に引ひっ越こす事になったのは、父の転てん勤きんが決まったからだ。借金取りから夜よ逃にげするような、緊きん急きゆうのものだったわけではない。当然、大人達は一月近く前から知っていただろうし、僕だって二週間以上前に教えられていた。

　だが、それにしたって子こ供どもだった僕にとっては青天の霹へき靂れきだったのだ。

　生まれ育った町、我わが家や。そこで出来た友人達。

　まさかこんな形でお別れする事になんて、僅わずかばかりにも考えていなかった。

　しかし、涙なみだし駄だ々だを捏こねるほどではなかった。嫌いやだとか不安はあったけれど、自然と受け入れていた。クラスメイトとも一ひと頻しきり遊んで、それでバイバイ。また会おうな、とか、電話しろよ、という程てい度どの挨あい拶さつを交かわしただけだった。

　だが新たに旅立つ──大げさな表現だが──僕とは違って、一人残された志乃ちゃんにとって、あの別れはどれ程ほどの衝しよう撃げきだったのだろうか。

　学校から帰ってくれば、必ず僕の母さんが待っていて「おかえりなさい」を言ってくれる。しばらくして遊び疲つかれた僕が帰ってきて、父さんが帰ってきて、四人揃そろって夕食を摂とる。小父さん達が帰って来られない日はお泊とまりで、僕と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入り、一緒の布ふ団とんで寝ねる。目が覚めても一人じゃない。「おはよう」の声がそこにある。

　そんな日にち常じようがあまりにも唐とう突とつに終しゆう了りようし、彼女は一人きり取り残されてしまった。

「寂し……かったよね。ごめんね」

　そうか。僕はその事を彼女に謝あやまらなければならなかったんだ。

　口に出してみて、そんな当然の事に何な故ぜ気づけなかったのかと反省する。

　小父さん達を偉そうに責せめられる立場じゃない。

　僕だって、彼女を一人にしてしまったのだから。

　どうしようもなかった。親の転勤で、当時中学生だった。一人でこちらに残るなんてあり得ない話で、僕に是ぜ非ひを判はん断だんする権けん利りはなかった。

　だとしても、だ。

　彼女を裏うら切ぎってしまった事実は変わらないのではないか。

「────っ」

　その瞬しゆん間かんだった。

　沈黙が途と切ぎれた。

　志乃ちゃんの視し線せんが上がり、真っ黒な瞳ひとみがこちらを向く。

　それと同時に、口が僅かに開いた。

　息を吸すい込こんだのか、それとも吐はき出そうとしたのか。

　その中間とも取れる曖あい昧まいな動作は、二秒ほど続き、そして消えてしまった。

　だが、そんな小さな出来事も、大きな進しん展てんだった。

　今のリアクションでだいたい事じ情じようは分かった。もう一つの家族であり、常つねに傍そばに居いた僕らに『裏切られる』形で一人になってしまった少女は、四年間ずっと、寂しかったのだ。

　そう確かく信しんし、僕は席を立った。

　一人で頑がん張ばっていた彼女を誉ほめてあげようと、慰なぐさめてあげようと手を伸のばし────。

「……何故、帰って来たの？」

「え？　志乃ちゃん？」

　久ひさしぶりに聞いた声は、強きよう烈れつな違い和わ感を誘さそった。

　少女らしい高い音で、しかし押おし殺すように低い声。

　とても小学五年生から出たとは思えない、力の籠こもった声だった。

　拒きよ絶ぜつといえば、これこそがまさにそうだろう。

「な、何故って……だから大学に通うために……」

　違ちがう。そういう事を聞いているのではない。

　彼女の『何故』はそういう意味じゃないんだ。

　けど、だったらどういう意味だ？

　どうしてそんな、責めるような───帰って来てはいけなかったような、言い方をするのか。

「どうして、そんな事を聞くの？」

　結局、その日。

　志乃ちゃんが喋しやべったのは一つの問だけだった。
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　何故帰って来たのか。

　そんなの決まっていた。

　あの地に留とどまっていたくなかったから。

　詩うた葉はの居ない。ことりちゃんの居ない。

　辛つらい別れと悲しい現げん実じつに彩いろどられた土地で、暮くらしていけるはずがなかった。

　何より、彼と顔を合わせてしまうのが一番苦しい。

　いずれもう一度会わなければならない日が来るのだとしても、せめてその時までは、僕らは距きよ離りを取らなければならなかった。そうしないと、どちらかが駄だ目めになってしまうだろうから。

　引っ越した先、九州の土地で経けい験けんした出来事に関してはここでは多く語らない。思い出す事さえ心を締しめ付ける一人の少女の死と、その中で翻ほん弄ろうされた僕達の物語は別の機会に語られるだろう。

　とにかく僕は───逃にげてきたのだった。

　気づいたら、眠ねむっていたらしい。

　薄うすっぺらい床ゆか越ごしに階下から聞こえてくるテレビの音で目が覚めた。

　時計を確かく認にんすると午前七時を少し過すぎた頃ころだった。

　本日の予定は、大学で履り修しゆう説明会が行われる。大学では決められた時じ間かん割わりで決められた科目を勉強するのではなく、無数にある講こう義ぎの中から自由に受けたいものを選ぶ事が出来るのだ。もちろん、語学のように必ひつ修しゆう科か目もくもあるし、定員が決まっているため好き放題というわけではないのだが。

　その登録方法と、仮かり登録──実じつ際さいに一度受けてみてから変へん更こう出来る期間がある──の説明が今日行われるのである。

　何時集合、何時開始と決まっているわけではなく、今日中なら問題ないらしいので、別べつ段だん急ぐ必要はないだろう。

　この新しん居きよから大学までは電車を乗り継ついで凡およそ一時間半。説明会の開始が午前九時からだから、今すぐ家を出なければならないわけでもない。

　そんなわけで、目が覚めた後もしばらく、僕ぼくは布ふ団とんの上でゴロゴロと転がっていた。

　九州の家ではベッドだったので、畳たたみに布団という新たな寝ね床どこは少し慣なれない。

　こんな部屋にベッドを運び込もうものなら凶きよう悪あくな障しよう害がい物ぶつの出来上がりだし、止やむを得えない措そ置ちだったのだが、しばらく肩かたがこりそうだ。

　七時半ほどまでだらけながら、志乃ちゃんの事を考えていた。

　新学期はまだだから、彼女も家に居るだろう。小お父じさん達は流石さすがに仕事に出ているだろうから、一人きりで。

　彼女もまた、こうしてあの大きすぎるベッドの上を転がっているのだろうか。

　どんな風にして、朝を過ごしているのだろう。

　学校のない一日を、どうやって過ごしているのだろう。

　電話してみようか。それとも会いに行ってみようか。

　けれど、彼女は僕の訪ほう問もんを喜んだりはしないのだろうな……。

　昨夜の事を思い出していた。

『何な故ぜ、帰って来たの？』

　そう口にし、それ以外のコミュニケーションを拒絶した志乃ちゃん。

　まさか彼女が詩葉達の事を知っているわけもなく、彼女なりの意図で聞いたのだろうけれど、それにしたってキツイ質しつ問もんだった。

　どう考えたって地じ雷らいだった。

「あぁ───くそっ！」

　布団を思い切り蹴けり上げ、上半身を起こす。

　志乃ちゃんは僕の訪問を喜んだりしないだろう。

　それに、僕も今は彼女に会いたくなかった。

　この感情に区切りをつけるために大阪に戻もどってきたのだ。

　これから新しい生活が始まる。今はその事だけを考えたい。

　今は、誰だれに関してさえも、過か去こを意い識しきしたくなかった。

　トイレに向かい、若じやつ干かん限げん界かい気味だったものを放出する。『放出』という文字を見ると瞬しゆん間かん的に『はなてん』って読んでしまいそうになるのは大阪人だけだよな、なんてどうでもいい事を考えながら台所へと向かい、冷れい蔵ぞう庫こに放ほうり込んでいたペットボトルのお茶で一服。朝食をどうしようか迷まよいながら、テレビを点つけた。

　時間的には恐おそらくスポーツ芸げい能のうのコーナーのはずで、あまり興きよう味みはなかったが、ダラダラと春休みの朝を過ごすには悪くないパートナーだろう。

　だが、ゆっくりとした動作で発光してゆくブラウン管テレビに映うつし出されたのは、緊きん急きゆう特番だった。

『───近きん畿き圏けんの方は十分に注意していただきたいですね』

『全くその通りですね。本日は番組の内ない容ようを一部変えさせていただき、連続殺人事じ件けんの新しん情じよう報ほうをお届とどけしております。ＣＭの後は、特別コメンテーターにお出いでいただいて、より詳くわしい話をお聞かせいただきます』

　女じよ性せいアナウンサーの神しん妙みような面おも持もちから一転、気の抜ぬけた若わか手て芸人のＣＭに切り替かわる。

　連続殺人事件。一昨日おとといの夜、僕が連行されるに至いたった、警けい察さつの神しん経けいを過か敏びんにさせている事件。

　確たしか近畿圏とか言ってたけど、まさか────。

　猛もう烈れつな嫌いやな予感に、チャンネルを回す。

　どうやら、それは的中したらしい。

　連続殺人事件の犯はん人にんと思われているオレンジ色の髪かみをした男が、昨夜、大阪駅の防ぼう犯はんカメラに捉とらえられたのだ。全国で八人も残ざん虐ぎやくな方法で殺害した犯人が、遂ついに大阪にもやってきたのである。

　警察はその後の足取りを追っているらしいが、未いまだに発見出来ていないらしい。

『今は何ど処こにでも防犯カメラがあるんですから、それをちゃんと調べれば分かります。警察はもっと足を使った捜そう査さを心がけて、徹てつ底てい的にやってもらわないと。怠たい慢まんですよ、これは！』

　恰かつ幅ぷくの良い男性コメンテーターが語気を荒あららげて言う。

　全くだと思った。

　警察はいったい何をしているのだろう。

　確かに犯人は不ふ可か思し議ぎな方法によって包囲を突とつ破ぱしているのかもしれない。

　無数の検けん問もん、無数の警けい備びを潜くぐり抜ぬけ移い動どうしているのかもしれない。

　けど、それだって警察が本気になればコメンテーターの言う通り、防犯カメラだってあちこちに設せつ置ちされている現げん代だい、足取りを追うくらいはそう難むずかしくないだろうに。

　発見場所が大阪駅という事もあって、次に何処に現あらわれるかは不明だ。なんせ無数の路線が交こう錯さくし、東西南北、何処へだって向かう事が出来るのだから。

　一番確かく率りつが高いのは大阪、続いて周辺の近畿圏。

　その意味で、最初の番組で言われていたように、僕らは十分に警けい戒かいしなければならない。

　しかし……警察がぜんぜん足取りを摑つかんでくれないのだから、大阪で目もく撃げきされたからといって北海道や東北関東地方が安全というわけではない。九州にだって姿すがたを見せるかもしれない。

　母さんは専せん業ぎよう主しゆ婦ふで深夜の外出はまず考えられないけど、父さんは仕事や同どう僚りようとの付き合いで万が一という事も考えられる。

「大だい丈じよう夫ぶ、だと思うけど。でも、僕も夜間の外出は止やめておかなきゃな」

　夜食を買いにちょっとコンビニへ、というだけでも危き険けんがある。

　いや、まさか自分が被ひ害がい者しやになるとは思えないけど、今回の事で警察も更さらに緊きん張ちよう感を強めるだろう。そうしたら、また連行なんて事にもなりかねない。

　せっかく二十四時間なのに、夜中に行きにくくなるんじゃ意味がないじゃないか。

　そうは思うが、諦あきらめて予あらかじめ買い溜だめておくしかなさそうだった。
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　カップ麵めんを朝食にしながらニュースを一通り見て、午前十時。

　大学へと向かう事にする。春の日差しは若干暑いほどで、明るく照らし出された町まち並なみも輝かがやいて見える。こちらに戻ってきて数日、最初にあった違い和わ感は徐じよ々じよに消えつつあった。

　購こう入にゆうしたばかりの定期で電車に乗り込む。人生初の電車通学がこれから始まるのだ。一限げん目の開始時じ刻こくが午前九時だから、もしかしたら通つう勤きんラッシュに遭そう遇ぐうしてしまうかもしれない。既すでに、出来る限かぎり二限目からの講こう義ぎを選せん択たくしようと心に決めている。

　私し鉄てつで一いつ旦たん大阪の中心地まで出て、そこから北上する。地下鉄に揺ゆられながらしばらくすれば、電車は陽よう光こうの下もとに出てそのまま直すぐに目的の駅へと到とう着ちやくする。

　駅からは徒歩で十分ほどだ。

　住じゆう宅たく地ちのど真ん中──そう表現してもいいくらいに家が多い──に建つ大学は、受験の時から思っていたがかなり狭せま苦くるしい。純じゆん粋すいな敷しき地ち面積はもしかしたら高校よりも小さいのではないだろうか。その代わりに、背せの高いビルが聳そびえている。

　もちろん、某ぼうヒルズのような高こう層そうビルではない。せいぜい六、七階建てだ。

　しかし周囲が住宅街のため、その姿を見み逃のがす事はありえなかった。

　受験からしばらく経たっていたが迷まよう事なくキャンパスに到着する。

　途と端たんに威い勢せいの良い声が届いた。

　各サークルが新入生を勧かん誘ゆうしている声だった。

　パッと見ただけでも野球柔じゆう道どう剣けん道どうなどの運動部、映えい画が研究部に演えん劇げきに軽音などの文化部。その他ほかにも初耳のクラブや証しよう券けん研究部なんてのもあって、本当に数が多い。桜さくらの樹きが植えられた校門前のスペースは先せん輩ぱい方によって埋うめ尽つくされているようだった。

　なるほど、説明会の時間が本日中と明めい確かくに決まっていない理由はこれだろう。入学式で見たあれだけの人数が一いつ斉せいに集まったら、何が何やら分からない大おお騒さわぎになってしまう。

　サークルに所しよ属ぞくする予定は今のところなかったが、面おも白しろそうなのがあれば入ってみても良いかもしれない。周囲をキョロキョロと見回しながら歩いていく。

　高校時代は一いつ切さい部活動をしていなかった。

　運動部で活かつ躍やく出来るほど身体能のう力りよくは無いと思うし、あまり厳きびしいのは御ご免めんだ。

　となると文化部で、出来る限り緩ゆるいところが良い。

　のんびりまったり、サークルライフというのを楽しんでみたいのだけど……。

「ちょっとそこの君！」

　やたら暑苦しい声が聞こえた。

　聞こえたと思ったら肩かたを摑つかまれていた。

「君は新入生だろう？　新入生だな。新入生に決まっている！　今日から新入生だ！」

「はい？　え……？」

「よし、新入生。入学おめでとう。実に素す晴ばらしい事だな、喜ばしい！」

「あ、はい。ありがとうございま───って、なんで引ひっ張ぱるんですか!?　ちょっと、どこへ────」

　ずるずると、引き摺ずられていく僕。

　肩を摑んでいるやたらテンションの高い男性──恐おそらくというか当然というか、上級生なのだろうが──体育会系けいではなかった。百八十ほどの長身ではあるが細身で、何かのコスプレなのか、むやみやたらに赤いスーツと狐きつねのように細長い右眼にモノクルという、只ひた管すら怪あやしい文化系の人だった。あぁ、間ま違ちがいない。この人、文化系だ。しかもその中でも特とく殊しゆなマニア系の。

　緩いサークルライフの崩ほう壊かいフラグである。

　僕は確かく信しんしていた。

　この人と知り合いになってはならない、と。

「あ、あの────」

「なんだなんだ、質しつ問もんタイムは後で三時間ほど用意しているから安心したまえ」

「長すぎですよ！　そんなに要いらないですよ！　絶ぜつ対たい重苦しい沈ちん黙もくが続きますよ！」

「甘あまいな。もし質問がリーマン予想についてだったらどうする！　三時間ではあまりにも短いだろう！」

「そんな質問しませんからっ!?　ってか、そんな質問まで考こう慮りよに入れなきゃならないなんて、何者なんですか貴方あなたは!?」

「おおう、名乗っていなかったな。これは済すまなかった」

「謝あやまりながらも引っ張るのを止めてない辺りに強きよう烈れつな悪意を感じるんですが……」

「やあやあ我われこそは、瑠る離り羅ら裂れ流る牢ろうである！」

「滅め茶ちや苦く茶ちや嚙かみそうな名前ですねっ!?　って、そんな名前がありますか！」

「すまんすまん、これは筆名だ。本名は山田太郎だ」

「平へい凡ぼんっ！　平凡過ぎますよ！　もっと捻ひねりましょうよ！　がっかりなオチですよ！」

「いや……本当に本名なんだが」

「……え？」

「山田太郎。本名だ」

「本当に、山田、太郎さん？」

　真顔でコクリと頷うなずく赤いスーツにモノクルの山田太郎さん。

　山田太郎さん。

　山田太郎さん。

　まさかの山田太郎さん。

「…………ごめんなさい」

　謝るしかなかった。嚙みそうな筆名とやらも、そのテンションも今なら全すべてが許ゆるせる気がした。平凡とか言っちゃって本当に済みませんでした。もっと捻れとか、酷ひどい事言ってごめんなさい。

「いや、そこまで凹へこまれても逆ぎやくに困こまるわけだがな。しかし───謝しや罪ざいを口にしたという事はつまり、私のサークルに入る事を決けつ断だんしたという事で間違いないのだな！」

「なんでそうなるんですか!?」

「違うのか？」

「違いますよ！　まだ、何ど処こに入るかは決めてませんから。というか、そもそも何のサークルなんですか？　さっき筆名とか言ってましたし、文芸部とかですか？」

　作文でさえ四苦八苦する僕には向かないサークルっぽいなぁ。

　だが山田太郎さんは首を振ふり、そして宣せん言げんした。

「違う。絶ぜつ空くう天てん翔しよう龍りゆう炎えん部ぶだ」

「なんか超ちよう必ひつ殺さつ技わざっぽいっ!?　格かく闘とう！　まさか格闘なんですか!?」

「活動内ない容ようは主に地ち域いき経けい済ざいの活かつ性せい化かと今後の展てん望ぼうの研究だ」

「名前と何の関係もないのかよ!!」

　意外にこぢんまりとした、しかも割わりと役に立ちそうなサークルだった。

「我がサークルに入れば、単位の取り易やすい講こう義ぎの情じよう報ほうはもちろん、馬ば鹿か高い教科書の流用、更には教きよう授じゆの弱みまで全てが分かるぞ」

　最後のは聞かなかった事にして、実は前二つは結けつ構こう重要だったりする。

　大学では画一的なプリントによるテストが全てではない。例えば極きよく端たんな話、テストを一切しない講義だってある。出席数と講義内でのノートの提てい出しゆつだけで評ひよう価かが決まるという場合もあるのだ。

　テストを行うにしても、レポートを提出するだけのもの、筆記ではあっても教科書やノート持ち込こみ可かのもの、様々で、担たん当とうの講こう師しによって評価の仕方は大きく異ことなっている。

　ここは真ま面じ目めに学問を突つき詰つめたい学生が集まるような大学ではない。

　単位さえ取れば、大卒という経けい歴れきさえ取れば良いというのが大半だろう。

　僕がまさにそうだ。特に学びたいものはなく、ただ漠ばく然ぜんと進学した。

　そんな人間にとって、取り易い単位を選ぶ事は勉強という重労働に日々の生活を圧あつ迫ぱくされないためにも重要なものだ。

　更さらに教科書の流用も大きい。幾いくつの講義を受けるにしても、全部真面目に揃そろえようと思ったら前期後期併あわせて一万円以上は確かく実じつである。何せ、一冊さつが千円以上、酷い場合は二千円を超こえるのだから。しかも性た質ちの悪い事に、高い本を買わせる講義というのは、だいたいその執しつ筆ぴつ者しやが講師で、テストの際さいにちゃんと購こう入にゆうしているか、名前を書いているかを確かく認にんしたりもする。

　教科書を買っていない者は、問答無用で不可だ。

　そんな印いん税ぜい狙ねらいの講師に対して、先せん輩ぱいから後輩へと教科書を流用していく事は、学生のささやかな反はん乱らんであり、生活の知ち恵えである。

「しかも！　我わがサークルには自じ慢まんのマドンナが居いる！」

　大声で叫さけぶ山田太郎さん。

　ってか、マドンナって随ずい分ぶん古い表ひよう現げんだなぁ。

　昭しよう和わの香かおりがぷんぷんしている。

「ご紹しよう介かいしよう！　我らが永えい遠えんのプレイガール！　鴻こうの池いけキララ嬢じようだっ！」

　バッと、先ほどから気になりつつも無む視ししていた生なま着き替がえでもさせられそうなボックスのカーテンが開かれる。

　だが───そこには誰も居なかった。

「こ、鴻池はどうした!?」

　山田太郎さんが驚きの声を上げる。

　対して、冷静かつ冷れい淡たんな口調で、後輩らしき人が言った。

「何か急用が入ったらしくて、今日は来てませんよ」

「まさか逃にげたのかっ!?」

「そりゃあんな変へん態たい水着を着せられそうになったら逃げるでしょ」

「くあぁぁぁっ、これでは私の新入生ドッキン悩のう殺さつ大作戦が機き能のうしないではないかっ！」

「山田先輩って、前から思ってたけど、絶ぜつ対たいアホですよね」

　喧けん々けん囂ごう々ごう、大おお騒さわぎを始める彼らを残して、僕ぼくは立ち去る事にした。

　出来ればもう二度と会いたくはないものだ。

　ちなみに後日、僕は全く別の場所でマドンナであるところの鴻池キララさんと出会う事になる。そしてその容よう姿しに「……悩殺？」と思わず呟つぶやいてしまった事で、意い識しきが消し飛ぶほどの延えん髄ずい蹴げりを喰くらう羽目になるわけだが、それはまた別の話。
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　仮かりの履り修しゆう登録はとても簡かん単たんだった。パソコンを使って、予あらかじめ受け取っていた時じ間かん割わりから講義名を検けん索さくし、ボタンをクリックするだけだったからだ。

　そんなわけで、予想よりも早く履修登録を終えて、新たな大学生活に若じやつ干かん過か大だい気味な期待を抱いだきつつ、僕はアパートに帰り着いた。

　時じ刻こくは午後二時過すぎ。テレビを点つけても大した番組はやっていない。それでもＢＧＭ代わりにはなるだろうと適てき当とうに再さい放ほう送そうのドラマを流しながら、バイトの情じよう報ほう誌しを捲めくる。夕方から入れて、出来れば自転車で通える範はん囲いで、尚なお且かつ時給八百円以上。この程てい度どの条じよう件けんなら、より取り見取りだ。

　畳たたみに寝ね転ころびながらダラダラとチェックしていると、気づけば四時を回っていた。

「……買い物行かないと」

　うとうとと半ば眠ねむりかけていた意識を叩たたき起こして外へ出る。

　夕飯と、夜食と、朝食分。

　最さい低てい限げんそれだけは必要になる。

　朝食はカップ麵めん辺りで問題ないだろうし、夜食には何かスナック菓か子しがあれば事足りるだろう。

　夕飯は……どこかでお弁べん当とうでも買えば良いか。

　財さい布ふの中身や貯金を考えると、若干先行きが不安ではあった。

「やっぱり自分で料理しないと駄だ目めかなぁ。けど、何か作れるっけ？」

　家庭科の授じゆ業ぎよう以外で料理した事のない僕にとって、大きな難なん関かんだった。

　スーパーを歩いていても、レトルトを始めとした食材を加えて炒いためるだけというようなものは少なくない。それくらいならたぶん難むずかしくないだろうし、僕にだって出来るだろう。一いち応おう、フライパンと片かた手て鍋なべくらいは用意しているわけだし。

　そんな事を考えながら歩いていると、視し界かいの端はしに黒い影かげが映うつった。

　いや、影ではない。

　それは実体を持つ人間である。

　あまりにも現げん実じつ味みがないから、そう思っただけで。

　志乃ちゃんだった。

　一人きり、そろそろ陽ひが落ち始めた町まち並なみをゆっくりと歩いている。

　学校がないはずなのにセーラー服姿すがたで、手には大きな鞄かばんをぶら下げていた。

　大きな、といっても小こ柄がらな彼女が持つにはという相対的な意味で、極ごく々ごく普ふ通つうの手て提さげ鞄である。何やら荷物が詰つまっているらしく重そうに膨ふくらんでいた。

「志乃ちゃん……」

　声を掛かけて───少しだけ後こう悔かいする。

　会いたくないと思っていたのに。

　しかし、そんな事は間ま違ちがっても表ひよう情じように出せない。

　僕は微笑ほほえんで、こんにちはと挨あい拶さつした。

　彼女がこちらに気がついていたのかどうかは不明だが、見み掛かけたのに声を掛けないのも不自然な話だ。これは人として、大人として当然の対たい応おうである。

　そう言い聞かせる。

　志乃ちゃんは驚おどろいた様子もなく、視し線せんを一度向けて小さな会え釈しやくをした。

　返事はしてくれないのだが、それでも、そのまま立ち去るのではなくピタリとそこで静止する。

　よく分からない子だ。

　当とう惑わくしつつも声を掛けてしまった手前、無言ではいられない。

「えっと、制せい服ふくみたいだけど、今日は学校だったの？」

「…………」

「でもまだ春休みだよね？　どうして────」

「……塾じゆく」

「ふぇ？」

　間ま抜ぬけな声が出た。

　どうせまた何も答えてくれないのだろうな、なんて半ば悟さとった気分で喋しやべっていたため、その小さな小さな、鈴が転がったような音を危あやうく聞き逃のがすところだった。

「あ、あぁ。塾ね、そっか英会話の塾に行ってるんだね」

「……今日は学習塾」

「今日は？　あ、もしかして色々習ってるんだ？　へぇ、やっぱり凄すごいなぁ」

　ここでの驚きは、むしろ金きん銭せん面めんを対象としたものが大きかった。

　英会話にしろ学習塾にしろ、月げつ謝しやだってばかにならないだろうに。

「そっか、進学校だもんね。塾にも行かなきゃ、勉強についていけないか」

「…………」

　塾を併へい用ようしなきゃいけないような学校教育、果ては受験ってどうかとは思うが、今の世の中はそういうものだと受け入れるしかないだろう。

　けど、志乃ちゃんって頭が良いイメージがあったんだけどなぁ。

　僕の知る当時、幼よう稚ち園えんや小学校に入りたてで頭が良いも悪いもないだろうけど──そもそも数すう値ち化か出来るテストがないのだから評ひよう価かしようがない──賢かしこい子だと誰だれもが口にしていたように思う。誰もが、というかウチのお母様が主だけど。

　僕にとっても、私し立りつの有名進学校に進んだ事もあって、少し距きよ離りを感じていた面はあった。

　なにせ、そろそろ学歴の何たるかを理り解かいし始めていた頃ころだ。有名高校へ進学し国立大学を目指すエリート街かい道どうなるものが存そん在ざいし、ついでに自分がそれと欠片かけらほどにも縁えんがない事に気づき始めた頃。

　まさに縁のないそのエリート街道を進み始めた志乃ちゃんを遠くに感じたのは、ある意味で僻ひがみや嫉しつ妬とに近い感情、劣れつ等とう感のようなものを覚えてしまったが故ゆえだった。

　だからこそこうして、エリートコースを進みながらも苦労している志乃ちゃんを知って、少しだけ喜びを感じてしまっていた。

　尤もつとも、事実は僕の醜みにくい感情など吹ふき飛ばすほどに、支倉志乃という少女は天才だったわけなのだが。

「勉強ご苦労様。僕も負けてられないな」

　などと笑いつつ、志乃ちゃんの頭へと手を伸のばす。

　だが絹きぬ糸いとのような髪かみに触ふれる事は叶かなわなかった。

　彼女の身体からだは半歩だけ後ろに下がった。

　もちろん、彼女の小さな身体で半歩なのだから、そのまま手を伸ばせば届とどく距離である事に変わりはない。

　しかし、触れられたくないという明めい確かくな拒きよ絶ぜつに、僕は黙だまって手を下げるしかなかった。

「ごめん……えっと、志乃ちゃん。今日は小お母ばさん達は？」

　無理やりのように話を変える。

「……帰りは二十四時を回ると思う」

　うわ、やっぱり。

　一いつ緒しよに夕飯なんて、昨日だけの特別か。

「けど、だったら夕飯はどうするの？　もしかして、お料理出来るの？」

「……コンビニで買う」

「そ、それはちょっと」

　別にコンビニのご飯はんを悪く言うつもりはないし、そもそも僕だって自じ炊すいしていないのだから、他人の事が言える立場ではない。

　しかし、だ。

　小学生が家で一人、コンビニ弁べん当とうを食べている姿すがたを想そう像ぞうすると、言い知れぬ感情が湧わきあがってくるのを抑おさえる事が出来なかった。

　ってか、どう考えても駄だ目めだろ、それは。

　そう考えると、もう止まらなかった。

「そうだ。もし良かったら家で一緒に食べない？　昔みたいに、さ」

「…………」

「僕もそんなに料理出来るわけじゃないから、あまり大したものは出せないけど、一人で食べるよりは良いと思うんだ。どうかな？」

　彼女を一人にしておけない。

　何となく苦手ではあるけれど、ちゃんと見守ってあげなければならない。

　だって彼女は、可哀かわい想そうな子なんだから。
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　夕飯は野菜炒いためにした。既すでに炒め用にカットされた野菜パックと豚ぶた肉にくの切り落としをフライパンに放ほうり込こみ、塩と胡こ椒しようと醬しよう油ゆで味付けしただけの簡かん単たんお手軽、思いっきり手て抜ぬき、けど僕にとっては結けつ構こう頑がん張ばった感じがする料理だった。焦こがさなかっただけでも、誉ほめて欲ほしいくらいである。

　そんな力量なので、とてもじゃないが一いち汁じゆう三さん菜さいとはいかない。

　とりあえず粉末のお吸すい物は用意したけれど、おかずはそれだけだった。

　ちゃぶ台の上に並ならぶそれらを見て、流石さすがに味気ないなぁと思う。

　更さらに食器が一人分しかないため、全部バラバラになっているのが酷ひどい。

　志乃ちゃんのお箸はしはコンビニの割わり箸だし、僕の分の白米なんて平皿に盛もられているのだ。それはそれでレストランっぽいと言えなくもないが、畳たたみ敷じきにちゃぶ台という和風な場所では錯さつ覚かくする事も難むずかしい。

「さて、準じゆん備び出来たよ。どうしたの？　こっちに来て食べよう」

　何を思ってか、僕の提てい案あんにあっさりと乗った志乃ちゃんはというと、何な故ぜか部屋の隅すみの方に座すわったまま置物のように硬こう化かしていた。料理をしている間も、時々視し線せんを向けてはいたのだが、一いつ切さい動いた形けい跡せきは認みとめられなかった。

　こうして呼よび掛かけてみてもそれは変わらず、視線を向けもしない。

　そう言えば、四年前からこういう不ふ可か思し議ぎな行動を取る子だった気がする。

　いったい何の意味があるのかさっぱり分からないような事を頑かたくなに続けるのだ。

　奇き行こうといえば奇行だが、少なくとも他人に迷めい惑わくを掛けるようなものや危き険けんな行こう為いではなかったので、母さんもあまり気にしていなかったっけ。幼おさない子こ供どものちょっとした我わが儘ままだと言って、出来る限かぎり好きなようにさせていたと記き憶おくしている。

　だから僕もそれを見習う事にした。

　そこから動きたくないのなら、動かなくたって良いいさ。

　小さな溜ため息いきを一つ、ちゃぶ台を彼女の近くへと運んだ。

「これで良いかな？」

「…………」

「さ、それじゃあ手を合わせて────」

　給食の時間のように大きな声で言うと、志乃ちゃんも釣つられるようにして小さな手を合わせた。

　何だかんだで、こういうところはやっぱり子供だ。思わず頰ほおが緩ゆるむ。

「いただきま～す！」

「……いただきます」

　合唱とはならなかったけれど、それはご愛あい嬌きようだろう。

　自作の野菜炒めを口に放り込む。キャベツとニンジン、もやしとニラの四種類が入ったそれは、とりあえず食べられる味になっていたが、

「う～ん、ちょっと薄うすかったかな？」

　何というか焼肉のタレをぶちまけたくなる、絶ぜつ妙みようの薄さだ。塩コショウが少し足りなかったというのもあるが、肉に下味を付けていなかったのが最大の失しつ策さくかもしれない。

　間ま違ちがってもご飯が進む味ではなく、ふりかけも買ってくれば良かったと後こう悔かいした。

「うん、でもちゃんと火は通ってるね」

「…………っ」

　志乃ちゃんの『え、そんな初歩的な？』という視線が痛いたい。

　お皿へと向けられる箸の動きがゆっくりなのは、警けい戒かいしているからなのか。

　それでも食べる事を拒こばんでいるわけではなく、少しずつ小さな口へと運んでいた。

　箸の持ち方もそうだが実に上品な食べ方だ。そう思う一方で、よく嚙かんでから飲み込む仕草はどことなく小動物のそれを髣ほう髴ふつとさせる。

「味はどう？　やっぱりちょっと薄かった？」

「……別に」

「別にって、美お味いしい？」

「……特には」

「ぐっ……じゃ、じゃあ美味しくない？」

「……食べられる」

「そ、そうですか……うん、なら良かった」

　良かったのか？

　セルフツッコミを入れつつ、要約するとたぶん『普ふ通つう』という事になるのだろう。

　まぁ、自分でも普通だと思う。間違っても美味しいとは評ひよう価か出来ないが、別べつ段だん不ま味ずいわけでもない。食べる上で支し障しようをきたすものではない。

　それにしたって、こういう時は噓うそでも美味しいって言うべきじゃないのか。

　誰かこの少女に社交辞令を教える人は居いなかったのか。

　母さんの料理に対しては「美味しい」って言っていたような気がするんだけど。あれこそ『普通』の代だい表ひよう格かくな味だっていうのに。

「志乃ちゃんはお料理とかしないの？」

「……した事ない」

「じゃあ、もしかして普段から何い時つもコンビニ弁べん当とうなの？」

「…………」

　またも沈ちん黙もく。本当に会話が弾はずまない子である。

　しかしその沈黙から何となく予想はついた。自じ炊すいした事がない以上、出来合い品を買ってくるか外食するかの二択たくだが、小学生が毎日のように外食というわけにもいかないだろう。何も今日だけの事ではないのだ。小お母ばさん達が帰ってこない事も、一人でお弁当を食べている事も。今日だけの特別ではなく、それをずっと続けてきたのだろう。

「じゃあさ……これからも時々、こうして一いつ緒しよに食べよう」

「…………」

「僕ぼくも一人暮ぐらしを始めたばかりだしさ、やっぱりご飯は皆みなで食べた方が美味しいでしょ？」

「別に、味は変わらないと思う」

「いやいや、結けつ構こう違うもんだって。ね、小母さん達には僕の方から話しておくし」

　二人はきっと喜んで賛さん成せいしてくれる事だろう。

　それは少しだけ残念な事で───本当なら小母さん達にこそ選んでもらいたい事ではあるけれど、難しいならせめてその代わりにはなりたかった。
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「なんなら泊とまっていきなよ」

　夕食を終えて、自然とそう提てい案あんしていた。

　我われながら流石さすがに勢いきおいに任まかせた発言だったとは思うが、それにも志乃ちゃんは反対しなかった。

　むしろそう誘さそって欲ほしかったのではないかと思うほど、あっさりと彼女は頷うなずいたのだった。

　たぶん、それだけ寂さびしかったのだろう。

　一いち応おう小母さんに話を通しておく。連れん絡らく先──自じ宅たくではなく携けい帯たい番号──を聞き忘わすれていたが、志乃ちゃんの携帯を借りた。流石というべきなのか、今時は小学生だって当たり前に持っているのですね。僕もいい加か減げん持つようにならないと、と思いつつも未いまだに手は出ない。

　案の定快かい諾だくを得て、志乃ちゃんのお泊とまりは決まった。

　だが迂う闊かつにも、その時になってようやく僕は布ふ団とんが一組しかない事を思い出したのだった。

「困こまったな。どうしよう……」

　布団は志乃ちゃんが使うとして、僕はどうしたら良いのか。

　枕まくらは座ざ布ぶ団とんを使えば良いし、敷しき布ぶ団とんは必要ない。

　問題は掛かけ布団だ。

　暖あたたかくなってきているとはいえ、四月の夜はまだまだ肌はだ寒ざむい。

　タオルケット一枚まいというわけにはいかないだろう。

「……一緒に入れば良い」

「は？　いやそれはちょっと。狭せまいよ？」

　いくら志乃ちゃんが小こ柄がらだとはいっても、用意した布団は二人で入るには小さすぎる。

　寝ね相ぞうはそう悪くない……と思うけど、もしかしたら押おし出してしまうかもしれない。

「……別に良い」

「全然良くないんだけど……でもそうだね、志乃ちゃんが良いって言うんなら」

　他に解かい決けつ案あんがあるわけでもなし、僕が気をつければ良いだけの事か。

　電気を消して、一つの布団に入る。

　志乃ちゃんの邪じや魔まにならないよう出来る限かぎり布団の隅すみに寄よっていたが、それは彼女も同じらしく腕うでが触ふれる事はなかった。もっとこっちへ来ても良いんだよ、と声を掛けても無言のまま動かない。

　そこを自分の居い場ば所しよと決めてしまったのだろう。

　なら、何を言っても無む駄だだ。

　電気を消してカーテンも引いた室内は暗い。

　しかし眠ねむ気けはほとんどなかった。まだ眠るには早い時間で、薄うすっぺらい壁かべの向こうからは車が通り抜ぬける音やテレビの音らしい囁ささやくような声が聞こえてくる。カーテンの隙すき間まからも星ではない光が覗のぞいていた。

「昔を、思い出すね」

　思春期になり、プライバシーなるものを強く切望するようになるまでの数年間、僕らは毎日のように一緒に寝ていた。同じ布団ではなかったけれど、一つ屋根の下で並ならんで眠っていたのだ。

　なんとなく、その頃ころが懐なつかしい。

　それは志乃ちゃんにとっても同じだったのだろう。

「……うん」

　と小さな声が届とどいた。

　その言葉に助けられて、僕は気になっていた事を色々話してみようと決けつ断だんした。

　眠りの邪魔になるかもしれないが、それでも。

　こうして暗く、お互たがいに表ひよう情じようを確かく認にんする事の出来ないシチュエーションだからこそ、様々な本音を聞き出せるのではないかと考えたのだ。

「志乃ちゃん……聞かせてもらえる？」

「…………」

「どうして、公園で寝てたの？」

　何な故ぜ、家出なんてしようと思ったのか。

　理由は分かってる。寂さびしかったからだ。

　けど、彼女の口から話してもらいたかった。

「……特に、意味はない」
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「そっか。意味はないのに、あんな事をしたんだ？」

「…………」

　責せめるような口調、意味合いにはならないよう気をつけなければならない。

　そんな意思はないんだから。

　悪いのは彼女じゃない。

　僕らなんだから。

「小お父じさん達の事……嫌きらい？」

「……別に。彼らに対してそういう感情はない」

　彼ら───か。

　そんな言い方じゃ、嫌いだって言ってるようなものじゃないか。

「でも、小父さん達は君を一人にしてる。一人ぼっちは寂しいでしょう？」

「それは違ちがう」

　突とつ然ぜんの、明めい確かくな否ひ定ていだった。

　億おつ劫くうそうな答えではなく、意思の籠こもったその声に驚おどろき、身体からだを回して彼女へと向ける。

「────あっ」

　何い時つの間に、そうしていたのだろうか。

　意外なほど近い距きよ離りに、志乃ちゃんの顔があった。

　連続したその驚きに言葉を失う。暗いとはいえ数十センチの距離で見えなくなるほどではない。整えられた顔立ちの中、大きな瞳ひとみが真まっ直すぐに僕だけを映うつしていた。

　その時になって初めて、僕は『眼め力ぢから』なるものを実感した。

　漫まん画が的な特別な力ではなく、ただの比ひ喩ゆ表ひよう現げんとしての力としてでもなく。

　ブラックホールを閉とじ込こめたようなその瞳に、僕の言葉もまた吸すい込まれてしまったのだ。

「ここに在いる『私』は『一人』じゃない。だから寂しいという感情はない。だから私には────」

　射い竦すくめられて動けない僕に神しん託たくのように打ち付けられていた言葉は、だがその途と中ちゆうで、あまりにも唐とう突とつに途切れた。

　黒曜の瞳から力が失われ、そのまま静かな動作で彼女は背せを向けてしまった。

「今……何か、言おうとした、よね？」

　戸と惑まどいながらも続きを聞いてみるが、志乃ちゃんは沈ちん黙もくした。

　いったい何を言いかけたのだろう。

　だから私には────何だ？

　自分は一人じゃないと言い、だから寂さびしくないんだと噓うそを吐つく。

　そこから更さらにもう一つ「だから」と繫つながる言葉はなんだろう。

　考えてみたがどうしても答えは出てこなかった。

「答えたくないなら別に良いいよ。けどさ、せめてどうしてあんな所で寝てたのか、それだけは教えて欲ほしい」

「…………」

「これは僕にも聞く権けん利りがあると思うんだけどね。なんたっておかげ様で冤えん罪ざいをきせられるところだったんだから。意味がなかったなんて理由じゃ、納なつ得とくできないし僕も小お母ばさん達も安心できない」

「…………会えるような気がしたから」

「会える？　誰だれと？」

　予想外の答えに首を傾かしげる。あんな時間に、彼女は誰と会おうとしたんだ？

　志乃ちゃんの交友関係を知らない僕には心当たりが一つしかなかった。

　つまり、僕だ。

　あの日、再さい会かいは偶ぐう然ぜんではなく、僕に見つけてもらうためのものだった？

　いや、流石さすがにそれは考えられないか。

　小父さん達にも帰き郷きようは告げてはいなかったし、知っているはずがない。

　可か能のう性せいとして、僕の姿すがたを見つけていたのかもしれない。日中、食事や買い物に出ている姿を、志乃ちゃんの方が先に見ていたのかもしれない。

　それなら考えられない事もないが……やはり無理がある。

　なんせ、僕が夜食を買いに出るかどうかなんて僕自身にだって分からないのだから。夜中の空くう腹ふくは常つねに唐突に訪おとずれるもので、それが耐たえ難がたいものなのか、それとも諦あきらめて眠ねむってしまう程てい度どなのか不ふ確かく定ていだ。

　更に、公園の側にあるコンビニを使うかどうかも分からない。他のコンビニを選ぶ可能性だって十分にあった。

　何より、彼女は僕に対して、何故帰ってきたのかと言った。

　会いたがっていたとは思えない。

　では、他に誰が考えられる？

　彼女は誰と会えると思ったのか。

　ただの友達？

　志乃ちゃんにだってクラスに友人は居いるだろう。

　その子と会おうとしていたのか？

　しかし、だったら何だってあんな場所でなんだ。待ち合わせに相応ふさわしい場所は他に幾いくらでもあるし、小学生同士が会うには幾らなんでも時間帯が遅おそ過すぎる。というか、約束していたのなら『会えるような気がする』という表現は使わないだろう。

　だから彼女は、約束のない誰かと、それも偶然に出会える事を期待していたのだ。

　けれど、それってどんな相手なのだろう。夜中の公園で待つほど会いたいと思っているのに、連れん絡らくを取る事は出来ない。そんな人間関係はとてもじゃないが想そう像ぞう出来ない。大人なら、様々な事じ情じようからそういう事もないとは言い切れないが、彼女はまだ子こ供どもなのだ。

　だとすると……一つ、恐おそろしい事を思いついてしまった。

　もしかして、彼女の待っていた『誰か』は実じつ在ざいしない架か空くうの存そん在ざいなのではないか。

　少女らしい夢ゆめ見みがちな妄もう想そう。例えばそれは眠ねむりを覚まさせてくれる王子様のような、夢の中だけの存在がやってくると思っていたのか。だから彼女はあんな場所で眠っていたのではないか。

　だとしたら───重じゆう症しようだ。

　彼女は一人きり、孤こ独どくの淵ふちから救い出してくれる、自分に触ふれてくれる他人を求めていたのだから。
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　志し乃のちゃんの事を色々分かるようになって、多少の誤ご解かいも解とけてはいる。

　可哀かわい想そうだ可哀想だと思っていたあの頃ころとは違ちがう。

　特に彼女と小お父じさん達との関係は、僕が怒いかりのようなものを覚えていた事実が恥はずかしくなるほどだ。

　いやいや、実じつ際さいに傍はたからみれば仕事を優ゆう先せんし子供を放ほうり出す親に思えるだろうし、それは一部では事実でもある。

　だが彼らが僕の家とは違う形で繫がっていて、愛あい情じようをちゃんと持っているのだと今は知っていた。

　そんな風に幾いくつかの勘かん違ちがいはある。

　いちいち訂てい正せいはしないが、あの頃の僕には幾らかの考え違いがある。

　ただ……寂さびしいという感情を、つまりは他人を求める事はなかったはずだ。

　薬の効こう果かか風か邪ぜで体力を消しよう耗もうしている所せ為いか、瞼まぶたを閉とじて寝ね息いきをたてている志乃ちゃんの顔を見ながら、僕は未いまだ困こん惑わくを払はらえないでいた。

　午前十時半。彼女の『お願い』通り、買い物には出ていない。

　それどころか、布ふ団とんの横に腰こしを下ろしたまま簡かん単たんには立てなくなっていた。

　トイレに行くため、簡かん易い氷ひよう囊のうを代えるため、飲み物を取ってくるため……立ち上がる度たびに志乃ちゃんの瞼が開き、何ど処こへ行くのかと無言で問い掛けてくる。

　もし強きよう硬こうに外へ出ようとすれば、身体からだを引き摺ずってでも追いかけてくるのではないだろうか。

　流石さすがにそれはないと思うのだが、試ためす気にはなれなかった。

　ただでさえ弱っているのだ。不安にさせるわけにもいかないだろう。

　しかし、身動き一つにも気を遣つかわなければならない状じよう況きようでは、いまいち落ち着かない。

　適てき当とうに漫まん画がを持っては来たけれど、ほとんど読まないまま放り出していた。

　その代わり、思考だけは動きを止めてくれない。

　今考えていたのは、連続殺さつ人じん犯はんの移い動どうルートについてだった。

　朝のテレビで指し摘てきされていて気づいたのだが、どうも不自然なのだ。

　最初は埼さい玉たま、次が富と山やま、そして今回は滋し賀が。

　露ろ骨こつに西へと進んでいるのが分かる。

　直ちよく線せん状じようの移動距きよ離りも、若じやつ干かん無理はあるけれど、ほぼ同じだと言えるかも知れない。

　これは、一年前の事じ件けんにはなかった傾けい向こうだった。

　そもそも、綾あや瀬せシンの犯行には『傾向』なんてなかった。何処にでも現あらわれて、誰でも襲おそう。凶きよう器きは全すべて刃は物ものが使われていたが、特に同じものが使われていたわけではなく、致ち命めい傷しようの箇か所しよや傷きず跡あともバラバラだった。犯行の時間帯が夜である事、必ず遺い体たいを損そん壊かいする事。この二つは傾向とも言えるのかもしれないが、次の犯行を予よ測そく出来る要よう素そはない。

　言うなればそれは彼の『メッセージ』である。犯人が自分である事を表明する、誰かに伝えようとするもの。第三者が見つけるものではなく、第三者に見せ付けるものだった。

　それはつまり、結果である。

　既すでに起こった過か去こであり、未来には繫つながらない。

　まぁ、飾かざり付けられた遺体からそれを読み解こうと多くの専せん門もん家かや専門家気取りの素人しろうとが無む限げんの憶おく測そくを語っていたし、中には当たらずとも遠からずというものもあったが、少なくとも間違いないと断だん言げん出来るものは一つもなかった。

　その行動の不明さ。

　次に何処に現れ、誰を殺すのか。

　それが全く読めない、行動原理を理解出来ない非ひ人にん間げん性せい───そう、彼は結局最後まで、今現げん在ざいさえも誰も正せい確かくに理解する事の出来ない、混こん沌とんとした存そん在ざいだった。姿すがたは見えているのに、誰もその正体を知らない。誰にも摑つかむ事が出来ない。

　悪あく夢むであり、幽ゆう霊れいであり、魔ま法ほう使つかい。

　ただ一人だけ、もしかしたらそこに何かしらの傾向を見ていたのかもしれない人物は居いる。

　今こうして臥ふせっている少女だけは、もしかしたら何かを知っていたのかもしれない。

　再さい会かいしてからの凡およそ一年間で解けた誤解の一つが、志乃ちゃんは家出なんてしないという事だ。前ぜん述じゆつした通り、両親との関係は良好だった。彼女には家出をしなければならない理由はなかった。

　更さらに言うなら、彼女は衝しよう動どう的な家出なんて無意味な事はしないし、もしそれが必要だと判はん断だんしたのなら僕ぼくらじゃ絶ぜつ対たいに見つけられないだろう。少なくとも公園で眠ねむっているなんて事は考えられない。

　だからこそ、あの時は気づけなかった重大な事実を思い知る。

『会えると思ったから』

　彼女は誰かに会えると考え、公園で眠っていた。

　今となっては、その『誰か』なんて一人しか考えられない。

　何より事実そうだった。あの時、僕らは確たしかに彼と出会ってしまった。

「…………」

　思い出してしまい、強きよう烈れつな吐はき気が襲おそい掛かかってくる。

　ここで立ち上がり台所へと向かえばまた志乃ちゃんを起こしてしまうだろう。

　僕は必死に溢あふれそうになるそれを飲み込みながら、意い識しきを切り替かえる。

　今は、それを考えるべき時ではない。

　問題は現在の連続殺人犯の行動ルートだ。

　その動きからは強い人間性を感じた。

　悪夢ではある。未まだ捕つかまっていない事を考えると幽霊か魔法使いかもしれない。

　しかし綾瀬シンの犯行から感じられた非人間性、正体の不明さはなかった。

「やはり、別人が……」

　そうだ。そうに決まっている。

　そんなの、分かり切った事じゃないか。

　なのに───どうしても不安は消えなかった。
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　鴻こうの池いけキララ先せん輩ぱいが我わが家やを訪おとずれたのは、夜になってからだった。

　夕飯に作ったおじやの後あと片かた付づけも終わり、志乃ちゃんにお薬を飲ませて、後はゆっくり眠るだけという時間だ。その意味で、少し遅おそい時間の来らい訪ほうだったとも言える。

「シノシノ～、調子はどうや？」

「んっ……大だい丈じよう夫ぶです」

　身体を起こそうとした志乃ちゃんを布団に押おし戻もどす。先輩もそれに微笑ほほえみでもって賛さん同どうしてくれた。そして、手に持っていた二つのビニール袋ぶくろを差し出してくる。一つは全国チェーンの薬局のもので、中には新しい風か邪ぜ薬ぐすりと貼はるタイプの冷れい却きやくシートが入っていた。もう一つは近くにあるスーパーのもので、食料がたっぷりと詰つまっている。

「助かります」

「構かまわんよ。こういう時はお互たがい様や。ましてシノシノの事やからな」

「ありがとうございます」

　礼を言って受け取る。お昼を少し過すぎた頃ころの事。会って話がしたいというメールがあって、志乃ちゃんの事を話すと、『何か必要なものはないか？』と買い出しを快こころよく引き受けてくれたのだ。

　丁ちよう度どその頃、東京から急きゆう遽きよ帰って来た小お母ばさんが居いて、同じように買い出しを申し出てくれてはいたのだが、志乃ちゃんは「大丈夫だから」とそれを拒こばみ、仕事に戻もどるよう言った。

　小母さんも彼女の頭を撫なでながらそれに頷うなずいた。

　ベタベタとくっつくだけではない愛あい情じよう。

　二人の間ではそれがある種のルールなのだ。

　東京からわざわざ帰ってくる事。

　東京からわざわざ帰ってきてもらう事。

　そうしてお互いに顔を合わせる事が、お互いの信しん頼らいの挨あい拶さつ。

　随ずい分ぶん普ふ通つうとは外れているが、それが支はせ倉くら親子の関係なのだと僕は知っていた。

　そんなわけで、滞たい在ざい時間三十分ほどで再ふたたび東京へと向かった小母さんの代わりになってくれたのがキララ先輩なのである。

「インフルエンザってわけやないみたいやね」

「高熱ってわけじゃないですからね。咳せきもありませんし、ただちょっと体調を崩くずしちゃっただけかと。今日は様子を見て、明日も治らない様子なら病院に連れて行こうと思ってます」

「この時期の風邪は怖こわいから気をつけや。いや、こうしてお邪じや魔ましとるウチが言うんもアレやけど」

　まぁ、風邪を引いている子が居る家にお見み舞まいとは別べつ件けんで訪れるのは決して誉ほめられた事ではないだろう。結果的にはこうして買い出しを引き受けてくれたわけで、その点は本当に助かったが。

　だがそれでも、お見舞いだけではなく是ぜ非ひ来て欲ほしいと招まねいたのは僕である。

「しっかし、シノシノがこの調子やと、ちょっとあてが外れたな」

「あて、ですか」

「うん……まぁ、はっきり言ってまうと、例の連続殺人の事なんやけどな」

　鴻池キララという女じよ性せいの性せい質しつを考えれば、当然の帰結だった。

　世間を騒さわがしているその事件──あるいは一連の事件と言えるのかもしれないが──になんの興きよう味みも示しめさないなんて事はあり得ず、そして興味を僅わずかにでも抱いだいたのなら首を突つっ込こまずにはいられない。

　更に、ここからは性質を超こえて悪あく癖へきと評ひようするが、首を突っ込んだ事件について志乃ちゃんを巻まき込まずにはいられないのだ。

　実じつ際さい、志乃ちゃんはその非ひ凡ぼんな才さい能のうによって先輩が持ち込んできた様々な事件を解かい決けつに導みちびいている。

　彼女は……その意味でも天才だ。

　類たぐい稀まれなる記き憶おく力りよくと思考力によって不ふ可か解かいな事件を幾いくつも解決してきた。

　先輩のこういった性せい格かくには日ひ頃ごろ辟へき易えきしている僕だったが、今日は事じ情じようが違ちがった。

　僕が聞きたかった事とまさに重なっていたからだ。

　警けい察さつと太いパイプを持つキララ先輩に、桁けた外はずれの思考力を持つ『名めい探たん偵てい』の志乃ちゃん。

　この二人がタッグを組む限かぎり何一つ心配はない。

　そう、本来ならば────。

　志乃ちゃんは布ふ団とんの上で、誰だれとも目を合わさないまま、しかしハッキリと拒きよ絶ぜつした。

「……その事件には協力出来ません」

「えっと、どういう事や？」

　それは言葉の意味を問うているわけではない。

　キララ先せん輩ぱいにとって直すぐには理り解かい出来ないほど、信じられない答えだったのだ。

　志乃ちゃんは基き本ほん的にキララ先輩から齎もたらされる事件を自発的に拒こばんだりはしない。僕から止やめるように言っても聞いてくれない。その理由については、かつて銀色の髪かみをした少女が大おお仰ぎように語ってくれたが、それが正しいのかどうかは分からない。何せあの子は噓うそ吐つきだから。

　唯ゆい一いつ、志乃ちゃんが解決を放ほう棄きしようとしたのは……ある画家の館やかたでの事件だったか。

　山の深い場所に建てられた館に閉じ込められる形で、警察を始めとして誰にも頼たよれない状じよう況きようだった。志乃ちゃんは安全のために──それは僕のためだったのかもしれない──噓まで吐いて関かかわろうとしなかった。

　もしかしたら、今回も同じなのか？

　しかし、今はキララ先輩が居いる。

　キララ先輩が居るって事は、富と樫がしさんを始めとした警察が居るという事だ。

　何も恐おそれる必要はない。

　なのに、

「私にとってはどうでも良い事件です。興味はありません」

　志乃ちゃんはそう拒絶する。

　そんなの噓だってバレバレだった。

　キララ先輩はもしかしたら気づかなかったかもしれないし、他ほかの誰だれかにしたって、無む表ひよう情じような彼女の感情を把は握あくする事は難むずかしかったかもしれない。

　でも、僕にはハッキリと分かっていた。

　志乃ちゃんは今、噓を吐いた。

　どうでも良い事件なんかじゃない。

　僕らの間にある解とけない緊きん張ちよう感の正体は、間ま違ちがいなくそこにあるのだから。

「ウチとしてはシノシノに手伝ってもらえると楽なんやけどな」

「……放っておいても解決すると思います」

「その根こん拠きよは？」

「ありません。そう判はん断だんしただけです」

　話は終わりだ───その表情が明めい確かくに表していた。
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　志乃ちゃんに配はい慮りよして、僕は先輩を外へと連れ出した。

　二月の乾かわいた夜風は暖あたたかい室内の空気に慣なれた身体からだにとって過か酷こくとも言えるほどだった。

　名目上は見送りをするというものだった。壁かべも天てん井じようも薄うすく、防音プライバシーの概がい念ねんも持たないおんぼろアパートのため、僕らは揃そろって錆さび付いた階かい段だんを下りる。

「日差しは少し温かくなったかと思ったんやけど、やっぱり夜は寒いな」

「風も強いですしね。うぅっ、コートが羨うらやましいですよ」

「アンタも羽は織おって来たら良かったんや。どうせ長い話になるんやろ？」

「いえ、あまり長く一人にしておくわけにはいきませんから、ちょっとだけ」

「そうか。それで、いったいどうしたんや？」

　どんな相談にでも乗るで、という先輩の心意気が嬉うれしい。

　鉄てつ拳けん制せい裁さいが恐おそろしいので間違っても男前だなんて言えないけれど。

「さっき志乃ちゃんの様子を見て、どう思いました？」

「どうって……体調の事ではなく？」

「はい。なんというか、変じゃありませんでしたか？」

「変って言われてもなぁ。ウチにはシノシノの何が普ふ通つうで何が変なんかよく分からんし、アンタがそう思うんやったらそうなんとちゃうか？」

　僕だってそんなの分からないですよ。

　分からないから、聞いてるんじゃないですか。

「アンタが分からんねやったら、ウチに分かるわけがない。なんたってあの子の一番近い場所に居るんはアンタなんやからな。冷たく聞こえるかもしれんけど、ウチはその点では何一つ手伝ったる事が出来ん。それはアンタの仕事やくわりやもん」

「そう、ですね。はい、そうだと思います」

「うん。でも……せやな、もしかしたら変なんかもしれん。シノシノが事じ件けんを遠ざけようとするなんて普通とは思えんからな」

「本来はそれが普通なんですけど」

　と、とりあえず一いつ般ぱん論ろん。

　小学生が人の死や強い負の感情に関かかわるような事件に触ふれて良いはずがない。

　先輩への協力を断ことわってくれた事自体は、とても喜ばしいのだ。

　出来る事ならばこれからもずっとそうであって欲ほしい。

　残念ながら未いまだにその願いは叶かなっておらず、眼めを離はなすと直ぐに世界の闇やみの側に飛び込んでしまうけれど。

「そんなシノシノやからこそ、普通の反はん応のうこそが異い常じように思えてしまうってわけやろ？」

「そうなんですよ。なんだか前の、『九く瑠る夜や明あ日す』の事件の時と同じように思えてしまって。あの時も志乃ちゃんは事件の中心から遠ざかろうとしてましたし」

　でもそれは、何よりも僕の安全を守るためだった。

　遠ざかろうとしていたというより、遠ざけようとしていたのだ。

　山の中に閉じ込められ助けも呼よべない環かん境きようでの殺人計画。

　それに巻まき込まれないようにするためだった。

「今回の拒きよ絶ぜつにも、そういう意味合いがあるかもしれん、と。それは納なつ得とくやね。頭の良いあの子の事、行動には必ず意味があるんやろう。けど……そうなると疑ぎ問もんがあるな。なんでシノシノはこの連続殺人事件を危き険けんやと思っとるんか。画家の先生の時とは状況が全く違ちがう。それどころかこれまでの事件とも違う。なんせ、今回は警けい察さつが全力で動いとるんや」
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　もちろん、これまでの事件だって警察は全力で捜そう査さしていただろうし、だからこそ先輩は志乃ちゃんに様々な情じよう報ほうを伝える事が出来たのだ。

　だからここでの『全力』はそういう意味ではなく、動員されている労力の差だった。

　全国で千数百人の警察官が綾瀬シンの、そして新たな事件の捜査に当たっている。ただの殺人事件とはわけが違う、破は格かくの規き模ぼと言えた。

「もちろん、それだけ大きな事件やからこそ危険があるんは確たしかや。でも、場合によってはアンタらを保ほ護ごする事も出来るし、安心してもらえるはずやけどな」

「志乃ちゃんだってそれは分かっていると思うんです」

「あぁ、なるほど。そういう『流れ』なんやね」

　流石さすがというべきなのか、先輩はすぐさま僕の本題を理り解かいしてくれたようだった。

　志乃ちゃんの拒絶は驚おどろきだったけれど、実を言うと予想外という程ほどではなかった。

　なんとなく、もしかしたらそうなるのではないかと予感していたからだ。

「実はその……今日、高たか柳やなぎさんと会ったんです」

「高柳……？」数すう拍はくの空白。「あ、あぁ……あいつか。って、公安がかっ!?」

　先せん輩ぱいにとってよほど予想外だったらしく、珍めずらしくリアクションが遅おそかった。

　完全にノリツッコミの領りよう域いきに入っていた。

　悪あく即そく斬ざんならぬ、ボケ即ツッコミの彼女としては非ひ常じように珍しく、それだけに明白な驚きを証しよう明めいしていた。よほど予想外だったのだろう。

「公安……公安、ね。いや、動いとるんは分からんでもない。せやけど……」

「前に、デッドエンドコンプレックスっていう集しゆう団だんの事件があったでしょう？　志乃ちゃんが解かい決けつして……色々あったあれ。その時と同じく、もしかしたら不特定多数による同時多発的な犯はん行こうだったんじゃないかって。そういう捜査をしてるって言ってました」

「組そ織しき犯はん罪ざい、ね。公安がそう言ったわけか。でも、それは……ないと思うんやけどなぁ」

「そうなんですか？」

「いや、確かにそういう話はあったんよ。ほら、例の『魔ま法ほう』があるやろ？」

　綾瀬シンの魔法。警察がプライドを懸かけて敷しいた検けん問もんを悠ゆう々ゆうとすり抜ぬける移い動どう法ほう。

　警察の無む能のうさを日本中に広める事になったそれも、複ふく数すう犯はんなら説明出来る。

「あれがあったから、犯人は一人やないんやないかって意見は当然出てきとったんや」

「テレビでも、そういう話がありましたね」

「うん、警察も当然それを考えとった。というか、結けつ構こう真しん剣けんに捜査しとったんや」

　この複数犯説というのは、実はなかなか良く出来ている。

　というのも、複数犯を単たん独どく犯はんと思わせる事には非常に大きなメリットがあるからだ。

　複数の実行犯は好きなように人を殺害し、その上で罪つみを一人に押おし付ける事が出来る。

　ヤクザが平然と行っている、官かん僚りようが公然と行っているトカゲの尻尾しつぽきりである。

　これには理があって、ある目的をもった組織が何らかの大きな行動を取るとき、組織運うん営えいに関かかわるようなリスクを全体で背せ負おうのは、どうしようもない愚ぐ策さくでしかない。

　リスクは常つねに分散していなければならない。

　一つの問題で瓦が解かいするような間ま抜ぬけな組織などあり得ない。

　そんなのは組織じゃない。

　極きよく端たんな話ではあるし、決して道どう徳とく的とは言えないけれど、社会的に大きな組織であればあるほど、下したっ端ぱに死をもって責せき任にんを取らせるくらいの強したたかさが求められるのだ。

　もしかしたら、それが誰にも知られない間に行われていたのではないのか。

　連続殺人は特定の目的をもった集しゆう団だんによって引き起こされた犯罪で、綾瀬シンはそれが単独犯によるものである事を印象付けるための囮おとりであり生いけ贄にえだった。犯行を繰くり返しながらも、目立つオレンジ色の髪かみや美び貌ぼうは、そう考えるとまさに適てき任にんと言える。

「それに、綾瀬シンが自殺して終わったはずの事件がまた起こったのも、複数犯説なら説明出来ますしね。もしかしたら強力な──公安がマークしてて、志乃ちゃんが関わろうとしないほどの──組織が関係しているんじゃないでしょうか？」

　先輩に話したかったのはこれだった。

　警察がどこまで調べているのかは分からない。

　ただ、基き本ほん的に公安とその他の部ぶ署しよとの連れん携けいはないとされている。ならば少し展てん開かいさせて考えると、公安が調べているのは他の部署が調べていない事なのではないか。

　かなり無む茶ちや苦く茶ちやな論ろん理り展開だとは思うけど、知らない可か能のう性せいはある。実じつ際さい、警察の公式発表では綾瀬シンは単独犯、再さい来らいした悪あく夢むは模も倣ほう犯はんとなっているし。

　そんな僕ぼくの意見を真剣な面おも持もちで聞いていた先輩は、小さく頷うなずいて同意した。

「確かに捜査の中心からは外れとるな。公安が動いとるんも、トラから聞いとらんかったし……何かありそうな気はする」

「でしょう？」

「せやけど、その理り屈くつでも綾瀬の『魔法』の説明はつかんのや。いや、複数犯だからこそなお更さらに、『魔法』の難なん易い度どは格かく段だんに跳はね上がる」

「難易度って、どういう事です？」

「考えてみ？　複数犯やとしたら、囮役の綾瀬はその事じ件けんが起こる前後に必ず現げん場ばの付近におらなアカン。目もく撃げきされるされんは別にして、万が一、犯行の時間に別の場所で目撃されてしもうたら囮としての意味がなくなるんや。そうなると、綾瀬の行動の自由度は極きよく端たんに狭せばめられる。自由気ままに逃にげとったんじゃ、どうしても無理が出る。計画的に行動せんと、複数犯を単独犯に見せかける事が出来ん。せやけど、ほとんどの交通機関は完全に塞ふさいどったんや。現実的に考えて、これは幾いくらなんでも無む茶ちややで」

「でも、変へん装そうだったって可か能のう性せいも指し摘てきされてますけど」

「オレンジ色の髪は幾らでも可能やね。髪の色を変えるなんざ、今時美び容よう院いんに行かんでも一人で出来る事やし。けど、警けい察さつかてそれほどアホやない。各地で目撃された綾瀬シンは、曖あい昧まいな目撃証言を除のぞいた動画から全すべて同一人物やと証明されとる。これはほぼ百パーセント間ま違ちがいない」

　白黒の、解かい像ぞう度どの悪い動画からでも個こ人じんを特定出来る。写っていた背はい景けいとの比ひ較かくから身長や体たい格かくの割わり出しはそう難むずかしい事ではないし、陰いん影えいからかなり正せい確かくな顔の輪りん郭かく、鼻や耳の形を確かく認にんする事が出来るのだ。

「綾瀬シン本人とも照合して、同一人物であるという結果が出とる。まぁ、人は死ぬと顔の形が変わるし、映えい像ぞうからじゃどうしたって百パーセントとは言い切れんねやけど、科学的に信しん頼らい出来る結果や」

「そう……ですか。でも、難易度は上がるにしたって、組織的な犯罪であった可能性はまだあるわけですよね？」

「ん？　いやまぁ、それはそうなんやけどね」

　先輩は少し困こまったように頷いた。

「綾瀬が犯罪に走る前後、誰だれとどんな交流があったかは全く分かっとらんわけやし」

「火事の後の足取りはやっぱり？」

「さっぱりやね。いったいどこでどんな暮くらしをしとったんか、全く分からんのや」

　でも、そんな事ってあり得るのだろうか。

　だって考えて欲ほしい。今の世の中、誰とも顔を合わせないまま暮らしていけるものだろうか？　まさか山やま奥おくでサバイバルな生活を何年も続けていた、なんて衝しよう撃げきの展開はあり得ないだろうし、帰るべき場所を失ってしまった彼は、どうしたって新しい土地で暮らしていかなければならなかった。

　そうなれば当然、住む家が必要になる。

　まさか買ったはずはないだろうから、マンションなりを借りただろう。

　なら家や賃ちんが必要になる。

　いったいどれだけのお金を持っていたのかは知らないけれど、何年も暮らせるだけの現金があったとは少し考え難にくい。

「貯金はあったみたいやけど、手はつけられとらん。火事の後、失しつ踪そう扱あつかいになっとるんやから当然警察は銀行や役所に何らかの連れん絡らくがないかチェックするよう言うとったんや」

　生活のためにお金を引き落とせば、それが何ど処こからの手続きなのかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　警察はすぐさま身み柄がらを保ほ護ご出来る。

　同様に何らかの理由から役所へ行ったり──例えば住民票を移い動どうさせたり──病院に行ったりしても、警察へと連れん絡らくが入る。

「となると、バイトしなきゃ駄だ目めなんでしょうが……」

「そうなれば、どうしたって交流が生まれる。履り歴れき書しよが捏ねつ造ぞうやとしても、顔は覚えられるわな」

　都心部のアパートでは隣りん人じんとの交流がなく、酷ひどい場合は一度も顔を合わせない事があるらしい。幸いな事に我わがアパートは全員顔見知りだけれど。しかし、それほど人間関係の薄うすい土地であったとしても、流石さすがにバイト仲間の顔を覚えていないなんて事があるんだろうか。

「あ、そっか……」一いつ瞬しゆんの閃ひらめきだった。「例えば整形していたらどうでしょうか？　犯行の直前に顔を変えていたら、誰もそれがバイトの仲間だとは思わないんじゃ」

　顔全体を整形して全くの別人になる、なんてのは些いささか大げさ過ぎる話だけれど、実じつ際さい、印象を大きく変える事は可能だ。髪かみ型がたなんかも合わせれば、以前の顔と現げん在ざいの写真では同一人物とは思えなくなるのではないだろうか。ほら、実際アメリカの某ぼう超ちよう有ゆう名めい歌手なんて昔と今とで明らかにパラダイムシフトしてるし。

　噓うその履歴書を使っていたなら本名だって分からないし、これならあり得るのかもしれない。

　そう考えた僕に、先せん輩ぱいは生なま暖あたたかい顔で微笑ほほえんだのだった。

「うん、それが一番分かり易やすいパターンやね。で、そんな当たり前過すぎる可能性を、警察が一度たりとも考えた事がなかったと思っとんのかこのバカタレー」

「え？　えぇ？」

「あんなぁ、整形外げ科かの調ちよう査さなんてとっっっくの昔にやっとるわ！」

　怒おこられてしまった。

　そうですよね、僕程てい度どが辿たどり着くような答えなんて、誰だって分かりますよね。

　先ほどの閃きが凄すごく情なさけなくなった。

「尤もつとも、結局何の情じよう報ほうも出てこんかったけどね。全国の整形外科や整形手しゆ術じゆつをやっとる店を回ってみたんやけど、全部空から振ぶりやった」

「じゃあ、綾瀬シンは整形していないんですか？」

「絶ぜつ対たいそうとは言えん。なんせ、無む認にん可かでやっとる所は山ほどあるからな」

　正せい規きの病院には行けない訳わけありの人を専せん門もんに扱あつかうモグリの医い師し。

　もちろん違い法ほうなのだが、こういうのは何い時つの時代だってなくならないものだ。

「せやけどな、だからこそ綾瀬シンが何らかの『組そ織しき』と関かかわりをもっとったんちゃうかってウチは考えとるんや」

　驚おどろいた。だってさっきは違ちがうって……。

「違うとは言うとらん。それに犯はん行こう自体は綾瀬の独どく断だんやと考えとる」

「でも、組織と関わりがあるって」

「アイツの空白の数年間については、世の中の裏うら側がわの人間との関わりがあったんちゃうかって意味や。モグリの整形外科医は大体、特定の暴ぼう力りよく団だんに囲われとるもんやし、整形しとらんにしてもアンタの言うた通り、全く情報が出てこんのは不自然や。それこそ、誰かが隠かくしとるとしか思えんくらいにな」

　先せん輩ぱいはそうして、警けい察さつも実はそこを重点的に調べていた事を教えてくれた。

「警察は一度もそんな可か能のう性せいがある事を言わなかったじゃないですか」

「発表出来んやろ、そんなん。確かく定てい情報やったらともかく、犯人の死し亡ぼうでようやく終わったと思っとった連続殺人事じ件けんに、『もしかしたら暴力団などが関わっているかもしれません』なんて不安を煽あおるような不確定情報を出せるか？」

　それは……どうだろうか。

　多くの人にとって姿すがたは見えるのに捕つかまる事のない殺人犯の存そん在ざいは、決して身近ではなかったはずだ。

　犯行が終わった後だけではなく、犯行が続いていた夜も。

　テレビの向こう側の出来事だと思っていた。

　実じつ際さい、ほとんどの人にとってはテレビの向こう側の出来事で終わった事件だった。

　ブラウン管の、あるいは液えき晶しようの、はたまたプラズマの、その向こう側で人々が騒さわいでいる。アナウンサーが神しん妙みような面おも持もちで新たな被ひ害がい者しやを紹しよう介かいし、通つ夜やに集まった喪も服ふくの他人達の涙なみだを見て、コメンテーターのもっともらしい言葉を聞き───明日のお天気情報が始まる。

　そうなれば、もう不安も何もない。

　明日は晴れだから洗せん濯たく物ものがよく乾かわくだろう、午後からの降こう水すい確かく率りつが六十パーセントだから折り畳たたみ傘がさを持っていこう。

　そんな事を考えながら、夜道を帰る。夜道を歩く。

　平然と、明日も生きていられると信じて。

　明日の天気予報は偉い大だいだ。それがまるで、自分にも明日がある保ほ証しようであるかのように錯さつ覚かくしてしまうから。

　本当はそんな事、ないのに。綾瀬シンさつじんしやは確たしかに、夜の町を歩いていたのに。

　だからたぶん、たとえ裏に何らかの組織が居いたという情報が出てきても変わらなかっただろう。テレビの視し聴ちよう率りつがあがるだけで、多くの人にとって向こう側のドラマであり続けたはずだ。

「もしかして……それって警察のメンツの問題じゃないんですか？」

　彼の事件で警察は散々叩たたかれた。捕まえられない事、自殺させてしまった事。

　その上更さらに、裏に組織がいたかもしれませんなんて言えるはずがなかった。

　事件を彼の死によって終わらせなければならなかったのではないのか。

　そう口に出してから、自分の発言の意味に気づいて後こう悔かいした。別に僕は警察を批ひ判はんするつもりなんてなかったのだ。そんな事のために先輩と話しているわけではないし、何より、そんな警察になろうとしている彼女の前で控ひかえるべき内容だった。

　キララ先輩は、直すぐには答えなかった。

　少しだけ重い沈ちん黙もくがあって、それから大きな溜息が聞こえた。

　それがちょっとだけ怖こわくて僕は謝あやまろうと口を開いたが、それよりも早く彼女の声が届とどく。

「たぶん、そうなんやろうね。どんな言い訳わけをしても、どんな方便を使っても、警察かて人間の組織やねんから……結局どこまで行っても警察のためにしか動けんのやろうね」

　先輩は四月から警察として働く事になる。実じつ際さいに仕事を始めるのはまだ先だが、いずれは刑けい事じになるのだという。きっと彼女ならその夢ゆめを叶かなえるだろう。

「先輩……」

「アホ、そういう汚きたない部分がある事なんざ、とっくの昔に分かっとるわ！」

　笑え顔がおで、彼女は僕の背せ中なかを引ひっ叩ぱたいた。

　冷えた身体からだにその一いち撃げきは強きよう烈れつで……でも僕は何も言わなかった。

　もしかしたら、先輩は僕の『何をするんですかっ！』という言葉を求めていたのかもしれない。僕がそう言えば、彼女は笑いながら謝って、それで話は終わる。日常いつもの空気に戻もどっただろう。

　けれど僕は何も言わず、彼女は語るしかない。

「昔、身体が弱くて家から出られんで、道場に来とった弟で子しの人らから色んな話を聞いて……何い時つの間にか刑事に憧あこがれとった。なんせ、子こ供どものウチに聞かせてくれるようなお話や。どれもこれも綺き麗れいなもんばっかりで、格かつ好こういいもんばっかりやったからな。酷い刷り込みインプリンテイングやと思わんか？　大人になれば元気になるって言われても、ちょっとトイレに行くんにも息を切らせて、ただ寝ねとるだけやのにいきなり熱が出て。沢たく山さん楽しい事があったけど、夜に一人ぼっちになると勝手に涙が出てきて。大人が言ってるんはきっと噓うそで、自分は死んでしまうんやって……涙が止まらんかった」

　今から考えれば深読みし過ぎやけどな───先せん輩ぱいは笑う。

　彼女の病気は本当に身体が成長すれば消えてしまうものだった。

　でも、消えるまでの時間だって、彼女にとって本物だった。

「そんな毎日の中で、延えん々えんと御お伽とぎ噺ばなしみたいな楽しい事を聞かされたんや。いや、延々と聞いたんはウチの方なんやけど……うん、けどやっぱり脚きやく色しよく過か剰じような大人が悪いわ。なんたって、あの頃ころは今時の子にしては希少な、ネバーランドかて信じてしまえる純じゆん真しん無む垢くな、か弱い美少女やったんやから」

「……はい」

「アホ、ここは突つっ込こまんかい」

　ペチンと、今度は弱いパンチが肩かたを叩いた。

「でも……本当に元気になって、世の中に出て行って、色んな事を経けい験けんして。純真無垢な女の子は世界の仕組みってもんを思い知った。ウチの知っとったもんとは違ちがう風景がそこには広がっとった。そしてそれは綺麗なもんばかりやなかった。警けい察さつの不ふ祥しよう事じ、色んな汚い事がそこにはあった。ウチが憧れたもんとは違う何かがあった。せやけど、憧れなんてそうそう変わるもんやない。そないに簡かん単たんに変わってしまうんやったら、憧れやない」

　力強いその言葉には誰にも覆くつがえす事の出来ない確かく信しんがあった。

　子供の頃に見た夢は鮮あざやかではあるものの脆もろい。どれほど輝かがやいて見えたとしても、流れていく日常の中で緩ゆるやかに遠くへと運ばれ、ふと気づいた時、そこには輝きしか残っていない。実体は既すでに失われてしまっているのだ。

　けれど彼女の夢は、それにも負けないほど強固だった。

「ウチはね、警察という組そ織しきを変えてやろうなんて考えとらん。汚い部分があるんは分かっとって、全部受け入れて、それでも刑事を目指しとるんや」

「理由、聞いても？」

「ウチが、嫌いややから」

　彼女はそう断だん言げんした。

「ウチは周りの人が苦しんだり悲しんだりしてるんが嫌や。でもそれは、その人達のためやない。苦しんだり悲しんだりしとる人を見てるだけのウチが嫌やから。凄すごい自分勝手やろ？」

「そう、ですね。そう思います」

　けれど嫌な気分ではなかった。

　自分に対して常つねに正直であろうとする彼女の姿すがたが、僕ぼくには本当に輝いて見えた。

　綺麗だ───そう思った。

　意味は違うのかもしれないけれど、それは志乃ちゃんや、詩うた葉はに対して抱いだいたものとよく似にている。

　何い時つまでだって見つめていたい。

　この人に出会えて本当に良かった。

　これからもずっと、大学を卒業してからだってずっと、こうして傍そばに居いられたら良い。

　今この瞬しゆん間かん、僕は本気でそう思ったのだ。

　何かに気づいて、先輩は慌あわてたように顔を逸そらした。

「どうしたんですか？」

「あ？　え、うん、そのぅ……そ、そうやなぁ」

　彼女にしては珍めずらしくハッキリしない言葉だった。

　まるで必死に言い訳わけを探さがしている小学生のように視し線せんを慌あわただしく彷徨さまよわせる。

　視線だけではなく、顔も手も足も落ち着きがない。

　その仕草が面おも白しろくてしばらく見ていると、やがて思い出したようにポケットへと手を伸のばし、携けい帯たいを取り出し印いん籠ろうのように突つき出したのだった。

「じ、時間や！」

「はい？」

「じ・か・んっ！」

　いや、そんな区切って言わなくても。

「す、すっかり話し込んでもうたな！　もういい加か減げん帰らんと！」

「あぁ、そう言えばそうですね」

　あまりにも顔に近過ぎるのと、持っている先せん輩ぱいの手が震ふるえている所せ為いで、いまいち読み取り辛づらかったが、携帯のディスプレイに表ひよう示じされている時間からすると三十分近く話し込んでいたらしい。

　話に集中している間は忘わすれていたが、時間を意い識しきすると、途と端たんに寒さが身体に襲おそい掛かかってきた。

　身体全体がぶるぶると震えている。先輩もそれは同じみたいだし、その顔が真っ赤になっている事からも、そろそろ限げん界かいなのは明らかだった。

「とにかく！　なんや変な話になってしもうたけど……とりあえず、アンタからの情じよう報ほうは一度トラと話し合ってみるわ。公安の連中が動いとる事を考えると、全く無む視しするわけにもいかんからね」

　先輩は口早に言うと、こちらに背せを向けた。

「お願いします。志乃ちゃんの事があるので何が出来るか分かりませんけど、出来る限かぎり協力しますから」

「……うん、いや」

「はい？　どうかしましたか？」

「なんでもないわ。って、しかし変と言えばアンタも変やな」

　なんですかそれ、また顔が変だとかそういうオチですか。

「いやいや、そうやなくって。なんかアンタ、妙みように積極的やないか？」

「え……？」

「シノシノが関かかわるのも断ことわったんやからアンタとしてはそれで万ばん々ばん歳ざいやろ？　せやのに事じ件けんについて妙に真しん剣けんに考えとるみたいや」

「あ、あぁ……それはほら、先せん輩ぱいと同じですよ。嫌いやじゃないですか、怖こわい事件が続くのって」

「ふ～ん、まぁ確たしかにそうやけどな」

　咄とつ嗟さに出た噓うそは、だけど本心でもあった。

　早く終わって欲ほしい。

　あの夜の出あ来く事むの終わりを、僕は強く願っている。

　勘かんの良い先輩はいまいち腑ふに落ちないという表ひよう情じようだったものの、一いち応おう了りよう解かいしてくれたようで、そのまま帰っていった。

　その背せ中なかを見送ってから部屋に戻もどると、自分の身体からだがどれ程ほど冷え切っていたのかを思い知った。なまじ室温が高いだけに、余よ計けいに芯しんから冷えていた事が分かる。

「ただいま。ごめんね、話が弾はずんじゃって、長くなっちゃった」

　志乃ちゃんに謝あやまりながら、ストーブの前に陣じん取どってまず手足を温める。

　麻ま痺ひした指先の感覚がじんわりと戻もどってくるのが心ここ地ち良よい。なんとなく小中学校を思い出す。冬場は何い時つも休み時間の度たびにガスストーブの前に陣取って、授じゆ業ぎよう中に凍こおりついてしまった手を温めていたっけ。なんだか懐なつかしい感じだ。

　志乃ちゃんのところはどうせエアコン完かん備びだろうから、この感覚は共感してもらえないだろう。

　それがちょっと悔くやしかったというのが一点。

　彼女の沈ちん黙もくが少し不安だったというのが一点。

　まだ完全には温まり切っていない手を伸ばして、僕は瞼まぶたを閉とじて無む防ぼう備びに晒さらされているその白い首くび筋すじへと甲こうを押おし当てたのだった。

「────ゅぅっ！」

　ビクッと肩かたの筋すじが萎い縮しゆくし、小さく跳はねた手足が布ふ団とんを乱みだした。

　それでも声らしい声を出さなかったのは流石さすがと言うべきだろう。

　思わず拍はく手しゆしてしまいそうになり、すぐさま凶きよう悪あく極きわまりない視線に自じ重ちようした。
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「………………なに」

　三点リーダーを何い時つもの三倍使った志乃ちゃんの迫はく力りよくは凄すさまじい。

　もしかしたら半ば眠ねむりかけていたのか、気だるげな瞼は完全に開いておらず、滅めつ多たに見られない半はん眼がんになっているのも恐おそろしげな印象を加算させている。

「えっと……あ、そうだ。熱、だいぶ下がってきたかな～なんて」

「…………」

　そんなふざけた噓が通じるような相手ではない。

　だが、ふざけた噓だからこそ、この場では通じたのかもしれない。

　志乃ちゃんは無言のまま瞼を閉じ、それ以上何も───何一つ言ってはこなかった。

　僕が先輩と何を話していたかなんて、彼女には分かっているはずなのに。

　どうして、と僕の方が聞きたかった。

　関かかわる事を拒きよ絶ぜつしながら、僕が関わろうとしている事を止めない。

　傍そばに居いてと言いながら、先輩と出て行く僕を止めない。

　矛む盾じゆんしているとしか思えない。

　しかし、それにも意味があるのか。

　志乃ちゃんは、いったい何を考えているのか。

　その時の僕はまるで気づいていなかった。

　矛盾しているのは他ほかでもない、僕自身だという事に。

　そして何より、その結果として取り返しのつかない失敗を犯おかしてしまっていた事実に。










０５／




　翌よく朝あさになって、志し乃のちゃんの体調も戻もどったようだった。

　体温を計ってみると三十七度一分と微び熱ねつで、身体からだのだるさもほとんどないらしい。この程てい度どなら日にち常じよう生活の上では問題ないだろう。朝食もおかゆではあったが一膳ぜんしっかり食べられた。

　だがまだ微熱がある事に変わりはない。風か邪ぜは治り掛かけが一番怖こわいというし、念のためもう一日休ませる事になった。

『そうね、私もそれが良いと思うわ』

「はい。それで学校には……」

『分かってます。こちらから連れん絡らくを入れておくから、貴方あなたは心配しないであの子の傍に居てあげてね』

「大だい丈じよう夫ぶです。今日は元々バイトお休みでしたから」

『そう、ごめんなさいね。今度、何かお礼するわ』

「良いですよ、そんなの。それじゃ、切りますね」

『何かあれば直すぐに連れん絡らくちょうだい。それじゃ』

　通話を切って画面を見ると時じ刻こくは七時二十分。

　小お母ばさんは丁ちよう度ど仕事へと向かう車中だったらしく、クラクションの音が聞こえていた。

「さて……そんなわけで今日もお休みだよ」

「……そう」

　布ふ団とんの上で志乃ちゃんは興きよう味みなさげに頷うなずいた。

　二日連続の休みとなってしまったが、学校の方は大丈夫だろう。

　進学校という事もあり勉強は大変だろうが、彼女なら取り返すのは簡かん単たんだ。

　いや、もしかしたら『取り戻す』必要もないくらい先に進んでいるかもしれない。

　そう考えると、二人でゆっくり出来る休日のようにも思えてきた。

　このまま、せめて今日一日だけでも何も起こらないでいてくれたら良いのに。

「ご飯も食べたし、薬も飲んだ。後は……」

「着き替がえたい」

　あぁ、そうだね。

　恐おそらくたっぷりと寝ね汗あせをかいた事だろう。そのままにしておくのは気持ち悪いに違ちがいない。

　昨日小母さんに持ってきてもらった替えのパジャマを用意する。

「そうだ、お風ふ呂ろ沸わかそうか。入れそう？」

「……良い。少し拭ふけば」

「了りよう解かい……って、でもどうしよう。小母さん居ないし」

　昨日は小母さんがやってくれたが、東京に居る彼女をそれだけのために呼よび戻すわけにはいかない。かといってキララ先せん輩ぱいを呼ぶわけにもいかないし……。

「……背せ中なかだけ」

「え？」

「手が届とどかないから」

　なるほど、他ほかは自分でやるから背中だけ拭いてくれという事ね。

　お任まかせあれ、とユニットバスに向かい洗せん面めん器きに少し温ぬるめのお湯を注ぐ。そこに百ひやつ均きんで買ってきたハンドタオルを浸ひたして戻ると、志乃ちゃんは脱ぬいだパジャマの上を脇わきに置き、背中を向けて待っていた。

　よほど気持ち悪かったのだろう。

　一日ならお風呂に入らなくても気にならない男の僕とは違い、やっぱり女の子だ。

　志乃ちゃんも特別綺き麗れい好ずきというわけではないが──もしそうだったらこの部屋には居られないはずだ──汗あせ臭くささは我が慢まん出来ない様子だった。

　彼女の後ろに腰こしを下ろし、ほどよく温ぬくもったハンドタオルを強く絞しぼる。

　それから肩かたの辺りに当てると、じわりとした熱が届いたのか志乃ちゃんが小さく息を吐はいた。

「どう？　気持ち良い？」

　コクリと無言の首しゆ肯こう。

　気にいってもらったようで何より。あまり強くなり過ぎないようにしながら、肩から肩けん甲こう骨こつを通って腰こしへ拭いていく。パンツの縁ふちまで降おりて、もう一度上から。

　しかし───それにしても。

　やっぱり小さな背中だな、と思った。

　真っ白で傷きず一つなく滑なめらかな、あたかも磁じ器きのような印象だが、だからこそ脆もろさを感じてしまう。まさか鬼おにの顔が浮うかび上がる程の筋きん肉にくなんて論ろん外がいにしたって、せめて薄うっすらと浮き上がっている骨ほねを隠かくせる程度の脂し肪ぼうは必要だ。

　それはテレビで見るような、貧ひん困こん国こくの子こ供どものような不健康な瘦やせ方ではない。

　彼女の身体からだの未み熟じゆくさについては前々から分かっている事で、僕だってある程度食生活の改かい善ぜんを続けていた。そりゃ栄養士さんに言わせれば「全然駄だ目め」と一いつ刀とう両りよう断だんだろうが、それでも普ふ通つうの子供が普通に成長する分には足りているはずだ。

　にも拘かかわらず全く変化がないというのは、いったいどうしたものなのか。

　単に成長期が遅おくれているだけなら良いのだけど、もしこのまま大きくならなかったら……子供なんて竹の子みたいに目を離はなしたら直ぐ大きくなっているようなものだとは分かっていても、若じやつ干かんの不安は拭ぬぐい切れない。

　コンコンッと玄げん関かんのドアをノックする音が聞こえたのはその時だった。

「あ、はーい！」

　考え事をしながらも動いていた手を止めて、返事をする。

「一いち応おう背中は終わったから、後は任まかせるね」

　タオルを洗面器に浸し、しっかりと絞ってあげてから手て渡わたす。

　それから立ち上がり玄関へと向かった。こんな時間にいったい誰だれだろうか。

「どちらさまですかー？」

「おはようございます」

　ドアを開けると、そこに立っていたのは涼すず風かぜ真ま白しろちゃんだった。

　銀色の髪かみを三みつ編あみにして野や暮ぼったい眼鏡めがねを掛かけた少女は、晴れ渡わたった空にそっくりな清すが々すがしい笑え顔がおで軽く会え釈しやくする。

「うわ、ビックリした。いきなりどうしたの？」

「なんですか？　わたしが遊びに来ちゃ駄目なんですか？」

「いやいや、そういう事じゃなくて」

　唇くちびるを尖とがらせる仕草こそ幼おさないのだが、この涼風真白という少女は、雰ふん囲い気きが妙みように大人びているから苦手だ。今も眼鏡越ごしに見える挑ちよう発はつ的な瞳ひとみにドギマギしてしまう。

「いきなりこんな時間に来るからさ。学校、行かなくて良いの？」

「今からでも十分間に合いますよ。けど……今日はお休みする予定です」

　お休みする予定って、つまりはズル休みって事ですかい。

　まぁ彼女も彼女で、志乃ちゃんに負けないくらい頭が良いから一日くらい休んだって学力には影えい響きようがないだろうけど……不健全だよ、それは。

「では貴方あなたは、一度も学校をズル休みした事がないと？」

「うっ……それは、その」

「そうですよね。むしろわたしに言わせれば、学生として一度もズル休みした事がない方が不健全ってものですよ」

　それは激はげしく間ま違ちがっていると思うのだが、どうにも否ひ定てい出来ない僕ぼくだった。

　良い子は決して真ま似ねしないように、としか言えない。

「それに今日ばかりは仕方がありません。何たって、嵐あらしが来そうですからね」

「は？　嵐って……？」

　まさか台風の時期でもあるまいし。

　七時前の天気予よ報ほうで午後から雨が降ふりそうだって言っていたような気はするけれど、日本の二月に嵐なんて起きるはずがない。少なくともこの大阪では間違いなく。

　混こん乱らんする僕の横を通り過すぎて──許きよ可かも出してないのに──真白ちゃんは家に上がった。

　それから室内を一いち瞥べつして、一言。

「あっ、もしかしてわたし、空気が読めてませんでしたか？」

「真白ちゃんは読めないんじゃなくて読まないんでしょ。って、なんで？」

「いえ……お楽しみだったようですし」

　そんな真白ちゃんの視し線せんの先に居いるのは───布ふ団とんの上に座すわりながら今まさにパジャマの上着のボタンを留とめている最中の志乃ちゃんだった。身体を拭ふき終わったというわけではなく、突とつ然ぜんの来客に裸はだかのままとはいかず、慌あわてて着なおしたのだろう。

　その姿すがたは、まぁ見ようによっては確たしかに、『お楽しみ』の真っ最中だったようにも思えなくもないかもしれない。

　なんとも恐ろしい妄想力バイアスを必要とはするけれど。

「いや、お風ふ呂ろの代わりに身体を拭こうとしてただけだよ」

「なるほど、ふきふきプレイですね」

「何言ってんの？　ねえ、何言ってんの!?」

　彼女の口からはたまに不ふ可か思し議ぎな単語が飛び出すから安心出来ない。

　ってか、この子は本当に中学一年生なのだろうか。実は年ねん齢れい偽いつわってないかい？

「そう言えば風か邪ぜをひいてたんでしたっけ」

「そうだけど……誰から聞いたの？」

「鴻こうの池いけさんからです」

「…………」

　あ、今志乃ちゃん、余よ計けいな事をって顔した……。
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　相変わらずこの二人は微び妙みような関係らしい。

「容よう態だいはどうなんですか？　見た感じ、顔色は良さそうですが」

「もう熱はほとんど下がったよ。念のためもう一日お休みにしたけど、大だい丈じよう夫ぶ」

「そうですか。それは良かったです」

　言って───真白ちゃんはニコリと微笑ほほえんだ。

　だがそれは友人の健康を喜ぶ慈じ愛あいの微笑みではなかった。

「万ばん全ぜんな状じよう態たいでなければ、どうしようもありませんしね」

「何の話？」

「分かっているでしょう？　ねぇ、支はせ倉くらさん」

　その呼よびかけに、志乃ちゃんは緩ゆるやかな動作で顔を上げた。

　まず真白ちゃんへと、それからこちらへと視線を移うつしていく。

　まるで助けを求めているかのように。

　その瞳に、僕は何な故ぜか息を吞のんだのだった。










太一／




　来くる栖す太た一いちが事じ件けんをわざわざ思い出したのは、偏ひとえに鴻池キララの差し金である。

『やっほ～♪　相変わらず不健全な生活を送っているかね、クロス君！　今日も今日とて、インターネット三ざん昧まいかね！　いかん、いかんよ～。中学生なんだから、もう少し健全な生活を送らん！』

「…………」

『なんやなんや、辛しん気き臭くさい顔して。まるで今日の天気みたいやなぁ。って、ほんまいきなり天気悪くなったなぁ。朝っぱらは晴れとったのに、こら一雨来そうな予感やで。ちゃんと傘かさは用意しとるか？　なんやったら校門のどまん前までお出で迎むかえしたろうか？』

　クシシ、と悪あく魔まの笑いが聞こえてくるかのようだった。

　太一はまず何ど処こから突つっ込こむべきかと考えた。

　来栖太一という本名を知っているくせにクロスというハンドルネームを使うのはどういうつもりか。

　インターネット三昧という点からも嫌いや味みのつもりなのか。

　電話越ごしにどうして表ひよう情じようが分かるのか。

　それが見事なまでに真実を──まさに晴れだったのが一いつ瞬しゆんにして曇くもった──射い貫ぬいているのは何故なのか。

　天気予報を見ていなかったので傘は用意していないが、だからといって迎えに来てもらわなければならないほどではない。何せ学校という場所には多数の置き傘が存そん在ざいしているのだ。野生動物のように鼻を利きかせずとも、獲え物ものを発見する事は容易たやすい。

　が、彼が選んだ言葉はこれだった。

「絶ぜつ対たい、絶っっっ対！　来んなよ!!」

　突然の怒ど声せいにクラスメイトの視線が集まり、太一は頰ほおを染そめて唇くちびるを嚙かみ締しめたが、背せに腹はらは替えられない。

　古ふる惚ぼけた市立中学校の教室には、窓まど際ぎわにガスストーブが一基きだけ置かれ赤く輝かがやいている。暖だん房ぼう器具は他にはなく、当然室内全体を暖あたためるには程ほど遠とおい。座ざ席せきが近い者にとっては授じゆ業ぎよう中延えん々えんと熱気に晒さらされ、強きよう烈れつな眠ねむ気けを誘さそうトラップ以外の何物でもないが、逆ぎやくに遠い者にとってそれはオアシスと同どう義ぎである。

　築ちく数十年の校こう舎しやはコンクリート建築ではあるものの、快かい適てきな居きよ住じゆう性せいという言葉を悪魔的なほどに無む視ししている。割われる事を前ぜん提ていとしているとしか思えない薄うすっぺらい安物の窓ガラスに断だん熱ねつ性せいを望むべくもなく、容よう赦しやなく外部の気温を伝えていた。

　特に最さい後こう尾びの廊ろう下か側は最悪だ。立て付けの悪い引き戸の隙すき間まから冷え切った廊下の空気が間断なく流れ込み、足元を徹てつ底てい的に冷やしていくため勉強どころの話ではない。

　だからこそ、休み時間に真っ先にストーブへと駆かけつけるのは、そんな最悪の立地を引き当ててしまった太一の宿命だった。

　昔から幸運とは縁えんのない自分だとは思っていたが、何い時つ頃ごろからかそれにも増まして、疫やく病びよう神がみの存在を感じている。

「もちろん、アンタの事だかんなっ！」

　そう口にしたかったが、ぐっと吞み込んだ。どうせ言ったところで僅わずかばかりにもダメージとはならないだろうし──むしろ逆に喜びそうである──何より開き直ってエスカレートするのが恐おそろしい。

　今だってそうだ。校門前まで迎えに来るなどという恐ろしい事を平気で言うのである。

　もしそれが実行に移されたならば、明日から太一は顔を隠かくして歩くしかなくなるだろう。親でも親しん戚せきでもない年上の女じよ性せいの車に迎えられたというスキャンダルは、思春期真まっ只ただ中なかの少年少女達の好こう奇き心しんを暴ぼう走そうさせるには十分過ぎる材料だ。関係を疑うたがう冷やかしの言葉と潔けつ癖ぺきな少女の侮ぶ蔑べつとが嵐あらしのように襲おそい掛かってくる事は間ま違ちがいない。

　事実、今この時も通話相手を疑う視し線せんに狙ねらわれている。

　太一はやむを得ず、人の集まるストーブから離はなれなければならなかった。

『そないに絶対って言われると、逆にホンマに行かなアカン気がしてきたわ』

「振ふりじゃねーよ。いいか、絶対来んなよ」

　注目をこれ以上集めないためにも声を小さくしながら、怒気を籠こめて念ねん押おしする。

『分かっとるって。これから用事があるし、迎えに行くんは無理や』

「なんで声が微び妙みように残念そうなんだよっ」

『ん？　いや、だってそりゃ……面おも白しろそうやろ？』

　本気で言っているから恐ろしい。

「はぁ、悪いけどこっちは短い休み時間なんだ。雑ざつ談だんなら────」後にしてくれ、と言いかけて慌あわてて言葉を選ぶ。「他の奴やつにしろよ」

『詰つまらんなぁ。ま、けど時間がないんは分かるから、手短に用よう件けんだけ。ちょっとお願いしたい事があって電話したんよ』

「お願いぃ？」

　疫病神のお願いと聞いて心躍おどるマゾはいない。

　猛もう烈れつに嫌いやな予感が彼の心を覆おおった。

『アンタに調べてもらいたいんは、綾あや瀬せシンの事件についてや。もちろん、ネット上での事な？』

「綾瀬シン……？　あぁ、アレね。なんで？」

『ちょっと気になる事があってな。お願い出来るか？』

「なんでそんなの俺おれに頼たのむんだよ。それにネットでって、アンタあれだろ、警けい察さつに知り合い居いるんだろ？　だったらそっちの専せん門もん家かに頼めよ」

　太一はインターネットに詳くわしい。小学生の頃ころからパソコンに触ふれ、ネットを始めて以来一日だって接せつ続ぞくしなかった日はない。休みの日には一日中かぶりつき、夢む中ちゆうになって様々な知ち識しきを吸きゆう収しゆうしてきた。

　だが……もちろんただの中学生でしかない。

　もう少し言えば、パソコンが好きなだけの素人しろうとでしかない。

　オタクと評ひようされる程てい度どには知識を持っているが、決して専門家ではないのだ。

　対して、警察にはインターネット上の犯はん罪ざい捜そう査さを専門に扱あつかう部ぶ署しよがある。技ぎ術じゆつも精せい度ども権けん限げんも、何もかも一いつ般ぱん人じんの太一とは次元が違う。

『そないな事は分かっとる。せやけど……ちょっと別の視し点てんが欲ほしいんよ。確かく定てい的な情じよう報ほうが欲しいわけやなくて、噂うわさみたいな曖あい昧まいなんでも、何ど処こでどないな話がされとるか調べて欲しい』

「噂って、アンタなぁ。怪あやしげな話なんて、ごまんとあるんだぞ？」

『その中から、綾瀬シンと何らかの組そ織しきとの繫つながりを感じさせるもんを見つけて欲しい』

「は？　組織？　なんだそりゃ、悪の集しゆう団だんか？」

『どんな怪しいネタでも、綾瀬シンやその事じ件けんと他人とを繫ぐようなんは全部。内ない容ようとＵＲＬを記録してこっちに回してくれるか』

　そこから先は専門家に再さい調ちよう査さしてもらうから、とキララ。

　詳しい分ぶん析せき、事実であるかどうかの判はん断だんは法的な力を持たない太一には不ふ可か能のうだ。

　ただ切っ掛かけとなる何かが欲しいのだろう、と太一は考えた。

　綾瀬シンに関するあらゆる情報は、警察の足を使った捜査だけではなく、ネット上でもくまなく行われたはずだ。一部にファンを作り出すほど騒さわがれた犯罪者である。当然ながら、公言出来ない憧あこがれを持った者達の、更さらに一部がネットの片かた隅すみに共感者を求めるのは自然な流れだろう。警察もそれを理り解かいして、一年前にも徹底的に調べているはずだ。

　だが、そこに書かれている内容の大半は願望か妄もう想そうかで、捜査の益えきとはならなかった。

　有ゆう効こうな情報とはならないまま、ふるいから零こぼれ落ちていく。

『ウチが今欲しいんは、そんな零れ落ちてもうた、当時相手にされんかった情報や』

　警察は一年前の事件を綾瀬シンの単たん独どく犯はんと断定している。

　現げん在ざい、再さい来らいした悪あく夢むは模も倣ほう犯はんの仕し業わざであると考えて捜査を進めている、と公言している。

　それを彼女は疑っているのだ。だから、除じよ外がいされてしまった複ふく数すう犯はんの可か能のう性せいを示しめす切っ掛けを求めている。

「それってさ、結けつ構こうヤバイ事じゃねーの？」

『いや、アンタには迷めい惑わく掛かからんと思うよ。断言はせんけどな～』

　からかうような軽い口調を否ひ定ていする。

「いや、そうじゃなくて。アンタ、もしかしたら事件になんか怪しげな組織が関かかわってるって考えてるんだろ？　でも、それがマジだったら、単独犯だって言ってる警察はヤベーんじゃねーの？」

『ヤバイなぁ。何人か首が飛ぶ事になるのは間違いないやろうね』

「そんな気楽なっ。アンタ、警察の味方じゃねーのかよ」

『どっちかって言うとそうやね。実じつ際さい、警察に仲間入りする予定やし、それに知り合いも一いつ杯ぱい居るからなぁ。知り合いが職しよく失って途と方ほうに暮くれるんは見たないわ』

「だったら────」

『せやけど、嫌いややろ？』

「は？　何が？」

『綾瀬シンの単独犯やなかったとしたら、今起こっとる事件も関連しとる可能性が高い。そうなれば、もし今の犯人を捕つかまえたとして、来年もまた起こりかねん』

「────っ」

　あまりの話に、太一は言葉を失った。

　考えもしなかった。全く、想そう像ぞうしていなかった。

　何らかの組織が絡からんでいる。

　一人目は綾瀬シン。

　二人目は今の犯人。

　なら、もしかしたら三人目も居るのではないのか。

『これはウチも今朝になって気づいたんやけどね。綾瀬シンが最初の事件を起こしたんも二月やった。そして丁度その一年後に、全く同じような事件が起こった。色々細かいところは違ちがうんやけど、犯行方法についてはそっくりや。となると、何らかの共通した目的があるような気がしてくるやろ？』

　綾瀬シンは自殺した。

　彼と共通した目的があるのだとしたら、今の犯人も同じように自殺するのではないか。

　もしそうなれば、また来年。二月に事件が起こるのではないか。

　あり得ない、と太一は口にしようとしたが、言葉はどうしても出てこなかった。

　ただ、その可能性を考えてしまうと───イヤ、だった。

「……分かった。ちょっと調べてみる」

『ありがと、助かるわ。それほど急せかさんけど、出来れば被ひ害がい者しやがこれ以上増ふえんうちにな』

　十分急かしてるじゃねーか。

　最後にそう怒ど鳴なって通話を切った。

　身体からだ以上に薄うすら寒くなった心を温あたためようとストーブに近づこうとしたが、友人達の好こう奇きに満ちた瞳ひとみに気づいて自分の席へと帰る事にした。幸いな事に直すぐに休み時間の終わりを告げる鐘かねが鳴り、追求を受ける事はなかった。
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　一年前の、綾瀬シンの事じ件けん。

　しかし彼には思い出さなければならないほどの知ち識しきはなかった。

　事件に対して直ちよく接せつ的、間接的両面で接せつ触しよくを持っていないからだ。

　自室に置かれたパソコンの前で、安物のオフィスチェアの背せもたれをギシギシと揺ゆらす。肘ひじ掛かけはなく両手を胸むねの前で組んで、背せ中なかを投げ出しながら天てん井じようを仰あおぎ見るのが彼の熟じゆつ考こうする時の仕草だった。

　はっきり言ってしまって、彼はその事件に大した興きよう味みがなかった。

　彼に言わせればそれも当然、頭のおかしい犯人が頭のおかしい犯はん罪ざいを行った。ただそれだけで、それ以下にも以上にもネタがない。精せい々ぜい、新聞や雑ざつ誌しの記事、テレビのコメンテーターの発言について馬ば鹿かにして遊ぶ程てい度どだ。

　去年の三月末、その時もそうだった。

　彼の記き憶おくは全すべて、無む責せき任にんに流される情じよう報ほうの渦うずにある。八畳じようほどの細長い自室の中で、無む限げんに広がる十七インチのディスプレイの向こう側を見つめていた。

　いよいよ四月が始まろうという頃ころ、鬱うつ々うつとしていた時期だった。

　理由はもちろん、春休みが終わってしまう事にある。

　友達を作る事が出来ないほど排はい他た的ではないが、簡かん単たんにこなせるほど能のう天てん気きでもない。

　学年が変わり新たなクラスメイトとの関係を思うと、自然と気分が沈しずむ。

　この時期は学生にしても社会人にしてもストレスが多く、そんな苦く痛つうに満ちた日にち常じようの中で数少ない清せい涼りよう剤ざいこそがネットであった。

　ネットは良い。なんたって他人の顔色を窺うかがう必要がない。

　年ねん齢れいや社会的立場、あるいは性せい別べつや国こく籍せきで生まれてしまう序じよ列れつを気にする事なく、話の合う仲間と交流出来る。

　今日も今日とて太一は何い時つもの巡じゆん回かいルートを回っていた。まずは自らのブログをチェックし何のコメントも付けられていない事を確かく認にん、それから更こう新しんされたサイトへと飛んでいく。知り合いのブログ、お気に入りの絵え師しのサイト、そしてポータルサイト。それが終わったら常じよう駐ちゆうしている掲けい示じ板ばんで眠ねむっている間についたレスを読んでいく。実に快かい適てきで心落ち着く時間であった。

　そんな中の一つに、太一にとっては珍めずらしくもないある定型文があった。

『若わか者ものは命の重さを理り解かいしていない』

　何ど処こかのニュースサイトから孫引きしてきたその記事は、テレビでのとあるコメンテーターの発言が元らしかった。

　詳くわしく読んでみると、どうやら件くだんの連続殺人についてのコメントらしく、数知れない犯人に対する考察という名の妄もう想そうである。

　曰いわく、防ぼう犯はんカメラに映うつっていた犯人の容よう姿しから年ねん齢れいが二十代わかものである事は明らかだ。更さらにオレンジ色の髪かみである。今時髪を染そめている若者など幾いくらでも居いるが、その中でさえ少数派はなのは間ま違ちがいない。だが、あるジャンルに目を向ければオレンジ色の髪など珍しくもない。それは、アニメやゲームの世界で、そこには青やピンクなどあり得ない色が平然と存そん在ざいしている。

　コメンテーターはそれらの世界の髪色を真ま似ねたものだと考え、そこからコスプレによる憑ひよう依い人じん格かくを主しゆ張ちようし、仮か想そう世界の暴ぼう力りよく的な内ない容ようと犯行の残ざん虐ぎやく性せいへと繫つなげ、最終的にゲームへのバッシングへと至いたったらしい。

　遺い体たいを儀ぎ式しき的に飾かざり付ける非ひ人間性。それはリアリティの欠けつ如じよであり、他者との生の接触が欠如した環かん境きようで育ったことが原げん因いんである、と。

　テレビ放送と同時にそのコメンテーターは同様の、更に過か激げきな内容の記事をブログにアップロードし、そこで火が点ついた。記事の内容は瞬またたく間に各所で取り上げられ、ブログはコメント機き能のうがオンになっていたため強い口調の否ひ定てい意見が溢あふれる、所いわ謂ゆる『炎えん上じよう』状じよう態たいとなった。

　この手の年長者であり、自じ称しよう識しき者しやであり、本当の意味で自称『命の重さを理解している』大人の発言は、何い時つ如い何かなる時でも実にウザったく、だからこそ格かく別べつの餌えさとなる。それらに反発するのは、太一のような少年にとって当然の権けん利りであり、過か去こから繰くり返されてきた一連の『お約束』だ。

　太一はその時点で、ようやく事件に興味を抱いだいたのだった。

　興味を抱いたのなら、調べずにはいられない。

　それは彼の性さがである。

　飽あきるまで検けん索さくを繰り返しリンク先の情報を流し読む。

　決して深く読むわけではなく理解にも至らない。知識を得るためのものというより、それは好こう奇き心しんの発散に近いだろう。論ろん理り的な納なつ得とくを求めているのではなく、表ひよう層そうでの満足感を求めているのである。

　だから彼の情報はあまりにも乱らん雑ざつで、そして整理されていない。

　犯はん人にんの正体はどれだけ調べても全く分からない。

　何も見えてこない。

　端たん的てきに評ひようすれば美び貌ぼうの狂きよう人じん。

　現げん実じつを見つめれば、ただの犯はん罪ざい者しやでしかない。

　しかし犯罪という反社会性は、一部の人間、特に若じやく年ねん層そうにとってある種のステータスとなる。昔から激はげしい言葉で大人の社会を否ひ定ていする音楽は若者から熱ねつ狂きよう的な支し持じを受けていた。教きよう師しや警けい察さつを馬鹿にして暴力をばら撒まき、仲間との友ゆう情じようを確たしかめ合う物語が持て囃はやされたのは幾らか昔の事ではあるが、現げん在ざいでも暴力によって繫がる関係は存在している。

　更に正体の不明が、殺人犯の特とく別べつ視しを促うながした。

　人間らしさのないその存在に、人間を超こえた何かを感じる者がいた。

　それは云いわば、本来の意味での『アイドル』に近かったのではないだろうか。

　貧ひん困こん者しやなのか富ふ裕ゆう者しやなのか。どのような環境で産まれ、どのように育ってきたのか。

　レッテルによる画一化が不ふ可か能のうで、どうにでも想そう像ぞうする事が出来る。

　それには目的の不明も協力している。

　犯罪の動機は何時だって馬ば鹿か馬ば鹿かしい。僅わずか数千円、その日のパチンコ代を手にするために強ごう盗とうに入り人を殺害する。事じ件けんのニュースでいったい何度『痴ち情じようの縺もつれ』という言葉を聴きいただろうか。

　呆あきれるほど簡単に。

　呆れるほど単たん純じゆんに。

　私し利り私し欲よくのために犯罪は起こり続けている。

　そんな聞き飽きた動機が存在しない犯罪。

　それが犯人のカリスマ性を肥ひ大だいさせているようだった。

　気づけば何時の間にやら、無数のファンサイトが出来ていた。太一がそれに気づいたのは、とある掲示板で晒さらし上げられていた、にわかファンサイトのリンクを辿たどってやってきたからだった。

「こいつらよっぽど暇ひまなのか？」

　自分の事を棚たな上あげして、太一は呟つぶやく。

　しかしコーラを飲みながら画面をスクロールさせると、並ならんでいるのは春休みに友人と出かける事もなく一日中ネットに没ぼつ頭とうしている彼を責せめられない程ほどに、馬鹿げた文ばかりだった。

『次は俺の地元に来て下さい！　待ってます！』

　アイドルのコンサートと勘かん違ちがいしているのか。

　もちろん本気ではないだろうが、不ふ謹きん慎しん極きわまりない。

『是ぜ非ひ私を生いけ贄にえにして下さい。当方、十六歳さい、♀。090-─────』

　携けい帯たい番号まで書いてあるものもあったが、誰だれがどう見たって釣つり、つまり噓うそだ。

　年ねん齢れいと性せい別べつがあからさま過すぎる。馬鹿な中年男が女子高生との出会いを夢ゆめ見みて引っ掛かかるのを楽しんでいるだけである。

「なんだよ、他もつまんねーな」

　ぞんざいに流し読んでいたが、直すぐに飽きた。

　どれもこれもネタとして三級以下だったが、何より彼を苦しめたのは本気らしい発言が幾つも見つかったからだった。本ほん格かく的に読んでいて心と頭が痛いたくなる長文もあれば、何を考えているのかクトゥルフの呪じゆ文もんが書き込こまれていたり、中には報ほう酬しゆうを提てい示じして特定の人物の殺害を依い頼らいしているものまである。

　その中でも特に目に付いたのは、

『この掲けい示じ板ばんは監かん視しされています』

　太一は何を今いま更さらと笑ってしまった。

　ネットを監視している存在が居る事など、彼にとっては当たり前の事だった。

　今時、ネット上でエシュロンの脅きよう威いについて本気で語りだせば失しつ笑しようの的だが、警察などがネットを犯罪の温おん床しようとして見ている事は明らかだったし、企き業ぎようも様々な理由から情じよう報ほうを収しゆう集しゆうしている。

　そうでなくとも、多くのユーザーが相そう互ご監視している現げん状じようなのだ。この掲示板に『実は俺おれが犯人です。次は○○県で殺します』などと書こうものなら、瞬またたく間に警察が飛んでくる事など、分かりきった話である。

　だが、書かれていたのはそれだけではなかった。

『この掲示板は監視されています。

　何な故ぜなら犯人は国の要人が雇やとった暗殺者だからです。

　粛しゆく清せいが恐おそろしいので名前は伏ふせますが、政せい府ふの重要な役やく職しよくにある人が邪じや魔まな人を消したのです。

　それを誤ご魔ま化かすために各地で人を殺しているんです。

　当然、警察も味方。捕つかまえられないフリをしてるだけ。

　当たり前ですから、分かりますよね？

　政せい治じ家かは汚きたないです。最低だ』

　その書き込みを読んで、太一はしばらく笑いが止まらなかった。

　あまりにもイタイ内ない容ようだった。

　世の中のどんな社会でも陰いん謀ぼう論ろん者しやはいるものだ。

　具体的な証しよう拠こもなく、超ちよう論ろん理りによって無理やりな結けつ論ろんを得る。

　上う手まくいかない世の中の原げん因いんを、未知の何者かに押おし付けようとする幼おさない発想。

　暗殺者だとか粛清だとか、使っている単語からして救えない。





＊　＊　＊






　だが───太一は今になって、その書き込みを思い出していた。

　笑えるネタを見つけた事で好こう奇き心しんは収しゆう束そくしてしまった。

　既すでに彼の意い識しきは別のネタへと移うつっていて、だからそれ以上詳くわしく調べる事はなかった。

　思い出してみても、やはりあり得ないとは思う。

　頭のイタイ人間の妄もう想そうである事は間ま違ちがいない。

　それでも、キララの話を聞いてもしかしたらという思いがあった。

　記き憶おくを頼たよりに検けん索さくしてみるが、見つけ出したあの掲示板は見つからなかった。

　元々リンクから辿り着いた上に、曖あい昧まいにしか覚えていない。

　検索ワードが間ま違ちがっているのか、それとも既すでに削さく除じよされたのか。

　どちらかは分からないが……もしかしたら。
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　来くる栖す太た一いちへの依頼を済すませ、キララは富と樫がしに会うために府ふ警けい本ほん庁ちようへと向かっていた。

　そこである人物と会う約束になっていた。

「久ひさしぶりやな、高たか柳やなぎさん」

「ええ、お久しぶりです。相変わらずお元気そうでなによりです」

　口調にも表ひよう情じようにも皮ひ肉にくはなかった。

　キララはその事に幾いくらか安心する。

　刑けい事じ課かの廊ろう下か、無数の人が行き交かう中でキララと高柳、そして富樫虎とら之の助すけは隅に避けるようにして顔を合わせていた。

「ここじゃ落ち着かんし、どっか部屋を使おうか？」

「いいえ。その必要はないでしょう。私はあくまで久しぶりの知人に会いに来たわけですから」

「ふぅん……」

　なるほど、とキララは高柳の意図を理り解かいした。

　彼女は見かけに寄よらずドジではあるが、愚おろかではない。

　キララからの連れん絡らくを受けて、彼女が何を知りたがっているのか分かっているのだろう。

　その上で、彼女は牽けん制せいしたのだ。

　あくまで知人としての話しか出来ないのだと。

　だが、それはキララにとっても予想通りだった。

「公安アンタらが動いとるんは分かってたけど、わざわざ東京から出しゆつ張ちようとはな。大阪府警こつちの公安だけじゃ人手不足なほど大事か？」

「全国に跨またがる事じ件けんなんですから、お互たがいに協力しているだけです」

「せやったらトラ達とも協力したらえぇのに」

「それは私じゃなくて上司に言ってください」

　肩かたを落として高柳は答えた。突つき放す意図ではなく、純じゆん粋すいにそう思っているらしい。

「駆かけ引きするつもりはありません。というか、私にはそんな情報も権けん限げんもありませんし」

「どういう事や？」

「鴻こうの池いけさんにはお世話になりましたから正直に言っちゃいますけど、私も詳くわしくは知らないんです。あくまで担たん当とうの者を支はせ倉くらさん達に紹しよう介かいするパイプ役として同行しているだけで、直ちよく接せつは関係していないんです」

　聞いたのは高柳が会いに来たという事、何らかの組そ織しきが関かかわっている可か能のう性せいがあると疑うたがっている事だけで、別の誰かが居いた事は知らなかった。

　なんでそういう肝かん心じんな部分を───キララは心中で悪あく態たいを吐ついた。

　とはいえ、話し込んでしまい詳しく聞かなかった自分も悪い。

　流れ上ついつい無む駄だ話ばなしに時間を使ってしまい具体的な事はまるで聞けなかった。

　聞こうとは思っていたのに、全すべて吹ふき飛んでしまった。

　昨夜の真まっ直すぐな視し線せんを思い出し、顔が熱くなる。

「せやったら、その担当さんは？　何ど処こに居るんや？」

「さぁ───って、本当に知らないんですよ」

「そうか。ほんなら、アンタに確かく認にんするけど、担当さんが綾あや瀬せシンの背はい後ごにいる組織を調べとるって言っとったん間ま違ちがいないんか？」

「それは間違いありません。私も同席していましたから」

　ふむ、とキララは考える。

　とりあえず最悪のパターンとして『彼』の誤ご解かいという線はこれで消えた。

　東京の公安の人間がわざわざ会いに来て、それらしい事を語ったのは間違いない。

　詳くわしい内容についても聞きたいところではあったが、流石さすがにそれは難むずかしいだろう。

　本当かどうかは別にしても、知らぬ存ぞんぜぬで通すのが彼女達のルールだ。

　だからキララは、高柳が提てい示じした通りあくまで知人として僅わずかな情じよう報ほうを聞き出さなければならなかった。

「もう一つ質しつ問もん。ってか、普ふ通つうに疑ぎ問もんなんやけど」

「なんですか？」

「そもそも、なんでシノシノなんや？」

　これも昨夜、間ま抜ぬけにも聞けなかった事だった。

「まさかアンタらもシノシノに事件捜そう査さの協力を要よう請せいするつもりやったんか？」

　あくまで『知人』として、微び苦く笑しようと共に口にした。

　高柳はかつての事件で志し乃のの優ゆう秀しゆう性せいをその目で見て知っている。

　不ふ可か解かい極きわまりない連続殺人を解決する上で協力を求めたとしても───なんて、それはキララの楽観である。有り得ないと分かりながらも、そうだったら良い、という思いで口に出したのだ。

　何な故ぜならば、そうでないのだとしたら、志乃が何らかの形で事件に関わっている事になってしまうのだから。

　嫌いやな……考えたくない可か能のう性せいだった。

　キララはこれまでに幾いく度どとなく志乃に、死に拘こだわるような事件を紹介している。

　その一方で、志乃自身が引き寄よせている──あるいは引き寄せられている──事件があったのも事実だ。

　彼女は間違いなく、良くないものを周囲に蠢うごめかせている。

　そして、そこにある闇やみはキララが関わっているものよりも遥はるかに強大だ。

「……そうですか、ご存じなかったんですね」

「ご存じなかったって、どういう事や？」

「いえ、これは知人として話しますが……支倉さんは事件に関わっています」

「────っ!?」

　最悪の予想が的中した。

　と同時に、昨夜の彼女の様子を思い出し納なつ得とくする。

　殺人事件という闇を拒きよ絶ぜつし遠ざけようとする態たい度ど。

　それは危き険けんなものから『彼』を守るための、彼女なりのやり方だ。

　だが、キララが居いて富樫達警けい察さつも協力出来る状じよう況きようで、どうしてそこまで過か敏びんに反はん応のうしているのか不思議だった。公安が会いに来たから、何らかの組織が絡からんでいるかもしれないから。そういう理由から単なる推すい察さつで危き険けん視ししたのかもとは思ったが、これでハッキリした。

「シノシノは最初から、これが危険な事件やって知っとったんか」

「ですが待ってください。そんな情報は全く知りませんでした。確認させて欲ほしい、貴女あなたは彼女が事件に関わっていると言ったが、それは『何処まで』なんだ？」

　口を挟はさんだ富樫は冷静である。関わっているという表ひよう現げんだけでは何も分からない。

　だがキララには予想がついていた。

　志乃が僅かに触ふれただけで距きよ離りを取るはずがない。

「綾瀬シンの九件目の犯はん行こう、覚えてますか？」

「当然だろう」

「では、現げん場ばとなった公園が彼女の家の近所だという事は？」

　富樫は驚おどろいて、すぐさまキララに確認を求めた。

　志乃との面めん識しきはあったが住所までは知らなかったのだ。

　そんな彼の視線を受けてキララは言葉もなく、力なく頷うなずいた。それまで考えた事もなかったが、確たしかに志乃や『彼』が住む町の公園だった。

「綾瀬シンは公園内のトイレで九件目の犯行を行い、そして同じ場所で自殺しました」

　富樫はもちろん、キララも現場の写真を見て知っていた。

　個こ室しつが三つだけの小さな女じよ性せい用の公こう衆しゆうトイレで、新しくはあったがさして綺き麗れいでもないエメラルド色のタイルを、赤黒い染しみが彩いろどっていた。タイルの溝みぞに沿そって長く血けつ痕こんが伸のびていて、乱らん雑ざつなチェック柄がらを描えがいていた。

　被ひ害がい者しやとなったのは三十四歳さいの男だん性せいで、近所に住むサラリーマンだった。座ざ禅ぜんのような形で折れた足を組み床ゆかに腰こしを下ろした彼の腹はらからは腸が溢あふれ出し、数じゆ珠ずのように首と腕うでに絡からみ付いていた。

　だが、狭せまいその空間を赤く飾かざったのは被害者だけの血ではなかった。

　綾瀬シンもまた、その場所で自らの首に犯行に使用したナイフを突つき立て───死んだ。

「それが、どうしたんだ」

　富樫が戸と惑まどいながらも冷静に問う。

「まさか御み倉くら坂さか観み美みのように、現場を目もく撃げきしていたとでも言うのか」

　不運にも第一発見者となってしまった少女、御倉坂観美については富樫もよく知っている。事じ件けんのあった夜、無む謀ぼうにも夜遊びしていた彼女は偶ぐう然ぜんトイレに入ってしまい、そこで見てはならないものを見てしまった。

　結果、彼女は現げん在ざいもベッドの上で過すごしている。小学校を無事に卒業し、中学への入学を間近に控ひかえていた彼女の時間はそこで止まってしまった。凄せい惨さんな死の姿すがたを目撃してしまった彼女の精せい神しんは壊こわれてしまったのだ。

　特別な外がい傷しようがあるわけではなく、何い時つかは立ち直る事が出来るかもしれない。家族も周囲の人間もその時を祈いのりながら見守っている。

　だが、警察にとっては悔くやしい限かぎりだった。

　犯行時間は夜間であり、綾瀬シンの死もほぼ同時である。一方、御倉坂観美が目撃したと思われる時間と、倒たおれている彼女が発見され警察が呼よばれる早朝までには長い空白があった。

　その間、少女は意い識しきを失ってはいなかった。

　発見当時も開かれたままだった、その意思のない瞳ひとみで『何か』を見ていた可か能のう性せいがある。

　が、心を病やみ自らの内側へと萎い縮しゆくしてしまった彼女の口から言葉が吐はき出される事はなかった。それどころか、まともに聴ちよう取しゆする事さえ叶かなわなかったのである。

　富樫達は仕方がないと諦あきらめるしかなかった。少女を苦しめている記き憶おくを無理やり再さい生せいし、更さらに深い傷きずを負わせる事など出来るはずもない。悪あく夢むの再さい来らいによって綾瀬シンの死の真相が疑うたがわれた後も、御倉坂観美には近づけないでいた。

　そんな中で、まともに話が出来る状じよう態たいである別の目撃者が現あらわれたのだとしたら、確たしかに東京から飛んでくるのも不思議ではない。

　だが、高柳は首を振ふった。

「それ以上です。支倉さんには、綾瀬シンと接せつ触しよくしていた可か能のう性せいが指し摘てきされているんです」

　キララだけではなく、富樫も言葉を失った。

「私の見せられた資し料りようにはハッキリと彼女の名前が載のっていました。事件当夜、血ち塗まみれの姿で背せ負おわれていた支倉志乃さんの姿が目撃されたと」

「ば、馬ば鹿かな……そんな証しよう言げん、何ど処こからも出ていないぞ！」

「そのようですね。恐おそらくこちらの独どく自じのルートを使ったんだと思います」

「だが目撃証言だろう!?　俺おれ達だって山ほど聞き込こみをして────」

　言いかけて、富樫はそれに気づいて言葉を止めた。

「そうか、だから……お前らは『組そ織しき』を疑うたがってるのか」

　周辺住民への聞き込みは富樫達も行っている。

　多数の人員を割さいて微かすかな情じよう報ほうを求めたが、そこからは何も得られなかった。

　だが、誰だれもが警察に対して真正直に答えてくれるわけではない。

　何らかの理由から情報を秘ひ匿とくしている可能性もあるのだ。

　そんな警察には正直に話せない情報を公安が知っている事。それが得られる独自のルート。そう考えると、彼女らが普ふ段だんからマークしている何らかの組織の影かげが浮うかぶのも当然だった。

「ちょっと待ってや。高柳さんは言うたな……血塗れの姿で背負われとったって」

「はい、そうです」

「それは……誰にや？」

　直すぐには答えはなかった。

　だが、そうして生まれた間こそがキララの質しつ問もんに対する絶ぜつ対たいの答えだった。

「想そう像ぞうの、通りです」

「……そうか」

　志乃を背負っていたのが誰なのか、一人しか心当たりがなかった。

「妙みように積極的だった理由はそれか」

　昨夜の事を思い出して、弱く呟つぶやいた。

　手伝えないと言いながらも事件の解かい決けつを望んでいたのはそういう事情があるからなのか。

　だが、だとしたら何な故ぜ隠かくす必要があるのか。

　何故自分に全すべてを打ち明け、見たものを証言しなかったのか。

　一年前なら分かる。当時はまだキララ達は出会っておらず、警けい察さつにも知り合いは居いなかった。具体的に何を見たのかはともかくとして、『彼』が小さい志乃を警察の聴取から逃のがそうとしたのは不思議ではない。

　半はん端ぱではあっても、守ろうとする気持ちは本物だ。

　その点はキララも評ひよう価かしている。的外れな部分が問題なのは変わっていないが。

　しかし今はどうだろう。キララにとって志乃も『彼』も守るべき友人だ。警察にも十分なパイプを持ち、間ま違ちがっても志乃を苦しめるような聴取はしないし、させない。

　それくらいの信しん頼らいはあるつもりだった。

　だが……彼らは何も言わなかった。

　聞かなかった自分が悪いとは思う。だが、聞かなくとも話して欲ほしかった。

「いったいどうなっとるんや、この事件は……」

　血塗れの志乃と、彼女を背負う『彼』。

　そこでいったい何を見たのか。

　いったい、あの日に何があったのか。

　何を隠しているのか────。
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「やっぱり話を聞かんわけにはいかんやろな……」

「当然です。それこそ、今すぐにでも署しよに引ひっ張ぱる必要があります」

「それは、ちょっと待ってや」

　混こん乱らんの残る頭で、キララは富樫を制せい止しした。

　彼の言っている事はもっともだ。現げん在ざい起こっている事じ件けんに彼女らが関係しているとは、キララはもちろん、富樫も思っていない。だが、背はい後ごに組織の影が見えてきた以上、綾瀬シンと接触したかもしれない二人は、本人達が気づかないだけで重大な情報を持っている可能性がある。今まで隠していた事も含ふくめ、重要参考人として連行し聴取するのは警察として正しい対たい応おうだろう。

　だが、そうして乱らん暴ぼうに聞き出す事に抵てい抗こうがあった。

　キララにとって二人は沢たく山さんの友人知人の中でも特別だった。

　隠されていた事は悔くやしい。

　悲しい、とさえ思う。

　しかしそれでも彼女の信頼は僅わずかにも揺ゆらいでいなかった。

　何か隠しておかなければならない理由があったのだ。志乃はもちろんの事、その点では『彼』も同じだろう。

「あのぅ……」

　しばらく黙だまっていた高柳が、躊躇ためらいがちに挙手する。

「なんや？」

「これも、というかこれまでのも全て知人としての意見なんですが……支倉さん達に話を聞くのは止やめておいた方が良いと思います」

　予想外の言葉に、富樫は「何故だっ！」と怒ど鳴なりつけた。

　仮かりにも同じ警察官として、それはありえない意見だった。

「まさか、俺達に調べられたくない事があるのか」

「言ったはずです。これは知人としての意見だって……それに、私達だって彼女が何を見たのか知らないんですから、調べられて困こまるかどうかも分かりませんし」

「……はぁ？」

　怒いかりから一転、間ま抜ぬけなくらいあんぐりと富樫の大きな口が開いた。

　それはキララも変わらない。

「ちょ、ちょっと待ってや。アンタらはわざわざ東京から会いに来たんやろ？」

「ええ、そうですよ」

「話を聞きに来たんとちゃうんか？」

「さぁ。それは分かりません」

「分かりませんって……どういう事やねん！」

「それは担たん当とうの人間にしか分かりませんよ。情じよう報ほうを聞き出すにしても、色々とタイミングや方法がありますから。一昨日はあくまで顔合わせをしただけなんじゃないでしょうか」

　目もく撃げき者しや、あるいは関係者からの捜そう査さに必要な情報を得る上で方法は無数にある。取調べ室に引っ張り込んで圧あつ迫ぱくする場合もあれば、逆ぎやくに相手を訪ほう問もんして穏おだやかに語り合う場合もある。更さらに単刀直入に話を進める事もあれば、直ぐには触ふれず日にち常じよう会話などから信頼を得ていく事もある。

　富樫のような短期的な犯はん罪ざいを捜査する現げん場ばの刑けい事じは迂う遠えんな事をしていられない場合が多かったが、逆に中長期的に犯罪を『内定』していく高柳のような立場では後者にも慣なれていた。

「さほど緊きん急きゆう性せいの高い重要な情報は持っていないと判はん断だんしたのかもしれません」

「せやかて、今になって急に会いに来たんやないか」

「それはきっと、彼らが持っているだろう情報の価か値ちが変わったのかも……ですが、やはり話を進めなかった事を考えると、緊急性はないんだと思いますよ」

　言いながらも、高柳もまたパートナーである弥や栄さかの行動の意図を読み切れないでいた。

　キララ達のように困こん惑わくしないのは、彼女の能のう力りよくを信頼しているからである。自分より五つも先せん輩ぱいの弥栄は普ふ段だんから何を考えているのか分からない人間だったが、その有能さは確たしかだったし、何より犯罪捜査に対する熱意があった。

「彼女は本当に信頼できる人です。ですから彼女なりの思おも惑わくがあるのは間違いないと思いますよ。しかし、私が聞かない方が良いと思っているのは、そういう理由からではありません。余よ計けいな事に巻まき込みかねないからです」

「余計な事、だと？」

「巻き込まれるって点ではもう既すでに時遅おそしなんちゃうんか？」

「そうかもしれません。でも、そうじゃないかもしれない。ならば藪やぶを突つついて蛇へびを出す必要はないんじゃないかと思います」

　誰もそれを望んでいるわけではない。富樫にしても気持ちは同じだった。

　だが、警けい察さつの人間としてそれは考えられないのである。

　何を見たにせよ目撃者を放置しておく事など────。

「待った……！」キララが叫さけんだ。「アンタらはホンマにシノシノが見たもんが大して重要やないと考えてるんやないか？」

「お嬢じよう？」

「そうや。アンタらの、いや担当の意図。アンタらはそないな事をせんでも良いんや。目撃証しよう言げんなんて必要ない……もっと具体的な情報を持っとるから！」

　一年前には必要がなかった。だからずっと放置していた。

　今になって情報の価値が変わり、けれど緊急性はない。

　会いに来たのに何も聞かないという意図の読めない行動。

　それらが指し示しめすのは、彼女達が『捜査に行き詰づまっていない』という事実である。

　高柳の言葉通りだ。藪を突ついて蛇を出す必要はない。

　警察としてはあり得ない選せん択たくが罷まかり通る理由。

　それは、『必要になってからで良い』からではないだろうか。

「事じ件けんの詳しよう細さいを、アンタらは凡およそ摑つかんどるんやないか？」

「……それは知人としての立場を超こえてしまっています」

　高柳は否ひ定ていしなかった。表ひよう情じようを固め、突き放すような言葉が肯こう定ていしていた。

　そうだ、捜査に行き詰まっているキララ、つまりは富樫達けいさつは僅わずかな取っ掛かかりさえ求めている。どんなものでも良い、ネット上の小さな噂うわさ一つでさえ構かまわない。だというのに、それを必要としないのは捜査が順調な証しよう左さだった。

「もちろん何もかも洗あらいざらい話せとは言わん。ただ、知人として力を貸かして欲ほしい」

　この通り、とキララは頭を下げた。

　事件を解かい決けつしたい。その気持ちはずっと抱いだいていたが、志乃達が関係している事を知った今、それは更に強くなっていた。

「ごめんなさい、協力は出来ません」

「どうしても、か？」

「ええ。ただし───貴女あなたが私に協力する分には問題ありませんけど」

　優やさしい声に、キララは顔を上げた。

「立場上、刑事である富樫さんに情報提てい供きようする事は出来ません。ですが、民間人である鴻池さんに捜査協力を要よう請せいする事は別に禁きん止しされていませんから」

　ニッコリと高柳は微笑ほほえんだ。





＊　＊　＊






「と、言いはしましたが……やっぱりバレると色々拙まずいので、お願いですから黙だまってて下さいね。あの、私だって一いち応おう出しゆつ世せ欲よくというのはありますし、何よりクビになっちゃったらご飯が食べられなくなっちゃいますから」

　先ほどの女め神がみのような笑え顔がおから一転、その場所に辿たどり着いた時、高柳は半泣きの情なさけない表情を浮うかべていたが、キララも富樫も何も答えなかった。

　現げん在ざい起こっている連続殺人の三件目の犯行現場、滋賀県は大おお津つ市に建つ食品加工業ＥＪ社の資し材ざい倉庫だった。広さは三十坪つぼほどで高い天てん井じようを支ささえる骨ほね組ぐみこそしっかりしているが、壁へき面めんは薄うすいトタン板にむき出しの防ぼう湿しつシートが貼はり付けられているだけの、ぞんざいな構こう造ぞうだ。

　保ほ管かんするためのものではなく、あくまで収しゆう納のうしておくだけの倉庫なのだろう。

　だが、人を殺害するには十分である。

　遺い体たいが見つかったのは敷しき地ちから出て十メートルほど歩いたところにある十字路だった。カーブミラーの支し柱ちゆうに抱だきつくように絡からまっている被ひ害がい者しやの姿すがたを、通り掛かったタクシーの運転手が発見したのである。

　このように、遺体が発見される場所は程てい度どの差はあれ人の眼めにつきやすい路上や公共の場所だ。しかし、だからこそ実じつ際さいの犯はん行こう現げん場ばが異ことなっている場合が多かった。

「その点、十分ってより出来過ぎやね」

　キララは内部を覗のぞき、そう呟つぶやいた。

　答えたのは富樫だ。事件の詳細については彼も知っていた。

「今はがらんとしていますが、事件当日には小麦粉の袋ふくろが積つまれていたそうです」

「それでも作業スペースは十分。むしろ死角が出来るからなおの事良し。更さらには夜間の人の出入りもない、と。犯人としては安心して殺害出来たやろうな」

　口に出してウンザリする。

　犯人にとって犯行の間が最もストレスの掛かる時間だ。誰かに目もく撃げきされるのではないか、誰かに邪じや魔まされるのではないか、そういった不安が絶たえない。
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　だが、ここならその心配はないだろう。

「せやけど、夜間の施せ錠じようはどうなっとったんや？」

「工場の稼か働どう時間は午後九時半まで。当日も倉庫はそれ以前に施錠され、以い降こう従じゆう業ぎよう員いんは入っていません」

「鍵かぎは？」

「事じ務む所しよに一つ。スペアが社長宅たくに一つ。どちらも使用された痕こん跡せきはありません……が」

「発見当時、倉庫の鍵は開いとった」

「元々、その鍵というのが安物の南なん京きん錠じよう一つですから。開けるのは難むずかしくありませんよ」

　無用心ではあるが、倉庫に積まれていたのは小麦粉なのだ。

　それでも盗ぬすみに入る連中はいるが、基き本ほん的に窃せつ盗とうの対象にはならない。

　キララと富樫は話しながら倉庫の奥おくへと向かった。その後に続きながら高柳が再さい度ど呼よび掛ける。

「あの、聞いてますか？　お願いですから、黙っててくださいよ。この歳としで無む職しよくなんてヤですから！」

「分かっとる、分かっとる」

　気楽な──事じ件けんに集中し半ば無む視ししている──返事に高柳の頰ほおが引き攣つる。公安の人間として情じよう報ほうを漏もらした事実は処しよ分ぶんの対象になる。あくまで事件捜そう査さのためだという方便も何ど処こまで通用するものか。

　何だって自分はあんな事を言ってしまったのだろう。後こう悔かいが襲おそい掛かかってくる。

「それで……なんでわざわざここに？」

　一人苦しむ高柳に対して、キララは疑ぎ問もんを口にした。

　わざわざ滋賀まで連れてきたのは高柳だった。

「ここに何かあるんか？」

「あ、はい。実はこのＥＪ社の背はい景けいなんですけど……扶ふ桑そう莞かん爾じの関連企き業ぎようなんですよ」

「扶桑莞爾……？」数すう拍はく間を置いて、「ああ、国会議員の？」

「正せい確かくには元、ですね。御おん歳とし八十七歳さい、既すでに引いん退たいしています」

「だが未いまだに政せい界かいに強い影えい響きよう力りよくを持った昭和の古こ豪ごうだな。だが、それが？」

「捜査の目的が違ちがうにしても、もう少し犯人の背後関係を洗あらうべきではありませんか？」

　高柳は少しだけガッカリした様子で富樫に視し線せんを向けた。

「扶桑莞爾は綾瀬家の親しん戚せき筋すじですよ」

「……なるほど」

　その一言で、キララ達は事じ件けんの大きさを思い知った。

　高柳の説明では親戚筋といっても既に関係は切れているらしい。

　だが、その見えない繫つながりは無視出来ないものだった。

「もし扶桑莞爾が関かかわっとるんやとしたら……洒落しやれにならん大事件や」

　公安が動いている理由、綾瀬シンと『組そ織しき』の存そん在ざい。

　どちらにもいよいよ現げん実じつ味みが帯びてきた。下へ手たをすれば、動いているのは公安だけではないかもしれない。もっと大きな、もっと上位の存在が見え隠かくれしているようで、富樫達一いつ般ぱんの刑けい事じが何の情報も手に出来なかった理由にも納なつ得とくがいく。

「犯行に最さい適てきともいえるこの場所を手引きした誰だれかが居いるのではないか、というのが私の見けん解かいですが、どうでしょう？」

「確たしかにそれはあり得そうやね」

「むしろそう考えるのがベストかもしれません。これまでの事件も、手引きされたものだったのかも」

「犯行場所だけやなく、身を隠す場所や逃とう走そうルートまでも一式揃そろってそうな感じやな」

　これは確かに、迂う闊かつに他人を巻まき込こめるような事件ではない。

　キララは『彼』と志乃の姿を思い浮かべていた。出会ったのは春、それから随ずい分ぶん色々と関わってきた。最初は奇き妙みよう極きわまりない二人の関係に戸と惑まどい、一時はどうなるものかと心配もしたものだが、最近は幸せそうだった。まだまだ眼を離はなす事は出来ないが、きっと更に良い関係を築きずいていけるだろう。

　そんな二人が苦しむ事になるのは───嫌いやだ。

　この事件は二人を巻き込まず、自分達だけで解決する。

　そう決意した、その瞬しゆん間かんだった。

　唐とう突とつに、電灯が消えた。

「────これはっ!?」

「誰だれだっ！　何な故ぜ消した!?」

　誰かが倉庫に入ってきて照明のスイッチを切ったのだ。

　富樫は素す早ばやくそう理解し出入り口へと視線を向けたが、何一つ見えない。

　採さい光こう窓まどもないトタンの倉庫は、天てん井じように並ならぶ電灯が消えてしまえば一いつ切さいの光こう源げんが存そん在ざいせず、一いつ瞬しゆん前まで光に慣なれていた瞳ひとみには暗くら闇やみ以外何も映うつらなかった。

　そんな中で、ガァンと反はん響きようする音が鼓こ膜まくに響ひびいて鴻池キララは地面に倒たおれた。

「あ……？」

　頰に触ふれるコンクリートの冷ややかさだけがあまりにも現げん実じつ的だった。

　激はげしく響いた『銃じゆう声せい』も、太ふと股ももを焼く『激げき痛つう』も、身体からだが急激に冷えていく『恐きよう怖ふ』も───何より自分が撃うたれたのだという事実も。

「お嬢じようっ!?」

　悲鳴のように裏うら返がえった富樫の声が聞こえる。

「噓うそでしょうっ!?」

　高柳のそれはもっと高く、もっと切せつ迫ぱくしていた。

　この暗闇の中で、彼女の方が富樫よりも現実を理解していたのである。

　現実味のない痛いたみに喘あえぐキララの身体を手て探さぐりで伸のばされた富樫の太い腕うでが起こす。

　何故こんな事になったのか。

　理由は自分の不注意しか思いつかない。

　つまり、不用意に飛び込んでしまった自分の無力さ以外には。

「これは……これはいったいどういう事なんだっ！」

「分かりませんよ！　でも、こんなの……っ」

「くそっ、なんだってんだ！　お嬢っ、お嬢ぉっ!?」

　泣いているのか。

　太い声が情なさけない音を奏かなでている。

　だがそれをからかう事も彼女には出来なかった。

　声が出なかった。

　あまりの痛みに言葉を吐はき出す機き能のうさえ失われてしまっていた。

「ありえない。ありえないんですよ、こんなのは！」

「だが撃たれた！　お嬢っ、返事を！　血が止まらないっ！」

「分かってますそんな事！　とにかく逃にげなきゃ……どこから撃たれましたかっ」

「知るかそんな事！　お嬢っ！　お嬢っ！」

「落ち着いて、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと止血して、それからそれから……えっと、それからっ？」

「お嬢っ！　しっかりして下さい、お嬢おおおっ！」

　太ふと股ももに強い圧あつ迫ぱくを受けて、白はく濁だくしかかっていた意い識しきが戻もどる。

　止血のために何かを強く縛しばり付けられたのだと、頭の片かた隅すみにある冷静な部分が理解した。

　痛みのためか富樫が全力で縛ったためか、感覚はなかった。

「お嬢、お嬢っ！　大丈夫ですか、お嬢ぉっ！」

「う、うるさいわぁ」

　辛かろうじて言葉を吐き出した。

　本人は気き丈じように振ふる舞まっているつもりだったが、声は弱い。

　激痛と虚きよ脱だつ感が一秒ごとに乗算され、言葉を吐き出す事さえ面めん倒どうだった。

「撃たれた……んか？」

　血けつ液えきの循じゆん環かんが不十分になっているのか、純じゆん粋すいな恐怖ゆえか、震ふるえる指先を痛みの根こん源げんへと運ぶ。

　そしてキララは己おのれの傷きず口ぐちの冷たさに驚おどろいた。

　痛みは激しく、そこを中心として強い熱を感じている。

　だが指先に触ふれるのは絶ぜつ望ぼう的な冷たさだ。

　溢あふれ出す血液は体温に等しく指先よりも温かい。しかしながら、血液は液体である以上、体外に出ても熱を保ほ存ぞんする事は出来ず、急激に外気に冷やされてしまう。包丁で指を切った程てい度どでは分からないだろうが、本来出血を続ける傷口は血液の温ぬくもり以上に冷たく感じるものなのである。

　だからそれは、自らの出血量の多さを意味していた。

「あかん、トラ……思いっきり押おさえて」

「は、はい！　けどこれじゃ暗くて……何か明かりは無いのか!?」

「怒ど鳴ならないでください！　それに、こんな状じよう況きようで明かりを点つけたら格かつ好こうの的ですよ！」

「しかしこれでは！　これではお嬢がっ！」

「落ち着いてください！」

　高柳は精せい一いつ杯ぱいの声で怒鳴りつける。

　周囲は暗い。五メートル先さえも視し認にん出来ないほどだ。

　今いま更さらながら高柳は『ここ』が死地である事を理解した。

　と同時に、自分が何に襲おそわれているのかも────。

「富樫刑けい事じ、拳けん銃じゆうは……」

「持っているわけないだろう」

　刑事ドラマでは誰も彼もが拳銃を所持しているかのように平然と銃じゆう撃げき戦せんが起こっているが、基き本ほん的に捜そう査さを行う刑事は常つね日ひ頃ごろから拳銃を所持しているわけではない。

「では……逃にげるのは、難むずかしそうですね」

　高柳は懐ふところのホルスターから拳銃を抜ぬくと、安全装そう置ちを解かい除じよした。

「ここは私が囮おとりになります。適てき当とうに乱らん射しやしますから、その間に逃げてください」

「ま、待て。だがそれでは……」

「ここに引き込んでしまったのは私の責せき任にんですし、これもお給料の内ですから。貴方あなただけならともかく、鴻池さんを巻まき添ぞえにするわけにもいかないでしょう？」

「あ、アカン……あっちはたぶん……」

　キララは荒あらい呼こ吸きゆうの中で、高柳を止める。

　実じつ際さいに撃たれた彼女だからこそ分かる、正せい確かくな射しや撃げきだった。

　指の感かん触しよくから口径はさほど大きくはない。しかし貫かん通つうするだけの威い力りよくはある。

　これはそれなりに至し近きんからの射撃だからだ。

　精せい々ぜい、この建物の中。咄とつ嗟さの事でマズルフラッシュを正確に確かく認にん出来なかったし、音も反はん響きようの所せ為いで方向を示しめしてはくれない。

　だが、だからこそ。

　この暗さの中、拳銃で正確に足を撃ち抜いている。

　これは裸ら眼がんでは難しい。あり得ないほど、難しい。

　だとしたら、何らかの手しゆ段だんで『視みえている』と考えるのが当然だろう。

「暗あん視しゴーグルとか、そういうんがあるんやと思う」

「かもしれませんね。だったらなお更です」

　高柳は周囲を警けい戒かいしながら、力強く口にした。

　旧きゆう式しきの暗視ゴーグルなら出し抜く事は出来る。強い光を向ける事で視覚を奪うばう事が可か能のうだからだ。だが現げん在ざいのものは電気的に制せい御ぎよされていて、咄とつ嗟さに強い光を受けてもすぐさま平へい常じよう化かされてしまう。

　それでも瞬しゆん間かん的な画面の白色化は避さけられないが……その為ために必要とする光は市し販はんの懐かい中ちゆう電灯程度では足りない。まして、高柳にも富樫にも強い光を出すものはなかった。手持ちで光を発するのは携けい帯たいかライター程度で、何の意味も持たなかった。

「ここに留とどまっていては駄だ目めです。一気に駆かけ抜けてください」

　相手が見えているのなら、ただ移い動どうするだけでは意味がない。

　持じ久きゆう戦せんに持ち込めない以上、躊躇ためらいは捨すてなければならないのだ。

「富樫さんは鴻池さんを背せ負おってあげてください───富樫刑事っ！」

「あ……あぁ、分かった」

　高柳の一いつ喝かつに、遅おくれて富樫は頷うなずいた。

　彼の頭は完全にパニック状じよう態たいに陥おちいっていた。普ふ段だんは落ち着き、剣けん道どう家かとして常から集中力を鍛きたえている。

　だが、鴻池キララの重じゆう傷しようを目まの当あたりにして、彼の思考力は完全に悲鳴を上げていた。

　震えの止まらない腕うでで、キララの身体からだを抱だき上げた。

「いち、にの、さん、で私が撃ちますから走り抜けて下さい」

「りょ、了りよう解かい。お嬢じようも大だい丈じよう夫ぶですね？」

「もちろん、大丈夫や。アンタに担かつがれるんは慣なれとるからな」

「お嬢……」

「尤もつとも、昔はおんぶやったけどな。思い出すわ、トラが一番静かで楽やった」

　覚えていてくれたのか……今にも富樫は泣き出しそうだった。大きな顔に並ならぶ三さん白ぱく眼がんは赤く充じゆう血けつし、既すでに潤うるんでさえいた。

　かつて、まだただの学生でしかなかった頃、病弱で自力では外に出られなかったキララを抱かかえて走った。その時の事を、覚えていてくれたのだ。

　最初はただ、見たかった。

　何い時つからか、見ていたかった。

　何時までだって、この少女が立って、そして歩んでいく姿すがたを見続けていきたかった。

「お嬢、全力でいきますよ！」

「もちろんや。さっさと、病院に連れてってや？　そんで、一いつ緒しよに捕つかまえるんや」

「はい、捕まえましょう。全部、お嬢と俺おれ達で明らかにしてやりましょう」

「せやね。きっと楽しいやろなぁ。犯はん人にんを捕まえて、罪つみを認みとめさせて……何い時つかウチはアンタの下につく時が来る。そん時の予行演えん習しゆうや。一緒に……がんばろ」

「はい、お嬢。その時はビシビシと教育していきますから、覚かく悟ごしてくださいね」

「でかい図ずう体たいして小心者なアンタに出来るかどうかは怪あやしいけどな」

　あはは、と笑う。

　弱々しい声で笑う。

　出血が止まる事なく続いている。

　抱き上げた腕に伝わる液体の感触から分かる。

　富樫は暗くら闇やみであった事を、むしろ感かん謝しやしていた。

　その赤色を直視してしまっていたなら、今ほど冷静にはなれなかったはずだ。

　刑事という職しよく業ぎよう上、血を見た経けい験けんはある。

　その意味で、一いつ般ぱん人じんよりもよほど耐たい性せいはあった。

　しかし、世界で一人。鴻池キララの血、その傷きずを見た時、自分が混こん乱らんしないでいられる自信はなかった。いや、出血が問題ではない。その先に見える死が恐おそろしかった。

「行きますよ……いち、にの、さんっ！」

　高柳は叫さけぶのと同時に引き金を引いた。射撃には多少の自信があったが、相手が何ど処こに居いるのかも分からない状じよう況きようでは狙ねらいなど付けようもない。高さだけは一メートルほどに固定し、二度三度とスライドさせながら撃つ。

　相手も見えているにせよ、狙いをつけず乱射されたのでは身を隠かくさずにはいられない。

　つまり、高柳が撃っている間は富樫達が銃撃を受ける事はない───はずだった。

　パンッ───と、自分のものではない軽い音が聞こえた。

「あ……」

　高柳が己おのれの失しつ策さくを理り解かいしたのは、銃じゆう声せいの後に聞こえたドサリという何かが倒たおれる音、それからもう一つ、

「ぅぐぁぁぁっ！」

　キララの悲鳴を聞いたからだった。

　信じられない、信じたくない思いで背はい後ごを振ふり返る。

　暗闇の中で、それを感じる。

　倒れていた。巨きよ体たいが倒れていた。
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「ト……ラ……？」

　痛いたみよりも強い衝しよう撃げきが彼女の心を打っていた。

　富樫が自分を落とした。だからこんなにも痛い。

　けれど───そんなはずがなかった。

　幼おさない頃ころも、誰だれよりも優やさしく抱かかえてくれていた。一度だって落とされた事はない。

　なのに……。

「トラっ！　トラぁっ!!」

　名前を呼よべば、必ず返事がある。

　彼がキララを無む視しするなどありえない。

　二人はそういう関係だった。

　なのに……。

「あ、ぁ」

　伸のばした手に触ふれる、分ぶ厚あつい身体。ごつごつとした顔。

　それが、急速に冷えていく現げん実じつを認にん識しきして、キララは……声さえも失っていた。

　死んでいる。

　死んでしまった。

　そんな馬ば鹿かな、彼女は心の奥おく底そこで叫んだ。

　富樫虎之助という人間は彼女にとって只ひた管すら大きく頑がん丈じようだった。

　虎とらの名を冠かんし、熊くまのように力強く、山のように大きかった。

　背せ負おわれているだけだった頃からずっと、今もそれは変わらない。

「鴻池さ───鴻池キララっ!!」

　高柳の怒ど声せいが響ひびく。

「走りなさい！」

　足を撃うたれたキララは、自力では走る事は出来ない。

　這はい蹲つくばる以外には、何ど処こにも進む事が出来ない。

　そんな彼女は、現げん状じようで生き残る可か能のう性せいは限かぎりなく低い。

「走って！　這い蹲ってでも、生きなさい！」

　だが、高柳はそれを分かっていながら叫んでいる。

　最も早はや助からないと分かりながらも、キララに呼よび掛ける。

　富樫は一発の銃じゆう弾だんで絶ぜつ命めいした。暗く正せい確かくな位置は分からないが、恐おそらく完かん璧ぺきに近いヘッドショットだったのだろう。

　状況を掌しよう握あくされている───それがどれほど絶ぜつ望ぼう的な事なのか、修しゆ羅ら場ば鉄てつ火か場ばの経けい験けんを持たない人間には理解出来ない。高柳にしても、理解していると語れるほどではない。

　それでも、彼女はキララを逃にがそうとしていた。

　キララはその声に押おされ、這った。富樫から手を離はなす事は魂たましいを切り離す事に等しく心を苦しめたが、彼女は這う事を選んだ。

　足の激げき痛つうと心の激痛に涙なみだが止まらない。

　どうしたって止まらない。

　溢あふれて溢れて止まらない。

　けれど、腕うでを動かし続けた。

　銃撃の音が鼓こ膜まくを叩たたく。

　その激はげしい音に背中を押され、進み続ける。

　二度、三度。

　高柳のものだろう。

　彼女も必死に牽けん制せいしてくれているのだ。

　自分を生かすために、我わが身を危き険けんに晒さらしてくれている。

　そう考えると、止まる事など出来なかった。

　だが───最後に激しい音が聞こえた時。

　彼女は動きを止めた。

　銃声は、もうなかった。

　その代わりに、何い時つの間にか降ふりだしていた雨の音が届とどく。

　出口はもう直すぐだった。
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　薄うすく開いたままのそこから、眩まぶしいほどの白色が差し込こんでいる。

　後もう少しなのだ。

　なのに、何な故ぜ銃声が聞こえない？

　痛いたみの中で混こん乱らんした脳のうが悲鳴を上げる。

　銃声がなくなったのは、どちらかが撃うつのを止やめたからだ。

　きっと高柳が犯はん人にんを拘こう束そくしたのだろう。

　もしかしたら射しや殺さつしたのかもしれない。

　自分を撃ち、富樫を殺した犯人は倒たおれたのだ。

　そうに決まっている。

　───でも、なんで何も喋しやべらない？

「あ、あ……」

　止まっていた腕に再ふたたび力が戻もどる。

　出口へと向かう。

　僅わずかな動きにも激痛が走り、その度たびに涙が。

　涙が、涙が……。

　痛かった。痛くて堪たまらない。

　あんまりにも痛すぎる。

　身体からだだけではなく、心が痛すぎて。

　どうしようもなかった。

「うぅ、うぅううううううううううううううううううううううっ!!」

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめて止まらない嗚お咽えつに対たい抗こうする。

　銃じゆう声せいは終わったのに、何な故ぜ。

　何故、高柳は一言も声を掛かけてくれないのか。

　雨の音が聞こえる。

　足音は聞こえない。

　しかし、分かっている。

　振り返れば、そこに居いる。

　誰だれかが居る。

　だからキララは、

「助けて、────」

　その名前を呼よんだ。

　届とどかないその声を、扉とびらの向こう側へと。

　その先に広がる、雨雲の向こう側へと。
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　何故眼めが覚めたのだろうか────。

　夢ゆめの中で、もしかしたら誰かが声を上げたからなのかもしれない。

　懐なつかしく、今はもう聞く事の出来ない誰かの声。

　明るく───沢たく山さんのものを背せ負おってしまったのにも拘かかわらず、たぶん最さい期ごまで明るかったはずの彼女の声。

　暗くら闇やみの中、僕ぼくは身体を起こした。

　今にも睡すい魔まに負けそうな重たい瞼まぶたを開けて、隣となりを見る。

　驚おどろきは、睡魔を吹ふき飛ばすには十分だった。

「噓うそ、だろ!?」

　志乃ちゃんが、居ない。

　六畳一間の狭せまい家の中、ぐるりと一周見回せばそれだけで誰も居ない事が分かってしまう。

　古ふるびたユニットバスの中にも姿すがたはなく、まさかと疑うたがいながら開いた押おし入いれの中にも誰も居ない。

「志乃ちゃんっ、志乃ちゃんっ！」

　近所迷めい惑わくながらも、僕は大声で呼んだ。

　返事がない事は半ば理り解かいしていた。

　それでも呼ばずにはいられなかったのだ。

「くそっ、何て事だよ……」

　最悪の気分だった。

　こうならないようにするため、彼女を泊とめたはずなのに。

　親からの同意は得ているにしたって、提てい案あんしたのはこちらだ。

　これでもし何かあったら、大変な事に────。

　いや、今はそんな事を考えている場合じゃない。

「とにかく捜さがさないと」

　パジャマ姿のまま玄げん関かんを飛び出す。

　今にも抜ぬけ落ちそうな鉄てつ製せいの階かい段だんを駆かけ下りて、表の道路へと出た。

　右を見ても左を見ても、人の姿はなかった。

　時計を見なかったので今が何時なのかは分からない。

　際さい限げんなく染しみ出してくる冷たい汗あせが風に吹ふかれて一いつ層そう身体を冷やしていく。

　それでも脳のう内ないにたちこめる熱は増ますばかりで、思考は混こん乱らんしていた。

「どこ……どこに」

　立ち止まったままでは落ち着かず、足は自然と走り出していた。

　それに遅おくれるようにして身体が、そして意い識しきが追つい随ずいしている。

　そんな状じよう態たいだから、携けい帯たいに連れん絡らくすれば良いんだと気づいた時には、もうアパートから離はなれてしまっていた。

　今すぐ戻もどって電話して場所を聞いて───けど、出なかったら？

　出てくれるだろうか？

　もし出てくれなかったら時間の無む駄だだ。

　こうしている間にもどこか遠くへ行ってしまっているかもしれない。

　なら、せめて心当たりのある場所だけでも。

「公園────」

　二度目の家出。

　一度目に見つかった場所。

　同じところに居るとはなかなか考えられない。

　だが、志乃ちゃんはあそこで居るはずのない『誰か』を待っていた。

　彼女なりに思い入れがあるのかもしれない。

　可か能のう性せいは、ある！

　ようやく身体と思考とが一いつ致ちして、僕は全力で公園へと走った。

　どうか、お願いだから。

　居てくれますように。

　パジャマ姿で疾しつ走そうする自分の姿は、もし第三者が見たならさぞや奇き怪かいだったろう。

　だが幸いな事に誰ともすれ違ちがわなかった。

　公園に隣りん接せつするコンビニの前にさえ誰も居なかった。

　奇き妙みような空気だった。生なま温ぬるいようなヌメつくような感かん触しよく。

　恐おそらくそれは人間の微かすかに残った動物的な本ほん能のうに訴うつたえかけるもので、人を近づけない力が働いていたのかもしれない。

　それを感じたのなら、僕もまた近付くべきではなかったのだ。

　志乃ちゃんを見つけなければという感かん情じように突つき動かされ、柵さくを飛び越こえる。

　出入り口に回るのも面めん倒どうで、一直線にその場所へと向かう。

　だが───居なかった。

「あぁ……志乃ちゃん」

　落らく胆たんと疲ひ労ろうが猛もう烈れつに襲おそい掛かかり、崩くずれ落ちそうになる。

　徒労だった。

　いや、手て遅おくれだったのか。

　そんな弱気に心が蝕むしばまれる。

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。

　電車もバスも走っていない。

　そう遠くへは行けないだろう。

　まだこの近くにいるはずで、捜せばきっと────。

　それでも駄だ目めなら小お父じさん達に連絡して、警けい察さつにも通つう報ほうして、そうすれば見つかる。

　それは最終手しゆ段だんではあるけれど、きっと大丈夫だ。

　とにかくいったん家に戻もどろう。それから志乃ちゃんの携帯に連絡をして、出なかったら今度は自転車で少し走り回ってみる。

　決けつ断だんして、萎なえかけている身体からだに力を注そそぎ込んだ。

「よしっ、頑がん張ばれっ！」

　気合いを入れて。

　その声に反はん応のうしたのだろうか。

　キィンと何か金きん属ぞく質しつのものが落ちる音が聞こえた。

　トイレからだった。

　誰だれか、居るのだろうか。

　しかし電気は点ついていない。採さい光こう窓まどがあるにしたって中は相当暗くなっているだろう。誰かが用を足しているとは思えなかった。

「……志乃、ちゃん？」

　まさかとは思った。

　もしかしたら隠かくれているのかも、と。

　入り口は磨すりガラスの衝つい立たてで隠かくされているため、中を確かく認にんする事は出来ない。

　僕は慎しん重ちような足取りでその内側へと進んでいった。

　女子トイレの中はやはり暗かった。夜空の光はまるで当てにならないにしても、コンビニや周囲の街灯によってある程てい度どは視し界かいが確かく保ほされているものの、奥おくの方は全く見えない。

　だが、そこに誰かが立っている事だけは分かった。

「志乃ちゃん、でしょ。良かった……見つかって」

　返事はなかったけれど、むしろそれでハッキリしている。

　安あん堵どの息が漏もれた。

「全く、君って子は。心配したんだからね」

　同じ公園に居いながら、しかし直すぐ近くに隠れているなんて人の悪い。

　よくよく考えてみれば実に子こ供どもらしい浅あさ知ぢ恵えなのだが、気づけなかったかもしれない自分の間ま抜ぬけさを思うと笑えなかった。

「さぁ、早く帰ろう。もう遅おそいし早く寝ねないと明日起きられないよ」

　無事見つかった安堵から、強きよう烈れつな眠ねむ気けがぶり返していた。家に帰ったらそのまま直ぐに眠ってしまおう。そして明日起きたら、ちょっと説教してやろう。

　心配掛かけた事を叱しかってやらなきゃいけない。それもまた、繫つながりになるのだから。

　そんな僕の思おも惑わくが分かるのか、志乃ちゃんは返事もせず出てこようともしない。

　これは無理にでも引っ張ぱり出さなきゃ駄目か。

　そう判はん断だんして、電灯のスイッチを探さがす。

　たぶん直ぐ近くにあると思うんだけど……。

「しっかし、それにしてもなんか凄すごい臭においだね」

　先ほどから気になっていたのだが、トイレの中から吐はき出される臭いが酷ひどい。

　糞ふん尿にようの臭いでもなければ、強すぎる芳ほう香こう剤ざいのそれでもない。

　四年前、まだ古ふるいままだった頃ころのトイレも酷かったが、別の意味で今も鼻が曲がりそうだ。

「長く吸すってたら肺はいがやられそうだ───っと、あったあった」

「点つけないで」

　志乃ちゃんの声に、スイッチの枠わくに触ふれていた指が止まる。

「点けないで、そのままで」

「志乃ちゃん……？」

「いいから」

　意味が分からない。

　ただ、暗くら闇やみの向こうから届とどいた彼女の声は、僕の身体から自由を奪うばえる程てい度どには切実だった。

「……『貴方あなた』に問いたい。もし『それ』が真実でなかったら、『私』はどうすれば良い？」

「は……？」

「真実だったなら、どうすれば良い……？」

　ソレデモスクイヲアタエテホシカッタンダ。

　声だった。

　それも志乃ちゃんのものではない。

　男の声。『言葉』にならない擦かすれた空気の流れ。

　聞き取る事の難むずかしい、『誰か』の声いし。

「────志乃ちゃん！」

　居るはずのない誰かがそこに居る！

　僕は叫さけんで────そして、少女は走った。

　真まっ直すぐに僕の胸むねへと。

　柔やわらかい衝しよう撃げきが身体を押おし、一歩だけ後ろに下がる。

　パジャマの布ぬの越ごしに他者の温ぬくもりを感じて視し線せんを下ろすと、そこに黒く長い髪かみが見えた。

　いったいどうなっているのか。

　あれほど接せつ触しよくを拒こばんでいた彼女が、どうして今、腕うでの中に居るのか。

　先ほどの声は誰なのか。

　奥に誰か居るのか。

　分からない、けれど彼女の身体を抱だきしめた。

　そうしなければならないと、そうして欲ほしいのだと直感的に気づいて。

　しかし直ぐに腕から力が抜ぬけた。

　手のひらに、ヌメついた液えき体たいを感じる。

「なに、これ……」

　その瞬しゆん間かんだった。

　公園の隣となりを車が走りぬけた。

　強烈なヘッドライトが一いつ瞬しゆんだけ闇を切り裂さき、目の前の現げん実じつを明らかにする。

　手のひらを濡ぬらす赤い液体の存そん在ざい。

　トイレの奥で倒たおれている男の姿すがた。

　そのオレンジ色の髪。

　それから……腕の中に居る血ち塗まみれの女の子。

「アァ……」

　喘あえぐように、彼女は息を吐はいた。

　その声だけが、世界に響ひびいていた。
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＊　＊　＊






　真ま白しろちゃんの言葉は呪のろいだった。

　僕ぼくらの日にち常じようを破は壊かいするものだった。

　ただし、それは彼女の力によってではない。

　その意味で、彼女には一つの責せき任にんもない。

　全すべては悪あく夢むの再さい来らいが所以ゆえん。

　あの日の悪夢が再生される。

　窓まどを開くと、遠くに暗い雲が見えた。

　もう半はん刻こくもせず、それはこの空を覆おおい光を閉とざしてしまうだろう。

　でもきっと大だい丈じよう夫ぶだ。

　僕はここに居いて。

　志乃ちゃんもここに居る。

　ならば、きっと。

　あの夜とは違ちがう。

　そう、思うのに────。

　空は僕らの未来を凶きよう悪あくなまでに示しめしていた。

　嵐あらしが来る。

　悪夢は再ふたたび繰くり返される。





＊　＊　＊






　来栖太一はそれでも諦あきらめない。

　今、彼を動かしているのは好こう奇き心しんではない。

　本ほん能のう的な不安であり恐きよう怖ふだった。

　彼自身は何一つリスクを背せ負おっていない。

　事じ件けんに一いつ切さい関かかわってはいない。

　それまでそうであったように、彼は傍ぼう観かん者しやでしかない。

　だからこそ分かる、違い和わ感がある。

　大丈夫だろう。

　大丈夫なはずだ。

　マウスを動かしながら脳のう内ないで繰り返した。





＊　＊　＊






「それでも────」

　涼すず風かぜ真白は笑う。

　確かく信しんをもって微笑ほほえむ。

「────既すでに悪夢は始まっている」

　嵐は起こる。

　誰にも避さける事は出来ない。

　全ての人間が巻き込こまれ、そして誰にも止める事は出来ない。

　一人では、誰も。

　一人では……。

「そうでしょう────綾瀬シン」










リトライ０／




　夜半過すぎまで降ふり続いた雨は、日付が変わってようやく止やんだ。

　彼にはそれが少しだけ残念だった。

　雨は嫌きらいではない。不ふ規き則そくで不ふ可か解かいな音の連なりを耳にするのは心ここ地ち良よい。

　もちろん、晴れの日も嫌いではない。

　人も車もない道路を一人歩いていると、水みず溜たまりに映うつる月が見える。

　少し歩いてまた別の水溜りを見ても、やはりそこに映っている。

　何い時つまでも、何ど処こまでも追いかけ傍かたわらに寄より添そうその輝かがやきは楽しい。

　世界は綺き麗れいで、楽しい。

　何処までも行けるだろう。

　無む限げんの広がりがそこにはあるのだから。

　そこに確たしかにあったはずなのだから。

「世界はこんなにも満ち足りている」

　何一つ、不十分なものはなかった。

　ただの一つも、足りないものなどなかった。

　なのに、現い在ま。

　赤く染そまったこの手は嘆なげかわしい程ほどに空くう虚きよだ。

　もう少しで届とどくはずだったその場所を逃のがしてしまったからか。

　そうだと信じた自分を失ってしまったからなのか。

　それとも別の理由なのか。

　どれ程考えても分からないのだ。

　だから────。

「再生しよう。もう一度挑ちよう戦せんしよう。ほら、一いつ緒しよに」

　逆さかさに映る天空へと伸のばした手に触ふれる物はない。

　けれど彼には分かるのだ。

　一年前から、それ以前から、生まれた瞬しゆん間かんから、『それ』は届いている。

　たとえどれ程ほど離はなれていたとしても、永えい遠えんに繫つながっている。

　そうして、綾瀬シンは水面の月へと微笑んだ。







　あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。上こう月づき雨あま音ねです。

　さて、今回は既に読了された方はお分かりでしょうが、完全無欠の前後編です。丸っきり解決しておりません。むしろここからが本番です。この巻はあくまで導入なのです。

　そんなわけなので、正直余り多く語る事が出来ません。酔よった勢いで危あやうく友人にぽろっとネタバレし掛けた程、口が軽い私としてはここは自重すべきところでしょう。

　なので、ここは一つ、全く無関係な話でもさせて頂こうかと。

　私は現在一人暮らしなのですが、片付けが非常に苦手です。整せい理り整せい頓とんのせの字からして存在しないくらい悪質です。

　特に読んだ本をそのまま放置してしまう悪あく癖へきがあります。

　私の悪癖は数えだしたらきりがない程ですが、特にこれが困ったものでして、ふと「あの本が読みたいなぁ」と思ったら、いちいち布団の周り、トイレのラック、そして無造作に放り込まれている本棚の三箇所を探さなければなりません。他にも何を思ったか納なん戸どの中であったりテレビの裏であったり、ゴミの下から何かしらの液体に侵しん食しよくされた姿で発見された事もありました。

　そんなわけなのでシリーズ物を全巻集めようとしたら、それはもう一大事です。間の巻が抜けていたりすると、数時間の捜索活動に発展します。間違いなく買った、家から持ち出してもいない、なのに見つからない……。

　ちゃんと片付けをすれば良いのは分かっているのですけどね。

　ですが、直し難にくいからこそ悪癖なのです。

　他にも嚙かみ癖ぐせがあったり、耳搔かき中毒だったり。

　そう、耳搔きのお話。皆さんはどれくらいのスパンで耳搔きをしているでしょうか？

　私の場合、毎日です。というか、数時間おきです。

　これがもう、本当に気持ちいいのですよ。あんまりにも搔きすぎて血が出た事も多々あります。明らかに耳鼻科直行コースなのですが、好きなので止やめられません。当然、旅先等にもマイ耳搔き持参。最近は色々と種類があるそうですが、竹製のがベストな搔き心地で好きです。

　しかし、こういう事を考えていると、キャラに悪癖を持たせる事はしなかったなぁと思ってみたりします。

　度し難い悪癖を持つ方が人間らしいと考える私としては、やはり「僕」に畳たたみの目を爪で引っ搔く癖があったりとか……やっぱり駄目ですかね。賃貸アパートでそれは流石に悪癖が過ぎますね。自重すべきですね。

　というか、悪癖といえば作中で再三再四言われているキララのそれで十分かもしれません。彼女の悪癖は実に度し難く、されど私のそれ程下らなくもなく、傍はた迷めい惑わくではあるものの人として好ましいのです。

　……おや、なんだか微妙に本編と重なったような気がするぞ？

　とまぁ、そんな話でお茶を濁にごしたところで。

　イラストの東条さかなさん、担当のＴさんへの謝辞については最終巻にて改めて語らせて頂きたい思います。本当に色々と感謝しなければならないので、次の巻では大きく尺を取りたいものです。

　というわけで、次で泣いても笑っても最終巻です。ここで一年近く待たせるような極ごく悪あく非ひ道どうな真ま似ねはしません。近いうちに皆様の手元に届くよう作業しておりますのでご安心ください。

　では、またお会いできますように。ごきげんよう。
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─シノ─過去からの招待状








上こう月づき雨あま音ね
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